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序

一般国道7号は新潟市から青森市に至る総延長474.2kmの東北地方を縦断する日

本海側の主要幹線道路です。また、現在新潟市から青森市に至る総延長340kmの高

速自動車道「日本海東北自動車道」の建設も進められています。日本海沿岸地域を結

ぶ大動脈となり、沿岸地域の産業・経済・文化の交流発展を促進させるのに大きな役

割を果たすものと期待されています。国道7号からの日本海東北自動車道中条インタ

ーへのアクセス道路の接続に伴い、中条黒川バイパスの交通量はさらに増加すること

が予想されることから、中条地区の道路の拡幅が計画されました。

本書は、中条黒川バイパスの拡幅工事に先立ち、平成12年度から2か年にわたっ

て発掘調査をした「蔵ノ坪遺跡」の報告書です。「蔵ノ坪遺跡」は、8世紀後葉から

9世紀後葉の奈良・平安時代の遺跡です。遺構としては、建物跡や旧河道、溝状遺構

が検出されました。遺物としては、土師器や須恵器を中心とした土器や木製品が多量

に出土しました。特に、県内では初となる「津」と書かれた墨書土器の出土から、内

水面交通にかかわる港関連の遺跡であったことがわかりました。また、荷札木簡の発

見から「少目の館」の存在や複数の国司による越後国の分割統治の可能性など、当時

の人々の暮らしぶりや政治・文化を考える上でも、非常に貴重な資料となりました。

今回の調査結果が、本県における地域の歴史を解明するための資料として活用され、

埋蔵文化財に対する理解と認識を深める契機となれば幸いです。

最後に、この調査に関して多大なご協力とご支援を賜った中条町教育委員会、並び

に地元住民の方々、また、発掘調査から報告書刊行に至るまで格別のご配慮を賜った

国土交通省北陸地方整備局・同羽越工事事務所に対して厚く御礼申し上げます。

平成14年8月

新潟県教育委員会

教 育 長 板屋越　麟　一



例　　　言

1 本報告書は、新潟県北蒲原郡中条町大字船戸字蔵ノ坪387番地2ほかに所在する蔵ノ坪遺跡の発掘調査記録で

ある。

2 調査は国道7号中条黒川バイパスの建設に伴い国土交通省から新潟県が受託したもので、発掘調査は調査主体で

ある新潟県教育委員会（以下、県教委と略す）が財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（以下、埋文事業団と略す）

に委託し、平成12・13年度に実施したものである。

3 整理作業及び報告書作成に係る作業は、平成12・13年度に埋文事業団が県教委から受託しこれにあたった。

4 出土遺物及び調査・整理・自然科学分析に係る各種資料・データ類は、一括して県教委が保管・管理している。

閲覧及び提供希望は、県教委に問い合せ願いたい。

5 遺物の注記は蔵ノ坪遺跡の略記号「クラ坪」とし、出土地点や層位を続けて記した。平成12年度出土遺物は略

記号の前に「00」を付し、平成13年度出土遺物と区別できるようにした。

6 本書の図中で示す方位は、すべて真北である。

7 遺物番号は、土器・土製品・石製品・金属製品と木製品に分けてそれぞれ通し番号を付し、本文及び観察表・図

面図版・写真図版の番号は一致している。

8 本文中の注は脚注とした。また、引用文献は著者および発行年（西暦）を文中に［ ］で示し、巻末に一括して掲

載した。

9 航空写真撮影は、平成12年度はスカイパルに、平成13年度は㈱イビソクに委託した。

10 自然科学分野に係る木製品の樹種同定は、株式会社パリノ・サーヴェイに委託した。

11 遺物・遺構図の各種図版作成・編集に関しては、株式会社セビアスに委託してDTPソフトにより実施し、デジ

タルデータから直接印刷した。

12 出土木簡及び墨書土器については、国立歴史民俗博物館の平川南氏、新潟大学の小林昌二氏、相沢央氏に釈読・

助言を頂き、第Ⅶ章2C「第2号木簡について」の玉稿を頂いた。

13 本書の執筆は霜鳥正道（埋文事業団主任調査員）、高橋　保（同　国土交通省担当課長代理）、加藤義孝（同　主

任調査員）、池田岳康（同　主任調査員）、本間克成（同　主任調査員）、飯坂盛泰（同　主任調査員）、石田守之

（同　嘱託員）がこれにあたり、編集は飯坂、加藤、霜鳥、高橋が担当した。執筆分担は以下のとおりである。

霜鳥：第Ⅰ章、第Ⅱ章1、第Ⅱ章3、第Ⅲ章、第Ⅳ章1・2 高橋：第Ⅴ章　加藤：第Ⅲ章2B 池田：第Ⅳ章3

本間：第Ⅱ章2、第Ⅳ章3 飯坂：第Ⅱ章3、第Ⅳ章3、第Ⅶ章1・2A・2B・3 石田：第Ⅳ章3

14 発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方々および機関から多くの御教示・御協力を賜った。ここに記して

厚くお礼申し上げる。（敬称略　五十音順）

相沢　央　　金子拓男　　小林昌二　　坂井秀弥　　鈴木郁夫　　胎内川沿岸土地改良区　　高濱信行

中条町教育委員会　　新潟県新発田土木事務所　　平川　南　　松村恵司　　水澤幸一　　山田昌久
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図版39 遺構出土木製品（5）（SB14、SB15、SB16、P642、P659、P670、P717）

図版40 遺構出土木製品（6）（SB16、SA2～6、P237、P242、P368、P414、P503、P583、P584、P610）

図版41 遺構出土木製品（7）（P718、P719、P825、P44、P226、P228、P244、P271、P743、P746、SD41、

SD207、SD221、SD264）

図版42 遺構出土木製品（8）（SD264、SD265）

図版43 遺構出土木製品（9）（SD265、SD268）

図版44 遺構出土木製品（10）（SD265、SD267、SD313）

図版45 遺構出土木製品（11）（SD313、SD365、SD386、SD416、SD422、SD442、SD678、SD757、SD808、

SD1009）

図版46 遺構出土木製品（12）（SD808、SD1009、SD851）

図版47 遺構出土木製品（13）（SD808、SD1009）

図版48 遺構出土木製品（14）（SD851、SD1010、SD1073、SK241、SK531、SX410、包含層）

図版49 包含層出土木製品（1）

図版50 包含層出土木製品（2）

図版51 包含層出土木製品（3）・木簡

［写真図版］

図版52 蔵ノ坪遺跡遠景、蔵ノ坪全景

図版53 Ⅱ区全景、SB2・7～9周辺

図版54 SD265周辺、Ⅳ区全景

図版55 Ⅵ区全景、SB15・16と畝状遺構

図版56 SB1、SB1A・1B柱穴（P18とP37）、SB1A・1B柱穴（P74・P75）、SB1A柱穴（P5）、SB1A柱穴

（P2）、SB1B柱穴（P20）、SD40、SD41、SD66、Ⅲ区出土ミニ横瓶

図版57 SB2、SB2柱穴（P406）、SB2柱穴（P238）、SB2柱穴（P238）、SB2柱穴（P244）、SB2柱穴（P500）、

SB2柱穴（P719）、SD221

図版58 SK223、SK225、SB3・SB12、SB3（P379）、SB3柱穴（P382）、SB3柱材（P585）、SB3柱穴（P586）、

SB3柱穴（P587）

図版59 SB12柱穴（P367）、SB12柱穴（P552）、SD365、SD386、SD563、SD564、SB4柱穴（P667）、SB4

（P670）

図版60 SB5、SB5柱穴（P680）、SB5柱穴（P652）、SD313、SB6、SB6柱穴（P339）、SB7・8・9、SB7柱

穴（P748）、SB8柱穴（P743）・SA7柱穴（P743）

図版61 SB8柱穴（P208）、SB8（P430）、SB8柱穴（P476）、SB8柱穴（P477）、SB8柱穴（P479）、SD416・

SD751、SD422

図版62 SB10柱穴（P299）、SB11柱穴（P503）、SB11柱穴（P582）、SB11柱穴（P583）、SB11柱穴（P584）、



SB13、SB13柱穴（P527）、SB13柱穴（P528）、SB13柱穴（P536）、SB13柱穴（P537）

図版63 SB13柱穴（P538）、SB13柱穴（P539）、SB13柱穴（P545）、SB14、SB14柱穴（P636）、SB14柱穴

（P637）、SB14柱穴（P638）、SB14柱穴（P639）、SB14柱穴（P640）

図版64 SB14柱穴（P811）、SB14柱穴（P816）、SB14柱材、SB15・16、SB15柱穴（P1016）、SB15柱穴

（P1021）、SB15柱穴（P1024）、SB15柱穴（P1026）、SB15柱穴（P1093）、SD1019

図版65 SB16柱穴（P1022）、SB16柱穴（P1027）、SB16柱穴（P1087）、SB16柱穴（P1088）、SB16柱穴

（P1090）、SD1060、SD1073、SD808、SD808横瓶出土状況

図版66 SD808、SD808木製品出土状況、SD808甕出土状況、SD650、SD801、SD650・SD801

図版67 SD812、畝状遺構、SD808、SD1044、SD1059、SD1071、SD265、SD265習書木簡

図版68 SD265曲物、SD265墨書土器、SD265入子状態で出土した土器、水没したSD265、SD265内SA5、

SD265内SA5の杭、SR3側溝（SD335）、SR3側溝（SD331）、SD366、SR1

図版69 SR1、SR1側溝（SD207）、SR1側溝（SD222）、SR2、SD470・SD735、SR2側溝（SD493）、SD445、

SD678、SX410、SD1001・SD1002

図版70 SK241、SK266、SK267、SK530、SX351、SX822、SD808堰状遺構、Ⅰ区調査区、遺物出土状況、

P369遺物出土状況

図版71 土器（1）

図版72 土器（2）

図版73 土器（3）

図版74 土器（4）

図版75 土器（5）

図版76 土器（6）

図版77 土器（7）

図版78 土器（8）

図版79 土器（9）

図版80 土器（10）・石製品・その他

図版81 木製品（1）

図版82 木製品（2）

図版83 木製品（3）

図版84 木製品（4）

図版85 木製品（5）

図版86 木製品（6）

図版87 木製品（7）

図版88 木製品（8）



第Ⅰ章　序　　　説

1 調査に至る経緯

一般国道7号は、新潟市から青森市に至る全長474.2kmの東北地方を縦断する日本海側の主要幹線道

路である。新潟県内においては、新潟市から村上市間の諸都市相互の交流を支える主要幹線道路であると

同時に、地域の生活道路としても重要な役割を果たしている。

このうち、中条町・黒川村地内において沿道周辺の市街化が急激に進み、交通量の増加に伴って交通事

故が多発するとともに、幅員も狭く安全性の確保が困難となってきた。これらの問題を解決するために、

北蒲原郡中条町から岩船郡荒川町まで全長14.2kmの中条黒川バイパスが建設された。さらに、日本海東

北自動車道の延長に伴い中条インターへのアクセス道路の建設が計画された。これに伴い、中条黒川バイ

パスの交通量はさらに増加することが予想されることから、中条地区の道路の拡幅も計画された。

県教委は建設省北陸地方建設局（以下、北陸地建と略す）の依頼を受けて平成9年度に法線内の分布調

査を行い、この区間に埋蔵文化財包蔵地存在の可能性があり、一次調査が必要な旨を北陸地建に通知して

いる。これに基づき県教委は平成11年9月から12月まで断続的に一次調査を行い、相当量の遺物が包

蔵されていることを確認した。この結果、7,240㎡の二次調査が必要である旨を北陸地建に通知し、調査

工程の協議を重ねた。中条黒川バイパスの工事工程や調査を実際に行う埋文事業団の体制を考慮した結果、

平成12年度より二次調査を行うこととなった。また、未移転の宅地が法線内にあることから、平成13

年度にその宅地部分を調査することとした。

2 調査と整理体制

A 調　査　体　制

発掘調査は一次調査を平成11年度に行い、平成12年度と平成13年度に二次調査を実施した。

［一次調査］

調査期間　　平成11年9月6日、9日、9月28日～10月1日、10月7日、

11月22日、24日～26日、12月3日

調査主体　　新潟県教育委員会（教育長　野本　憲雄）

調　　査　　財団法人　新潟県埋蔵文化財調査事業団

総　　括　　須田　益輝（事務局長）

管　　理　　若槻　勝則（総務課長）

庶　　務　　椎谷　久雄（総務課主任）

調査総括　　本間　信昭（調査課長）

調査指導　　高橋　　保（調査課調査第二係長）

調査担当　　鈴木　俊成（調査課主査）

調査職員　　石田　守之（ 同　嘱託員） 山下　　健（ 同　嘱託員）
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［二次調査　平成12年度］

調査主体　　新潟県教育委員会（教育長　野本　憲雄）

調　　査　　財団法人　新潟県埋蔵文化財調査事業団

総　　括　　須田　益輝（事務局長）

管　　理　　長谷川司郎（総務課長）

庶　　務　　椎谷　久雄（総務課主任）

調査総括　　戸根与八郎（調査課長）

調査指導　　高橋　　保（調査課建設省・農地担当課長代理）

調査担当　　霜鳥　正道（調査課主任調査員）

調査職員　　池田　岳康（ 同　主任調査員）

本間　克成（ 同　主任調査員）

飯坂　盛泰（ 同　主任調査員）

石田　守之（ 同　嘱託員）

［二次調査　平成13年度］

調査主体　　新潟県教育委員会（教育長　板屋越麟一）

調　　査　　財団法人　新潟県埋蔵文化財調査事業団

総　　括　　須田　益輝（事務局長）

管　　理　　長谷川司郎（総務課長）

庶　　務　　椎谷　久雄（総務課主任）

調査総括　　岡本　郁栄（調査課長）

調査指導　　高橋　　保（調査課国土交通省担当課長代理）

調査担当　　飯坂　盛泰（調査課主任調査員）

調査職員　　加藤　義孝（ 同　主任調査員）

石田　守之（ 同　嘱託員）（平成13年7月まで）

B 整　理　体　制

出土遺物の水洗・注記作業は、調査現場で発掘調査と並行して実施した。本格的な整理作業は平成12

年12月～平成13年3月及び平成13年7月～平成14年3月に、埋文事業団で行った。遺物の接合・復

元・実測・トレースなどの作業は整理嘱託員が行った。

［平成12年度］

整理主体、総括、管理、庶務、整理総括、整理指導、担当、職員は平成12年度調査体制と同じ。

作　　業　　田口　和子　　田辺恵美子（以上、嘱託員）

［平成13年度］

整理主体、総括、管理、庶務、整理総括、整理指導、担当、職員は平成13年度調査体制と同じ。

作　　業　　高野智恵子　　田口　和子　　東條シゲ子　　柳谷　栄子　　渡辺　和子（以上、嘱託員）

2 調査と整理体制
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第Ⅱ章　遺跡の位置と環境

1 遺 跡 の 位 置

蔵ノ坪遺跡の所在する中条町は、町の中央部を流れて日本海に注ぐ胎内川により形成された扇状地上に

発達した町である。町域の東は櫛形山脈の尾根上で黒川村、北は岩船郡荒川町、南は紫雲寺町、加治川村

に、西は日本海に接する。人口は27,968人（平成13年3月現在）、面積は84.58km2でその内農地が

43％を占め農業を主産業としている。町の中心部はJR羽越線、国道7号が南北にはしる。中条町は中世

の奥山荘城館遺跡の中心地であるなど歴史的な町でもある。

蔵ノ坪遺跡は北蒲原郡中条町大字船戸字蔵ノ坪に所在する。立地は扇状地扇端部上で、東側は櫛形山脈

から分岐して延びる尾根が迫り、南西側は江戸時代に干拓されるまで紫雲寺潟（塩津潟）が広がっていた

ところで現在は水田地帯である。遺跡の北側にはその潟が位置していた方向へ舟戸川が北東から南西に向

かって流れている。標高は調査区の南東端が最も高く10.5m、北西端で10.0mを測り、現況は水田と宅

地である。遺跡名は所在地の字名「蔵ノ坪」から名づけられた。大字の船戸は紫雲寺潟に注ぐ河口で、舟

運の拠点であったことに起因するという説がある［小村ほか1989］。乙宝寺まで北へ約10km、中条町の

中心街まで約2kmのところに位置する。

2 地 理 的 環 境

A 越後平野の地形概観

蔵ノ坪遺跡は、越後平野北東部、櫛形山脈西縁の扇状地上に位置する。越後平野は、我が国でも第四紀
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第1図　遺跡付近の地形 ［中条町1/10,000 を縮小］



褶曲運動が最も活発なところとして知られており、地形の主な分布はこの運動によって規定されている。

越後平野周辺の地形は、褶曲運動による北北東－南南西に雁行配列する山地・丘陵列が最も顕著であり、

新第三紀以降の向斜構造の中を信濃川が流れている。それに対して、阿賀野川、胎内川、荒川などの河川

は、それらの主方向と直交するように先行谷を形成しつつ越後平野に流入している。このような褶曲運動

は現在も継続しており、沈降速度は平野中央部に位置する白根付近で4～5mm／y.、東縁および西縁の

丘陵の近いところでも1～2mm／y と見積もられている。そのため、白根付近の完新統の厚さは、約

140mにも達すると言われている。

越後平野は濃尾平野とともに日本最大の沖積低地の一つであり、面積は約2,000km2に達する。越後平

野の地形の大きな特徴の一つは、海岸部に砂丘をのせた砂堆列が著しく発達していることである。もう一

つは、更新世に形成された段丘地形の発達が悪く、平野の大半が完新世に形成された標高の低い平坦な沖

積平野からなっていることである。さらに、平野北東部では河川が山麓に扇状地を形成しているが、荒川

と胎内川では扇状地が海に接し、三角州をもっていないなどの特徴がある。

新潟砂丘は日本でも最大級の規模で、海岸線に沿って角田山麓から三面川河口まで約70kmに達して

いる。場所によっては、海岸線から内陸へ10kmに及ぶ砂丘・砂堆列を構成しており、北東端と南西端

ではより新しい砂丘が古い砂丘を覆い、一列の砂丘列となっている。一般に内陸部の砂丘・砂堆ほど連続

性が悪いが、これについては沈降運動によって沖積面下に沈んでいるためと考えられている。町田・荒巻

2 地 理 的 環 境
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第2図　胎内川・荒川下流における旧流路・低湿地（鈴木（未刊行）を一部改変して使用）



は、阿賀野川右岸に発達する砂丘・砂堆の地形調査および堆積物の分析から、これらの地形を海抜15～

20mの高度をもつ不規則な表面と、7m内外の比較的平滑な表面とに分類した［町田・荒巻1965］。そ

して、前者は主として風成の海岸砂丘、後者は主として沿岸流や波の作用によって生じた水成の砂堆の表

面であると解釈している。したがって、新潟砂丘と呼ばれているものの「砂丘」と呼ぶにふさわしいのは

2～3列であるが、一般的に「砂堆」も含めて新潟砂丘と呼んでいる場合が多い。新潟古砂丘グループは、

砂丘表面の腐植層、砂丘砂の風化度、および地形的特徴から、新砂丘Ⅰ（I－1、I－2、I－3、I－4）、新砂

丘Ⅱ（Ⅱ－1、Ⅱ－2、Ⅱ－3、Ⅱ－4）、新砂丘Ⅲ（Ⅲ－1、Ⅲ－2）の3つの砂丘列群に区分した［新潟古砂

丘グループ1974］。そして、それらの形成時期をおもに遺跡の立地状況から、それぞれ縄文時代中期以

前（新砂丘I－1は縄文時代前期末葉以前）、古墳時代以前、室町時代以降とした。それに対してMoriwaki

は、考古遺跡・遺物、およびC14年代値を基に検討し、新砂丘Ⅰを縄文時代前期（約6,000～5,000年

前）、新砂丘Ⅱを縄文時代後期（約4,000～3,000年前）、新砂丘Ⅲを縄文時代晩期以降（約2,500年前

以降）に形成されたとしている［Moriwaki1982］。さらに大平は、ボーリング資料の解析、珪藻分析、

C14年代測定結果を基に検討し、砂丘列の基礎となる浜堤列の形成期として、新砂丘I－1は縄文時代前期

以前、新砂丘I－2、I－3、I－4は縄文時代前期以降中期以前、新砂丘Ⅱは縄文時代中期以降晩期以前、新

砂丘Ⅲは縄文時代晩期以降の形成であると推定している［大平1992］。

砂丘・砂堆列の背後は、標高5m以下の沖積平野が広い面積を占めている。信濃川流域を例にとれば、

沖積平野が始まる長岡市南部付近の標高は約40mに過ぎず、日本では珍しい緩やかな河床勾配をもって

いる。このことは、平野の形成において信濃川などがひんぱんに河道変遷を繰り返してきたことを意味し

ている。また、平野内部には鎧潟、大潟、紫雲寺潟をはじめ多くの潟湖が存在していたが、干拓されて現

在では福島潟と鳥屋野潟のごく一部が残存するのみである。福島潟と旧紫雲寺潟の沿岸部には、浜堤と考

えられるような微高地が存在しており、過去の潟湖の規模を推定することができる。

平野北東部では、模式的な扇状地が形成されている。特に胎内川の下流域は、新潟県でも最大規模の扇

状地の一つに数えられている。胎内川扇状地は扇頂高度70m、半径6.6km、平均勾配8.3／1,000の明瞭

な扇状地を形成している。扇状地面は右岸が広く、左岸が狭い。また、旧河道が扇頂を中心に放射線状に

分布している（第2図）。これは、現在の支流や用水路もそうであるように、かつての胎内川が扇頂を中

心に、北は荒川から南は旧紫雲寺潟方面に向けて、多方向に流れていたことを示している。堆積層は河水

を浸透、伏流させ、渇水期には胎内川を水無川に近いものにする。扇状地と砂丘との間は、扇端からの湧

水によって湿地化している所がある。また、扇状地末端と砂丘との間には、幅約400mの間を旧河道が

乙大日川に沿って荒川に向かっている。これは、かつて胎内川が砂丘にさえぎられ、荒川に注いでいたこ

とを示している。胎内川は1888年に砂丘を開削され、現河口で直接日本海に注がれるようになった。

B 越後平野の地形発達

臨海部における沖積低地は、顕著な海水準変動の影響を強く受けて発達してきた。越後平野も例外では

なく、山地からの岩屑の供給と海水準上昇とが密接に関わり、大きな湾入を浅海化し、ついには陸化させ

たと考えられている。ここでは、越後平野の形成に大きく関わる完新世以降に絞って記述する。

1）縄文時代の中頃までの越後平野

最終氷期最盛期（約2万年前）以降、気候の温暖化に伴い海水準は若干の停滞期をはさみながら、最高
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海水準に達する約6,000年前（縄文時代前期）

頃まで急速に上昇を続ける。特に 8,000 ～

6,500年前（縄文時代早期中葉～末葉）頃は海

面の上昇速度がきわめて速く、年間 1.5 ～

2cmにも達する。その結果、沖積低地の臨海

地域の多くは水没し、広大な内湾や溺れ谷が形

成された。この頃の海水準上昇を「縄文海進」

と呼んでいる。

越後平野の形成においては、海水準変動とと

もに前節で述べたような平野の沈降も考慮する

必要がある。鈴木は、角田山麓にある隆起海食

洞が＋4.5mに位置し、これが約6,000年前の

最高海水準期に対応すると推定している［鈴木

1989］。さらに、越後平野の沈降量を考慮す

ると、現在の標高約10mが約6,000年前の海

岸線あるいは湖岸線にあたると考えている。さらに大平は、約6,000年前には海岸部に砂州が存在し、

背後には複数の潮流口（一つは加治川分水付近に存在）を通じて海水が潟湖に流入していたと推定し、古

地理図を描いている［大平1992］（第3図）。これによると、砂州内側の潟湖の範囲は白根を中心とする

信濃川下流域だけでなく、福島潟を経て旧紫雲寺潟に至る地域まで拡大し、内陸側は水原、新発田付近ま

で及んでいたと考えている。この時期に形成された砂州が、新砂丘I－1へと成長していく。

2）縄文時代中期の頃の越後平野

縄文海進以降の5,000～4,000年前（縄文時代中期）頃には若干の海水準低下が認められ、これを

「縄文中期の小海退」と呼んでいる。海水準低下に伴い潟湖は閉塞的な環境となり、湖水の淡水化が進ん

だと推測される。さらに、上流からの急速な土砂供給に伴って潟湖の埋積が進んだ。大小河川は、潟湖や

氾濫原の中を蛇行しながら日本海に流れ出ていた。海へ押し出された多量の土砂は、沿岸部で押し流され

て砂州や浜堤を形成し、新砂丘I－2、I－3、I－4へと成長していった。なお、縄文中期の小海退は、山地

における岩屑生産期と時代的に対応している［鈴木1989］。また、縄文時代前期および中期以降の遺物

が新砂丘Ⅰから発見され、砂丘・砂堆上も人々の生活の舞台となり始めた。

3）縄文時代晩期から弥生時代の頃の越後平野

3,000～2,000年前（縄文時代晩期～弥生時代中葉）頃には、若干の海水準低下が認められ、これを

「弥生の小海退」と呼んでいる。この頃には、新砂丘Ⅰより海側に発達したいく列もの砂州や浜堤が、新

砂丘Ⅱへと成長しつつ、新砂丘Ⅲの形成へとつながっていった。茂木は、新潟東港の地下－8mから産出

した2,340±125年前の流木と考えられる埋没樹が、旧汀線付近に堆積したものと考えている［茂木

1980］。このことから、2,400～2,300年前までに砂堆列は、ほぼ現海岸線付近まで発達したと推測され

る。砂丘・砂堆の発達により、その背後にある潟湖は閉塞化が進んだと考えられる。さらに、海水準低下

に伴い潟湖の湿原化が進み、地下には連続性の良い泥炭層を堆積した。

2 地 理 的 環 境
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第3図　約6,000年前の越後平野北東部の古地理

（［大平1992］を一部改変して使用）



4）古代以降の越後平野

1,200～1,000年前（古代）頃には若干の海

水準上昇、400～200年前（近世）頃には若

干の海水準低下があったことが、いくつかの地

域で認められている。しかし、新潟砂丘列の形

成年代から、越後平野における古代以降の海岸

線は現在とほぼ同じ位置にあり、新砂丘Ⅲの成

長が続いた。砂丘の内側では、扇状地・自然堤

防以外は潟湖や湿地が多数存在し、後背湿地的

な環境で地形変化が激しかった。つまり、この

頃においても、越後平野はまだ完全に埋積され

てはいなかった。それは、その後の江戸時代に

作成された越後国正保絵図に、多数の潟湖やそ

れを結ぶ複雑な河川流路が描かれていることか

ら推測できる。また、明治44年測量の地形図

にも多数の湖沼が描かれており、潟をもつ地名

が平野全面に渡って分布している。1947～

48年に米軍が撮影した空中写真を判読してみ

ても、きわめて新しい時代まで湖沼が存在したと推定できる。このことから、古代以降の越後平野は、一

時的に陸化したとしても河川の氾濫、流路変遷により、湖沼化することが再三繰り返されたものと思われ

る。

C 古代越後平野の内水面交通

現在、越後平野の海岸には多くの河口があるが、信濃川と荒川を除くといずれも人工的に開削された放

水路である。阿賀野川は1731年に、紫雲寺潟を干拓するための落堀川は1733年に、胎内川は1888年

に、加治川は1913年に開削されている。開削以前の信濃川と阿賀野川は、その河口付近で一時的に離れ

ることもあったが、基本的には合流していた。加治川は阿賀野川に合流し、一方、旧紫雲寺潟を経て胎内

川にも連絡していた。さらに、胎内川は荒川と合流していた（第4図）。このように、砂丘の内側の広大

な沖積地には、湖沼や湿地などの滞水面と網の目のように流れていた大小河川の流路とその氾濫原が広く

占めていた。そして、それらは互いにつながりあい、一つの大きな水路となる内水面が形成されていた。

当時においては、この内水面を利用した水上交通が発達していたと考えられる。坂井は、古代越後平野の

内水面交通の特徴と意義について以下のように述べている［坂井1996］。

『いちじるしく内水面が発達した地形環境では、当然のこととして陸上交通よりも水上交通が発達し、

水路が平野内部に網の目のようにはりめぐらされていたと推測される。内水面交通は海上交通と比較して、

転覆などの危険が少なく、操船技術も容易であり、使う舟の構造・装備、港の設備も比較的軽易なもので

あったと考えられる。また河川の勾配が小さい平野部では下りだけでなく、上りにも好都合な面をもって

いる。物資の輸送においてはとくに舟運は有利である。（中略）日本海とこの広大な内水面は、河口を結
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節点として、ひとつのネットワークで結ばれているのである。日本海から信濃川の河口に入れば、越後の

三分の二以上の範囲に到達することが可能である。その範囲は古代の郡域でいえば、沼垂・蒲原・古志・

魚沼の四郡にあたる。そしてさらには国境をこえて信濃・会津にまで到達することが可能である。逆に河

口は広大な地域から物資を集め、日本海へ搬出する地点ともなる。』

D 古代越後平野の地理的環境

以上1～3節をもとに、蔵ノ坪遺跡が存在した古代越後平野の地理的環境を類推すると次のようになる。

砂丘・砂堆列はほぼ現海岸線付近まで発達し、新砂丘Ⅲも形成されていた。砂丘の内側の低地は埋積が

進んだものの、まだ完全に陸化はしていなかった。そこには、信濃川・阿賀野川をはじめ、加治川・胎内

川・荒川などの大小河川が蛇行しながら流れていた。そして、海に流れ出す河口が少なかったこともあり、

砂丘にさえぎられた行き場のない水があちこちで溢れ、大小無数の潟湖や葦沼などの低湿地が広がってい

た。それらの河川や湖沼は互いにつながり、越後平野の砂丘列の内側には、広大な水路となる内水面が発

達していた。さらに、当時は若干の海水準上昇期にあたり、内水面の水量も豊富であったと推測され、内

水面交通が発達する条件は整っていたと考えられる。

蔵ノ坪遺跡周辺では、今回発掘された古代河川の流路方向や規模から、現在加治川村小国谷方面から流

れ出ている河川が、古代においては遺跡中央を流れていたと考えられる。さらに、その河川は胎内川扇状

地を下り、江戸時代の越後国正保絵図で胎内川の支流が塩津潟（紫雲寺潟）へ合流しているように、砂丘

の内側に滞水している広大な内水面につながっていたと考えられる。蔵ノ坪遺跡は、このように結ばれた

内水面を利用し、古代越後の各地を結ぶ大きなネットワークの一つとして立地していたと推測される。

3 歴 史 的 環 境

A 古代の沼垂郡

沼 垂 郡 平安時代中期頃に編纂された『延喜式』には、越後国にある郡は頸城・古志・三嶋・魚

沼・蒲原・沼垂・石船の6郡が記されている。その中で遺跡のある中条町は、北は黒川一帯に郡域が考え

られている沼垂郡に属していた。沼垂郡は、蝦夷政策に対する基地として大化3年（647年）に渟足柵が

設置されていた地域で、柵は和島村八幡林官衙遺跡から出土した木簡から8世紀前葉には「沼垂城」とし

て機能していたことが明らかになっている。10世紀に成立した『和名類聚抄』によると沼垂郡には足羽、

沼垂、賀地の3郷が記されている。足羽郷は中条町～黒川村付近、沼垂郷は古代の阿賀野川河口付近、賀

地郷は加治川中流域の新発田市～加治川村付近と推定されている。

交　　通 古代の交通体系は官道が整備され、30里ごとに駅家が設置されていた。越後国は北陸道

に属し、八幡林官衙遺跡出土の「大家驛」の墨書土器や柏崎市箕輪遺跡出土の「駅家村」と記された木簡

［相沢ほか2000］は北陸道が整備されていたことの証である。その北陸道は古志郡の八幡林官衙遺跡を過

ぎた後、海を渡り佐渡に向かうとされている。古志より北にある蒲原、沼垂の地域の交通体系は、坂井氏

により信濃川、阿賀野川の大河川とその多くの支流、無数の潟湖をとおしての内水面の水上交通が著しく

発達していたと考えられている［坂井1996］。蔵ノ坪遺跡は沼垂郡北域に位置し、上述した坂井氏が想

定するように内陸部の河川を通じて、信濃川付近に設置したと思われる蒲原津、さらに古志、国府のある

頸城へと結ばれていたと思われる。

3 歴 史 的 環 境
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第5図　遺跡の位置と周辺の遺跡

№ 遺跡名 時　代 № 遺跡名 時　代 № 遺跡名 時　代
1 上相子遺跡 平安 23 真中中割B遺跡 奈良・平安 45 船戸川崎遺跡 奈良・平安
2 地蔵堂遺跡 平安 24 青田遺跡 縄文 46 福田遺跡 古墳・中世
3 乙宝寺遺跡 平安・中世 25 尖山遺跡 縄文・奈良・平安 47 大野A遺跡 平安
4 城山遺跡 平安 26 粒山遺跡 奈良・平安 48 大野B遺跡 平安
5 富岡遺跡 縄文・古墳・平安 27 長者館北境遺跡 奈良・平安 49 下坂町遺跡 平安
6 大坪遺跡 奈良・平安・中世 28 薬師山遺跡 奈良～中世 50 船戸桜田遺跡 平安
7 寺前遺跡 平安 29 銭島遺跡 奈良・平安 51 野中土手付遺跡 古墳・平安
8 家ノ浦遺跡 平安・中世 30 小川遺跡 奈良・平安 52 二軒茶屋遺跡 縄文・平安
9 松山窯跡 平安 31 庚山遺跡 奈良・平安 53 高伝坂遺跡 平安・中世
10 竹の花遺跡 平安・中世 32 小島遺跡 奈良～中世 54 蟹澤北遺跡 平安
11 くね廻り遺跡 平安・中世 33 王子山遺跡 縄文・弥生・古代・中世 55 升川遺跡 弥生・奈良・中世
12 西裏遺跡 平安 34 白山島遺跡 縄文・奈良・平安 56 大桜峠遺跡 平安・中世
13 裏山遺跡 平安・中世 35 山草荷Ⅲ遺跡 弥生・奈良・平安 57 家の下遺跡 縄文・平安
14 下原遺跡 奈良・平安 36 下二ッ山遺跡 奈良・平安 58 宮ノ下遺跡 平安
15 築地原遺跡 平安 37 二ッ山遺跡 奈良・平安 59 貝屋D遺跡 平安
16 中倉遺跡 平安 38 中曽根遺跡 奈良・平安 60 貝屋A遺跡 縄文
17 一の割遺跡 弥生・古墳・平安 39 下名倉遺跡 奈良～中世 61 貝屋C遺跡 平安・中世
18 宮川遺跡 奈良・平安 40 野付遺跡 古墳～中世 62 貝屋B遺跡 縄文・中世
19 四ツ持遺跡 奈良・平安 41 天野遺跡 古墳～中世 63 下小中山窯跡 平安
20 兵衛遺跡 奈良・平安 42 屋敷遺跡 平安 64 下小中山遺跡 平安
21 葉塚山遺跡 平安 43 段袋遺跡 奈良・平安 65 八幡社遺跡 平安
22 真中中割A遺跡 奈良・平安 44 大塚遺跡 古墳・平安・中世 66 蔵ノ坪遺跡 奈良・平安



B 周 辺 の 遺 跡

蔵ノ坪遺跡周辺の古代の遺跡は、砂丘列内端と潟端と櫛形山脈丘陵部に古代の遺跡が分布する。砂丘列

内端、潟端には集落遺跡が点在し、櫛形山脈丘陵部には須恵器窯があり、製鉄遺跡も確認できる。紫雲寺

潟の形成は、青田遺跡（24）［高濱・卜部2002］の調査結果から平安時代以降と考えられ、潟東端およ

び南端に点在する遺跡は実際には潟端に立地しているのではなく、後に潟が形成される方に流れていた小

河川が形成した微高地上に営まれたと思われる。

集　　落 潟東端には、蔵ノ坪遺跡から西方400mに船戸桜田遺跡（50）、さらに2km先に船戸川

崎遺跡（45）が存在する。船戸桜田遺跡は8世紀末葉から9世紀代の遺跡で、川跡の岸に建物、畝状遺

構が検出されている［水澤ほか2001］。川跡から人面墨書土器や「麻續部宿奈万呂」と人名が記された木

簡が出土している。類似した遺構、同時期の遺物が出土しており蔵ノ坪遺跡で検出した川跡の下流部に位

置する遺跡と考えられる。船戸川崎遺跡は2次から4次まで調査が行われている［水澤1999］。2次調査

では川跡から人形、封緘木簡などが出土し、4次調査では「土師船守」の文字が認められる木簡が出土し

ている。この遺跡も川跡に沿って位置し、「船守」の文字から水運と関係の深い遺跡である。野中土手付

遺跡（51）は潟南端に存在する［飯坂1999］。古墳時代前期から集落が形成され、古墳後期、平安と断

続的に営まれている。平安時代には川跡の岸に建物、井戸、畝状遺構が検出されている。中倉遺跡（16）

は砂丘列の内端に位置し、検出された川跡には土器・木製品が大量廃棄されていた［水澤ほか1999］。

須恵器窯 窯跡は櫛形山脈の西麓の支谷に分布する。蔵ノ坪遺跡から南東約1kmに貝屋窯（59）

［川上1982］、貝屋窯からさらに南方1kmに下小中山窯（63）［戸根1973］が点在する。貝屋窯は8世

紀後葉から9世紀前葉、下小中山窯は8世紀前葉の年代が考えられている。黒川村にある松山窯は沼垂郡

域北端に位置し、9世紀前葉から9世紀中葉に位置づけられている［伊東1998］。松山窯から北方

2.3kmの同じ丘陵部に元山窯が存在するが、岩船郡域に入る。

製鉄遺跡 蔵ノ坪遺跡から南方400mの丘陵端部に蟹澤北遺跡（54）があり製鉄関連遺跡と考えら

れている。

以上の遺跡周辺を概観すると、蔵ノ坪遺跡と同時期の8世紀後半から9世紀代の遺跡が多く存在する。

須恵器窯や製鉄遺跡が近くの丘陵に存在することから、一帯は各種生産体制が整備されていた地域とする

ことができよう。

3 歴 史 的 環 境
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第Ⅲ章　調 査 の 概 要

1 一　次　調　査

一次調査は平成11年9月6日・9日、9月28日～10月1日、10月7日、11月22日、11月24日～

26日、12月3日と断続的に延べ12日間にわたって県教委が主体となり、埋文事業団が実施した。対象

地9,340㎡に32本のトレンチ（218㎡）を設け、調査を行った。

A 調　査　方　法

調査対象地の任意の位置に試掘トレンチを設定した。作業はまず、人力で包含層および相当層からの出

土遺物の有無などの基本資料を得る調査を実施した。その後、包含層以外は重機（バックホー）を使用し

て徐々に掘り下げた。包含層および相当層は人力で掘り下げ、重機を補助的に使用した。出土した遺物は

層位と大まかな位置を記録して取り上げ、遺構については検出位置を略測した。

B 調　査　結　果

2・3・7・8・9・13・22・25・26・28・29・32トレンチで、現水田面から70～80cmの地

点で平安時代の土師器と須恵器が出土した。特に3・7・8・9トレンチでは100点以上の遺物が出土し

た。遺物の出土層位は部分的に複数層存在するが、時期差は明瞭でない。3・7・8・9・22・24・

26・32トレンチで遺構が検出された。遺構確認面はほとんど同一層であるが26トレンチでは層位が異

なっている。層序については洪水堆積物と考えられる土壌が幾度も堆積し、調査範囲内での高低や削平、

11
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旧河川跡による層の分断により、各トレンチ間の対比が困難な場合も存在した。

二次調査は多量の遺物が検出された3・7・8・9トレンチを中心に7,240㎡とした。

2 二　次　調　査

A 調　査　方　法

グリッドの設定（第7図） 一次調査の結果、層序を的確に判断するために、できるだけ調査対象地の

中心をほぼ一直線で結べるグリッドの主軸を考えた。調査範囲が道路の拡幅工事のため狭く、カーブを描

いているために国家座標を基にグリッドを設置することが困難であった。そこで、調査範囲の中心を通る

ように主軸を考えてグリッドを設定した。グリッドの起点として国道沿いにあるT6のベンチマークを基

準に主軸の方向を326°12′20.5″とした。なお、T6の座標値はX：225789.335 Y：78423.562

である。グリッドは大小の2種類あり、大グリッドは10m四方を単位とし、小グリッドは大グリッドを

2m四方に25等分したものである。グリッド杭の呼称は北西から南東へをアルファベットの大文字、南

西から北東へを算用数字とし、両者の組み合わせで「1A」などと表した。大グリッドの呼称は各グリッ

ドの南西杭の呼称を用いた。小グリッドは各大グリッドの南西隅を起点に1～25までの番号を付し、

「1A15」などと表した。また、調査区を便宜上ⅠからⅥ区に分けて呼称した（図版1参照）。このうち、

ⅠからⅣ区を平成12年度に、Ⅴ・Ⅵ区を平成13年度に調査を実施した。

排水方法 遺跡が沖積地に立地し発掘地点およびその周辺は水田であったため掘り下げると地下水の

涌出が予想されため、Ⅰ区およびⅡ区それぞれの周囲に暗渠を巡らせた。暗渠は幅約45cm深さ約2mの

溝を重機で掘削し、砕石のみで充填する方法で敷設した。それぞれの調査区で集水桝を6基設置し、排水

ポンプで常時強制排水を行った。ポンプの電源は調査区内に架設した電線から引いた。集水桝の排水ポン

プのほかにも大小のポンプを常備し、必要に応じて局所的な排水を行った。Ⅲ区、ⅣからⅥ区については

2 二　次　調　査
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調査範囲も狭く、短期間で終了しなければならないため開渠を設置し、排水ポンプで常時強制排水を行い

つつ調査を行った。

表土除去と包含層掘削 表土除去は一次調査の調査結果を参考に重機で遺物包含層直上まで行った。包

含層掘削は基本層序を確認した上でジョレン、移植ゴテにより人力で行った。遺物出土量の少ないⅠ区、

Ⅲ区およびⅣ区については包含層掘削を一部重機によって行ったが、遺物の出土を確認した時点で重機に

よる掘削から人力による掘削とした。各区の遺構検出面の状況がそれぞれ異なっているため、出土遺物の

検討およびメインセクションでの層位の検討を随時行いながら調査に当たった。

記録の方法 遺物は、包含層出土のものは層位別に小グリッド単位で取り上げた。遺構出土のものは

遺構単位で、遺構の層位ごとに取り上げた。その際、必要に応じて出土状況の図面を作成した。図面作成

は、平面図、断面図、エレベーション図は1／20の図面を基本とし、出土状況等は必要に応じて1／10

の図面にした。写真撮影は、平成12年の調査では35mmのカラーリバーサルフィルムと6×7版のモノ

クロフィルムを使用し、平成13年の調査では35mmのカラーリバーサルフィルムのみを使用した。遺跡

全体写真は業者に委託し、ラジコンヘリによる航空写真とした。

B 調　査　経　過

平成12年度

調査は、4月10日から11月22日の間に実施した。国道工事の関係もあり、建設省との協議でⅢ区を

5月19日までに引き渡すことになったため、Ⅲ区から調査を開始した。調査期間が短く、面積が狭いた

め、開渠による排水とし、4月10日より重機による表土掘削を開始した。表土掘削当初は遺物、遺構の

出土がなく、遺構確認面を把握できなかった。そこで、一次調査で遺構が確認されているトレンチを開け、

遺構確認面を把握し掘削を行った。それと並行して、Ⅰ区、Ⅱ区の調査区の周囲に暗渠を設置した。

4月20日より本格的に作業員を投入し、開渠の掘削と排水溝兼土層観察用トレンチの掘削を行い、そ

の後、包含層掘削と遺構確認を進めた。これと並行して、重機を使用してⅠ区の表土掘削を開始した。Ⅶ

層が薄く、Ⅷ層との区別に迷ったが2層に分けⅦ層から遺物が出土しなかったことからⅧ層を包含層、Ⅸ

層を地山と推定した。遺構はⅢ区のほぼ中央部西側に集中し、柱根を残すピットなどが検出された。遺構

が完掘された時点で平面図を作製した。遺構集中区が一部分でしかなかったこともあり、空撮を行わず、

5月16日県教委より終了確認を得て、19日建設省にⅢ区のみ引き渡した。

調査としては遺構が集中していると思われるⅡ区から取り掛かりたかったが、排土搬出の都合上Ⅰ区か

ら調査を行った。Ⅰ区の表土掘削はⅢ区の表土掘削終了から引き続き4月20日より行った。基本層序の

把握を確かなものにするために、大グリッドのK列をⅠ区、Ⅱ区通し、さらに、20mおきにそれと直交

するようにメインセクションを残した。調査が進むにつれⅢ区で確認したⅧ層、Ⅸ層がなく、遺構・遺物

がほとんど存在しなかった。そのため、掘削深度が深くなり、周囲の水田に崩落の危険があるということ

で暗渠の砕石を取り除くことなく調査を行ったために、排水が不十分で調査面が完全に乾くことがほとん

どないままであった。全体的に遺構は薄く、Ⅱ区との境の町道脇にわずかに存在するだけであった。計画

では町道も切り回して調査するつもりであったが、出土遺構、遺物が希薄であったためこの時点では決断

せず、Ⅱ区の調査結果から判断することとした。また、土層観察用に残したメインセクションも掘削せず

そのままとした。6月15日全体写真の撮影、6月19日には調査が終了し6月30日に県教委より終了確

認を得た。建設省の要請により7月7日、Ⅰ区を引き渡した。

第Ⅲ章　調 査 の 概 要
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Ⅱ区の表土掘削は5月30日から開始し、メインセクションをⅠ区と同様に残した。ただし、Ⅱ区の中

央部にある用水路は水田耕作上必要であることから、水田への用水が不要になってからあらためて調査す

ることとした。6月8日から少しずつ作業員を入れ、排水溝兼土層確認用のトレンチをメインセクション

脇に幅40cmの溝を掘った。基本層序の確認をしたところⅦ層、Ⅷ層を包含層とし、遺構確認面が2面あ

ると判断した。

6月13日中条町本条小学校6年生24名が来跡し、発掘調査の体験学習を行った。

6月20日から本格的に包含層掘削を行ったところ、町道脇から多量の遺物が出土したために、計画ど

おり切り回して調査を行うこととした。6月27日町道の取り扱いについて地元区長と相談したところ、

調査は稲刈り終了後行うこととなった。断面では遺構確認面が2面あることが確認できたが、間層がなく

Ⅶ層も10cm程度と薄く上下の層を区別することは困難であった。Ⅱ区上層の調査は7月下旬にはほぼ終

了し、7月27日に空撮を行った。

7月31日から下層の包含層掘削を開始。8月上旬より遺構発掘を行った。8月28日に区長より用水路

の掘削許可が下り、9月5日より用水路部分の表土掘削を開始した。9月下旬にはⅡ区の調査がほぼ終了

しⅣ区と町道部分を残すのみとなった。しかし、Ⅳ区も町道部分も稲刈り後に実施することになっていた

ので手をつけられず、その間土器の水洗等に時間を取ることとした。

当初Ⅳ区の調査対象は440㎡の予定であったが、来年度の調査のために隣接する畑地への進入路とU

ターン路を確保するために調査面積を810㎡とした。9月28日Ⅳ区の表土掘削を開始した。Ⅳ区も調査

範囲が狭く短期間で終了させるために開渠とした。10月2日より表土掘削終了部分から作業員を入れ開

渠掘削に入った。この時点で支障物件にはなかった現在使用中のガス管が発見され、それによる撹乱が遺

構確認面下部まであったことや安全面を考えガス管部分はそのままに調査を行った。Ⅳ区の一部の地山は

Ⅱ・Ⅲ区と異なり、青灰シルト層であったが、出土遺物から考え同時期のものと考えた。

10月10日町道の切り回し道路の舗装工事が始まり、10月13日から表土掘削を開始し、17日から包

含層掘削に入る。10月31日空撮、同日遺跡を報道陣に公開した。しかし、この日の空撮には失敗し、後

日あらためて撮り直すこととなった。11月3日には一般の方を対象に現地説明会を開催し、地元中条町

の方を中心に約550名の参加者を得た。11月7日あらためて空撮を行う。11月9日最終確認のために

2m四方のトレンチを深さ約1m程で任意に設定し、これ以上遺構・遺物が下位にないことを確認した。

11月14日遺構発掘はすべて終了し、11月21日測量関係もすべて終了した。11月13日県教委から終了

確認を得て、11月21日建設省に明け渡した。11月22日すべての残務整理を終え、現場から完全に撤収

した。

平成13年度

4月11日から7月13日の間に調査を実施した。Ⅵ区内の宅地の解体作業完了が4月末日のため、Ⅴ区

から調査を開始した。最初、作業員10名で開渠の掘削を行い、包含層発掘、遺構確認の順で作業を進め

た。遺物、遺構とも少なく4月20日にⅤ区の調査を終了した。

5月7日よりⅥ区の調査を開始した。開渠による排水とし、8日より重機による表土掘削を開始した。

14日より本格的に作業員30名を投入し表土掘削終了部分より開渠の掘削を行い、包含層発掘と遺構確認

を進めた。その結果、川跡と柱穴、溝などの遺構が検出された。5月から6月にかけて、川跡と溝の調査

を主に行った。多量の遺物と木製品が出土したが、天候にも恵まれ、調査は順調に進んだ。

6月29日にラジコンヘリによる空撮を行った。7月に入り、柱穴の調査と遺構平面図の実測、遺物の

2 二　次　調　査
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水洗いと註記を行った。7月2日県教委から終了確認を得て、7月13日に国土交通省に明け渡した。同

日、すべての残務整理を終え、現場から完全に撤収した。

3 層　　　序（第8図）

遺跡は櫛形山脈西端の支稜の先端部に立地する。調査前の現況は水田であった。Ⅶ層、Ⅷ層が遺物包含

層であるが、Ⅰ区のⅦ層、Ⅷ層相当には砂質土および炭化物はほとんど含まれてはいない。また、Ⅸ層も

存在せず、植物遺体を多量に含む褐色粘質土となっている。このことから、Ⅰ区のほとんどは湿地帯であ

ったものと思われる。層位を把握するためにⅤ層の上下のある洪水堆積層と思われるⅣ層、Ⅵ層を鍵層と

した。観察された層序を基に以下のような基本層序を設定した。なお、Ⅲ区のⅠ層については新潟県新発

田土木事務所の要請により他所へ移設するため、調査前に掘削されている。

Ⅰ層　黒褐色シルト　耕作土。

Ⅱ層　黒褐色シルト　φ2mm以下の砂礫を多く含み、粘性はわずかにあり、しまりがある。

Ⅲ層　黒褐色シルト　φ2mm以下の砂礫を多く含み、植物遺体が点在する。所々にφ2～3mmの炭化

物を含む。粘性はわずかにあり、しまりがある。

Ⅳ層　灰色砂質土を主体にして所々に黒褐色シルトが入り縞模様を呈している。粘性はなく、しまりがあ

る。

Ⅴ層　暗オリーブ褐色粘質土。植物遺体を非常に多く含み、粘性は強く、しまりがある。

Ⅵ層　オリーブ褐色の粗い砂質土（約φ0.5mm）。粘性はなく、しまりはやや弱い。

Ⅶ層　黒褐色粘質土、部分的にオリーブ黒シルト含む。植物遺体とφ1～4mmの炭化物を多く含み、粘

性は強く、しまりやや弱い。

Ⅷ層　黒褐色シルトを主体に砂質土を含む。所々に炭化物を含み、粘性ほとんどなく、しまりはやや弱い。

Ⅸ層　オリーブ黒色細かい粒子の砂質シルト主体にオリーブ褐色砂礫を含む。上面に腐食物を含むところ

がある。粘性はわずかにあり、しまりもある。

遺構確認面はⅧ層、Ⅸ層である。Ⅷ層での遺構はⅡ区でのみ確認されている。また、遺物包含層はⅦ層、

Ⅷ層であるが、Ⅶ層での遺物の出土はⅡ区でのみ確認されている。しかし、遺物を検討した結果、連続し

て営まれた遺跡と考える。

第Ⅲ章　調 査 の 概 要
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3 層　　　序
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第Ⅳ章　遺　　　構

1 概　　　要

遺構は南東から北西方向に蛇行する2本の川跡（SD808、SD265）の岸から平安時代の掘立柱建物16

棟、土抗36基、溝139条、畝状遺構1群、道路跡3、杭列3、ピット524基、その他（焼土など）42基

が検出された。川跡は出土した遺物からSD808は8世紀後葉から9世紀前葉が主体で、SD265は9世紀

後葉が主体とそれぞれ時期が分かれる。このことから遺構はSD808が川として機能しその時期に形成し

た遺構とSD265に移りそこに形成した遺構と2時期に分かれるものと思われる。調査区で見れば、総じ

てⅢ区、Ⅳ区、Ⅵ区の遺構はSD808の時期に、Ⅱ区の遺構はSD265の時期に主体がある。また、Ⅱ区

は層位的にⅧ層とⅨ層に遺構が確認でき概ね2期の変遷があると思われる。ただ、間層がなく、出土遺物

も時期差がないことから的確に遺構変遷を捉えることができかった。

2 記 述 の 方 法

遺構の記載は掘立柱建物とそれに関係する遺構、杭列、道路遺構、土坑、溝、畝状遺構、その他の順に

記述した。記述に当たって一応の基準と、使用する語句や数値の意味、実測図の表現方法などについて以

下のように統一した。

遺構名の表記

遺構名は第1表のような略号と遺構番号を組み合

わせて表現した。略号は遺構の種類を示し、整理時

に検討し現地で付けたものから変更になったものも

ある。その場合でも遺構番号は変更していないので、

遺物や遺構実測図は遺構番号から検索することがで

きる。遺構番号は層位・種別に関係なく通し番号と

している。ただし、掘立柱建物、杭列、道路遺構はその都度別途に番号を付けた。また、整理の段階で同

一の遺構と判断したものは早い番号を生かし後の番号は欠番とした。

掘立柱建物 柱間の多い部分（原則として長軸）を「桁行」、少ない部分を「梁行」とする。ただし、

平面形が正方形のものや調査区端で検出され平面形が不明なものには使用しない。廂をもつ建物の柱間の

数は廂を含め、廂以外の部分を「身舎」とする。建物の向きは桁行方向を主軸とし磁北から東西方向への

角度で表した。柱穴の断面形については「柱掘形」とし、人為的に埋められたものについては「埋土」、

自然堆積もしくは不明なものについては「覆土」とした。

杭　列 杭列番号は確認できた時点で遺構とは別途に1から付けた。各々の杭についてはSA1－①と

し、丸数字で表す。また、同一方向の杭列で一直線上にないものについてはSA5－1と表した。配列状況

は方向で磁北から東西方向への角度で表した。
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遺構の種類 略称
掘立柱建物 SB
杭　　列 SA
道　　路 SR
土　　抗 SK
溝 SD

ピット・柱穴 P
不明遺構※ SX

第1表　遺構の略称

遺構名の表記例
SK 25

遺構番号
遺構略称

※いずれにも当てはまらないもの



道路遺構 道路の幅は溝心々間距離を計測した。単に路面幅とあるときは溝と溝の内側を計測してい

る。

土　坑 規模の記述は円形、楕円形については径（長径・短径）を用い、方形その他不定形なものに

ついては長軸・短軸とし、最大値を表している。深さについては遺構確認面から最深部を計測している。

3 遺　構　各　説

1）掘 立 柱 建 物

SB1 付SD40（図版2・12・56）

26Iに位置する。検出面はⅨ層上面である。建物は建て替えが行われており、古い方をSB1A、新しい

方をSB1Bとする。

SB1Aは桁行3間（4.3m）×梁行2間（3.0m）の掘立柱建物である。面積は12.9㎡、方向はN－

52°－Wを向く。廂以外のすべての柱穴から断面円形や楕円形の径20cm前後で、下端部はP2のみ平坦

に加工され、その他はゆるいV字状に加工した柱材が出土した。柱材下部はP6・P14・P37が5cm、

それ以外の柱は10～15cm前後掘形底部より下に達する。柱間寸法は、身舎は約1.5mであるが、廂部

分は1.3mと間隔がやや狭い。柱掘形は廂部分のみ長径30cmの楕円形を呈し、深さは20cmとやや小型

であるが、身舎は長径40～50cmの楕円形を呈し、深さは30～50cmを測る。

SB1Bは桁行3間（4.2m）×梁行2間（3.2m）の掘立柱建物である。面積は13.4㎡、主軸はN－38°－

Eを向く。P18・P20・P75は形状円形で径20cm前後の柱材が残存する。柱材の下端部はP20のみ平

坦で、その他のものはゆるいV字状に加工されている。柱間寸法は1.4～1.7mとばらつき、廂部分は

1.1m前後と間隔がやや狭い。柱掘形は建物部分の北西側は長径50cmであるが、その他は長径40cmの

楕円形を呈する。深さは15～55cmとかなりばらつき、特にP20とP69は50cm前後と深く、P38は

15cmと浅い。断面形はP69のみテラスをつくり、底部に向かい細くなる。

SB1付近ではⅨ層上面より40～50cm下に茶色粘質土が堆積しており、比較的深い柱穴はこの茶色粘

質土層まで掘り込まれていた。柱の下部は、すべて掘形底部から5～20cm下に達する。特に四隅の柱は

それぞれ他の柱に比べて15cm前後と深く入り込んでいる。掘形底部が締まりの弱い粘質土のために柱

が沈みこんだと考えられる。覆土は概ねⅧ層と地山の褐色砂礫に茶褐色粘質土と植物遺体がブロック状に

混じる褐灰色土で、全体的に砂礫を多く含む。また建物周辺は風倒木や木の根による撹乱が多い。

SB1Bの南西側にSD40が並行して存在する。SB1Bを過ぎたところで西側へ向きを変え、調査区外へ

延びる。溝の幅は20～50cmを測り、底面は北側に向かってごく緩く傾斜し丸底を呈す。深さは南東側

では10cm前後であるが、北側に向かうと浅くなり調査区端でやや不明瞭になる。覆土は南東側が2層に

分層され、上層はⅧ層を主体とする粘性のある褐灰色土、下層は上層と灰色シルトが混合し植物遺体を含

む土になる。西側に向かうと上層のみとなり粘性が強くなる。

SB2 付SD221 SK223 SK225（図版10・13・57）

15Kにある掘立柱建物である。桁行4間（9.1m）×梁行2間（5.2m）で東辺に張り出し部が付随する。

また、南側と北側にそれぞれ1間分束柱をもつ。方向は、N－66°－Wで、面積は47.4㎡を測る。柱間寸

法は、身舎でP244とP245、P226とP405、P405とP412間が短くなるほかは約2.4～2.7mを測る。

柱掘形は、径50～90cmの円形や楕円形を呈し、深さは23～49cmを測る。張り出し部の柱穴は径

3 遺　構　各　説
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40cm、深さ48～77cmを測り、柱根が検出された。P719の柱根は径20cm、P500の柱根は径10cm

である。P244とP238では、幅16cm程の礫が底面に置かれていた。P406からは、礎板が検出された。

建物の西側にSD221がL字状にめぐる。幅1.2m、深さ22cmを測る。断面形は、逆台形を呈してい

る。覆土は3層に分けられ、1層は黒褐色粘質土で遺物が出土した。

張り出し部の北側にSK223が存在する。平面形は長軸1.6m、短軸1.4mの不整隅円長方形で北西側が

やや張る。深さは39cmを測る。底面は平坦で、壁面は外傾しながら立ち上がる。覆土は3層に分けられ、

炭化物粒子を多く含みしまりがない。土坑内から井の字に組まれた部材や多くの土器が出土した。

南側にSK225が存在する。平面形は長径2.2m、短径1.1mの楕円形を呈し、深さ41cmを測る。底面

はほぼ平坦で、壁面は南側が緩やかに、北側は外反しながら立ち上がる。覆土は5層に分けられ、炭化物

粒子を含む黒褐色土でしまりがない。西側壁面から土師器椀が出土した。

SB3 付SD365（図版8・14・58）

19Kにある桁行2間（5.4m）×梁行2間（4.7m）の側柱建物である。方向はN－42°－Wで、面積は

25.4㎡、柱間寸法は2.3～2.8mである。柱掘形は長円形や楕円形で径50～70cm、深さは35～55cm

とやや不規則である。SB12と重複し、SD365とSD366の切り合い関係からSB3が新しいと考えられ

る。柱穴の覆土は概ね粘性のややある砂礫を含んだ褐灰色土であり、Ⅶ・Ⅷ層の混合と考えられる。下位

では褐灰色土に地山の青灰色砂や褐色シルト、砂礫がブロック状に混じる。P357・P382・P580では

覆土上位に黄色もしくは灰白色の砂礫層が入り、P357・P382では覆土中位に薄い褐色の植物遺体層が

堆積する。P592とSD386、P356とP586はそれぞれ切り合うがP592、P356が新しい。P357、

P592を除くすべての柱穴から柱材が検出された。柱材は、形状が径20cm位の円形あるいは楕円形で下

端部を尖頭状に加工されている。この内P379・P585・P587については柱掘形が検出できないことと

柱根の周辺の土層が下へ引き込まれたような痕跡が認められ柱根下端部が尖頭状であることから打ち込み

で柱を建てたものと判断した。特にP585とP587の柱根は確認面から約80cmと深く打ち込まれている。

SD365は北西から南西方向へと屈曲しながらSB3を囲む。溝の幅は60～130cmで、北西側に進むに

従い幅は広くなる。深さは南東側で30cm、中央部で40cmである。断面形は南東側が丸底から急に立ち

上がるが、中央部は底部がやや波打ち、北西側に進むほど底部が比較的平坦になり緩く立ち上がる。覆土

は4層に分層され、上位はⅦ層主体の炭化物を多く含んだ層が占める。SD366・SD386・P588等と切

り合うが、SD365が新しい。しかし、SD366とは覆土が類似することから時期差はないものと思われる。

SB4（図版8・15・59）

18Jに位置する掘立柱建物である。検出面はⅨ層である。調査区端での検出のため全容は不明であるが、

2間（4.8m）×1間（2.8m）以上の側柱建物と思われる。方向はN－20°－Wで、柱掘形は径40～

50cmの円形もしくは楕円形を呈し、深さ25～40cmである。P667からは径15cm、長さ60cmの円形

状を呈した柱材が残存していた。

SB5 付SD313（図版8・15・60）

17Jに位置する建物で、検出面はⅧ層である。桁行3間（5.8m）×梁行2間（4.2m）の総柱建物で、

面積は24㎡を測る。方向はN－47°－Eである。柱間寸法は西側の桁行1間が1mと短くなる以外は平均

2.8mで等間隔である。柱掘形は径25～50cmの円形から楕円形を呈し、深さ40～60cmを測る。覆土

は上位がⅧ層主体の黒褐色砂質土に地山のオリーブ黒色粘土や砂礫が混じり、下位はオリーブ黒色砂質土

を主体とする。柱痕跡が観察できるものがあり、径10～16cmの柱材を使用していたことがわかる。

第Ⅳ章　遺　　　構
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この建物の南東側に主軸と並行したSD313があり、SD678とSD265につながる。長さ7m、幅

30cm、深さ40cmを測る。断面は南西から北東に向かいU字型からV字型となる。この溝は建物から

70cm外側にあり、これより北にSB5のほかSB4、SB6の建物があり、またその反対の南側は遺構が希

薄である。また、SD678の西側はSB2・SB7などの建物が立ち並ぶことからSD313とSD678は川跡

SD265への排水機能も合わせた区画溝と考えられる。実際、SB5周辺出土の土器と同一個体の土器片が

SD265からも出土している。

SB6（図版8・15・60）

17Jに位置する側柱建物で、検出面はⅨ層である。調査区端での検出のため全容は不明であるが、2間

（4.4m）×1間（2.0m）以上である。方向はN－47°－Eを向く。柱掘形は径50～70cmの円形もしくは

楕円形を呈し、深さ約40cmを測る。P339に柱痕跡があり、径12cm程の柱材であったと思われる。

SB7 付SD416 SA7（図版10・16・60）

14Kにある掘立柱建物で、SB8、SB9と重複する。新旧関係は、柱穴の切り合い、建物の周りにある

溝の新旧関係から、古い順にSB8→SB9→SB7と考えられる。SB7は桁行2間（5.12m）×梁行2間

（4.72m）の側柱建物で、方向はN－62°－Wを向く。面積は24.2㎡を測る。柱間寸法は、2.3～2.8m

でほぼ等間で、柱掘形は径34～60cmでほぼ円形を呈し、深さ16～56cmを測る。建物検出面の上面

と柱穴覆土は、よくしまった炭化物ブロックと灰白色粘土ブロックの混じる粘質土である。

建物西側には塀と思われるSA7がある。長さは6mで、柱穴間隔は北から2.6m、3.4mを測る。柱掘

形は径24～34cmのほぼ円形を呈し、深さ18～42cmを測る。P747は径14cmの円形の柱材が残って

いた。P744は、SB8の柱穴P743を切っている。

建物の周りは、SD416がコの字状にめぐっている。幅は48cm、深さ15cmを測る。主軸はN－47°－

Wを測る。壁面は内湾気味に底面から立ち上がる。覆土は5層に分けられ、灰白色粘土ブロックが混じ

る黒褐色土が主体である。SD422・SD751を切っている。

SB8 付SD422（図版10・16・61）

桁行3間（7.6m）×梁行2間（4.4m）で、内部に間仕切りと東辺に張り出し部が付随する掘立柱建物

である。方向はN－59°－Wで、面積は33.4㎡を測る。柱間寸法は、梁間が2.2mで等間であるが、桁行

は南から2.4m、1.9m、3.4mとばらつく。柱掘形は、身舎の柱穴が径52～82cmの楕円形を呈し、深

さ25～54cmを測る。張り出し部の柱穴は径50cm、深さ55cm前後の円形を呈し柱材が残存する。柱

材はP476のものが径36cmの楕円形状で、P477のものは径40cmの円形である。建物検出面の上面と

柱穴覆土内に炭化物、灰白色ブロックがまじるよくしまった粘質土が堆積していた。

SD422はSB8の北半側をコの字状に囲む溝である。幅は44cm、深さ68cmを測る。北側は上端が西

側より広い。覆土は3層に分けられ、1層は灰白色粘土がまじりよくしまっていた。2層は黒褐色粘質土

で遺物が多く出土した。SD416、P476、P477に切られている。

SB9 付SD751（図版10・16・60）

桁行2間（8.16m）×梁行1間（4.4m）で、面積は35.9㎡を測る側柱建物である。方向はN－60°－W

を向く。柱間寸法はP423とP451、P746とP742の間が3.8mで、その他は4.4mを測る。柱掘形は径

36～80cmの円形もしくは楕円形を呈し、深さ12～43cmを測る。覆土は、建物上面に堆積していた灰

白色粘土が主体で、よくしまっていた。SD751はSB9の西側桁行に並走する溝である。覆土は5層に分

けられ、灰白色粘土が混じりよくしまっていた。

3 遺　構　各　説
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SB10 付SD294（図版8・17・62）

19J、19K、20J、20Kに位置する桁行3間（6.8m）×梁行2間（4.3m）の側柱建物である。南西側の

柱穴1基は確認トレンチにより削平されていた。検出面はⅨ層上面である。面積は29.2㎡で、方向は

N－33°－Wである。SB11と重複するが、新旧関係は不明である。南東側にはSB12が存在し、SB10と

同軸上にあり並んでいるが、SB12に比べて柱穴が小さく浅いこと、桁行の柱間が長いこと、各々の建物

を囲む溝がSB10とSB12の間で終わっていることから別の建物であると判断した。ただ、P567・

P611は本建物の柱穴に並行していることから関係のある可能性がある。柱間寸法は桁行2.0～2.5m、

梁行2.1mで桁行は間隔が不規則である。柱掘形は長径30～40cmの円形を呈し、P608・P621は長径

20cm前後とやや小さい。深さは30cm前後を測るが、P514は40cmとやや深く、P621は20cmとや

や浅い。またP299は柱根下部が掘形底部より20cmほど下に達していた。柱穴の覆土は概ねSB3の柱

穴覆土と同様であるが、P589とP608のみ灰黄色粘土粒と多量の植物遺体を含む褐色粘質シルトで、特

にP589は覆土下位に褐色の植物遺体層が入り、覆土全体から3～6cmの小礫が多数出土した。P299・

P512から径約15cmで円形を呈した柱材が出土した。

南西側にSD294が建物に沿って存在する。溝の西端は試掘トレンチにより削平されているため全容は

不明である。長さ4.8m、幅84cm、深さ16cm前後を測る。面は南西から北東に向かい若干傾斜してい

る。断面形は底面が比較的平坦な鉢形を呈し、緩やかに外傾しながら立ち上がる。ただ北西側壁では一度

内湾してから立ち上がり、南東側壁は垂直に近い角度で立ち上がる。覆土は2層に分層される。1層は包

含層であるⅧ層主体で地山のⅨ層が混じる黒褐色土で、遺物も多量に出土している。

SB11（図版8・17・62）

19K・20J・20Kに位置する桁行2間（4.5m）×梁行2間（3.7m）の側柱建物である。北西隅と北西

辺の柱穴は検出できなかった。面積は16.7㎡で、方向はN－39°－Wである。Ⅱ区に存在する他の掘立

柱建物に比べてかなり小型である。検出面はすべてⅨ層上面での検出である。柱掘形は径20～30cmの

円形を呈し、深さは20cm前後を測る。検出された柱穴すべてから径約10cmの円形状を呈した柱材が

残存したが、他の建物に比べて小さい。また柱材下部が掘形底面より下に達するものが認められる。特に

P583は掘形底面より30cmほど下に達していた。覆土は主にⅧ層を主体とする灰褐色土と明黄褐色の砂

礫で、粘性が弱くより砂礫を多く含む。SB10と重複するが新旧関係は不明である。

SB12 付SD366 SD386 SD563 SD564 SD634（図版8・14）

19K、20Kに位置する桁行2間（4.5m）×梁行2間（3.7m）の側柱建物である。面積は16.7㎡で、方

向はN－34°－Wである。SB3と重複するが、SD366とSD365等の切り合いからSB12が古い。SB12

の北東側と南西側にはSD564と SD386が建物を挟むように存在し、さらにその外側をSD366・

SD563・SD634が3方を囲むようにして存在している。検出面はP367とP369をⅧ層上面で検出し、

その他はⅨ層上面で検出したが、前述した溝に囲まれ柱穴が規則的に並ぶことから同一の建物を構成する

柱穴と判断した。柱間寸法は桁行方向で2.1m、梁行方向で1.8mを測る。柱掘形は径40～60cmの円形

を呈し、深さは50cm前後である。柱穴底部の高さは地盤の低いP588でやや低くなるが、その他はほぼ

同じ高さである。またP367柱材下部が掘形底部より20cmほど下に達していた。P367から径15cmで

円形状を呈し下端部を斜めに切断された柱材が出土し、P555、P588は柱痕跡を確認した。

SB12の南東側をSD366、北東側をSD563、南西側をSD634が囲むように存在する。SD366は

SD365、SD634はSX362などと切り合っているが、SD366・SD634の方が古い。SD634の北西側端
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部は調査時のトレンチに切られ詳細は不明であるが、底部の高さが南東から北西側に向かい傾斜している

ことから、SD265に流れ込んでいた可能性がある。これらの溝の幅は40～50cm、深さは約20cmと概

ねそろっている。底部はSD366とSD563は丸底でやや波打つが、SD634は比較的平坦である。SD366

は上位に植物遺体を多く含む層が堆積し、南西側のみ最上位に焼土粒を含んだ青灰色砂質シルトが堆積す

る。

SD386・564はSB12の梁行に沿って存在する。SD386の幅は50cm前後、北西側ではやや広くなる。

深さは20～30cmを測る。SD564の幅は60～70cm、深さ15cm前後を測る。両溝とも底部は比較的

平坦である。SD386はSD365・P592と切り合い、SD386が古い。

SB13（図版3・17・62・63）

21Gにある掘立柱建物である。調査区端にあるため南東側は不明であるが、2間（3.3m）×2間

（3.3m）以上の総柱建物と考えられる。方向はN－38°－Wである。掘立柱建物の北方向には、SD851

が近接し、掘立柱建物の方向がSD851の方向とほぼ一致する。柱間寸法はほぼ等間隔である。柱掘形は、

径40～50cmの円形または、長径46～56cmの楕円形を呈し、深さは20～40cmを測る。掘形埋土は

黒褐色土で、径1～5mmの砂礫を伴う砂質土が多い。側柱の柱穴のすべてに径10cm程の柱材が残存し

た。柱材下部が一方向から削られ尖っている。束柱と思われるP538には柱痕跡が確認できた。北東端の

柱穴P545がSX856を切っている。また、北西端の柱穴P527がP529に切られている。

SB14（図版3・18・63・64）

22Bに位置する掘立柱建物である。調査区を一部広げ4間（6.0m）×2間（4.2m）まで検出したが、

建物は調査区外へ延び全容は不明である。方向はN－65°－Wを向く。柱間寸法は1.9～2.0mで、P636

とP811の間のみ2.3mとやや長く、両柱穴間に存在するP819も本建物を構成する柱穴の可能性がある。

柱掘形は長軸60～90cmとばらつき不整形であり、北西辺のP816は長軸30cmと特に小さい。深さ30

～45cm前後を測るが、P816は10cmと浅い。断面形はP637・P638・P640でテラスをつくり、そ

の他の掘形も比較的底部が平坦である。すべての柱穴で柱材が残存した。柱材は概ね円形で、径20cm、

現存の長さ1.1m前後と大型で下端部を尖頭状に加工している。P639のみ礎板が出土し、柱材も径

20cm、現存の長さ45cmと短い。P639とP816を除いて、柱材下部が掘形底面から70cm前後も下に

達していた。そのためトレンチを入れ土層を観察したが、柱材下部付近の地山（青灰色砂質シルト）がや

や乱れてはいるものの、明確に地山との区別ができなかった。おそらく、柱根の下端部を先尖状に加工し

ていることから、柱を据える位置を掘り込み柱根を立たせてから打ち込んだと考えられる。

SB15 付SD1019（図版5・18・64）

22Hに位置する桁行2間（5.0m）×梁行2間（4.8m）の側柱建物。面積は23.5㎡で、方向はN－5°－

Wである。柱間寸法は 2.3mあるいは 2.5mで等間隔である。柱掘形は径 40～ 50cmの円形で、

P1016・P1021・P1024・P1026・P1093は柱材が残存した。建物は畝状遺構と重なるがP1023と

P1093が畝状遺構の溝を切って掘られていることから、畝状遺構廃退後に建物が建てられている。西側

の桁行に沿ってSD1019が存在する。

SB16 付SD1060 SD1073（図版5・18・65）

22Iにある桁行2間（4.8m）×梁行2間（4.0m）の側柱建物。面積は19.2㎡で、方向はN－2°－Wで

ある。柱間寸法は2mで等間隔である。柱掘形は径40cmの円形である。柱材はSK1064とP1096を除

いた柱穴に残存していた。SK1064が不定形を呈しているのは、SB15とSB16の柱が隣接してありそれ
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らの柱材を抜き取った結果であると思われる。SD1060とSD1073が桁行に沿って存在する。SB15と

SB16は規則的に並んであり、SD265の東岸に位置する。

2）杭　　　列

SA3（図版8）

19Kに位置する、東西方向で5基の柱穴が並ぶ柱穴列である。方向はN－75°－Wである。検出面はす

べてⅨ層上面である。SB3の南西側に存在する。周辺の遺構の向きと異なることから、関連は不明であ

る。形状は中心のP572が長軸40cmで深さ30cmと大型に対し、その他は長軸約25cmで深さ約20cm

と揃い小型である。断面形はすべて椀状を呈する。また柱穴の間隔は北から30・40・40・30cmで、

P572を中心に規則的である。

SA4（図版3）

21F9・10、22F6に存在する杭列である。ここでは杭が3列計9本検出されている。貧弱な細い木で

あるが、杭の先端は尖るように加工されている。SA4－1の方向はN－53°－Wで3本である。SA4－2が

SA4－1より若干北側に位置している。方向はN－45°－Wで4本である。杭間寸法は、30～40cmでほ

ぼ等間隔である。SA4－3の方向はN－45°－Wで2本である。この3列は並行に位置している。すべて

の杭は簡易的な打ち込みと考えられる。どの杭も上部が欠損し遺存状態がよくない。

SA5（図版8・68）

川跡SD265内にある杭列で3列存在する。1列目（SA5－1）は10本の杭からなる。方向はN－40°－

EでSD265の左岸側に並ぶ。杭列の南西方向を延長するとSD676につながる。杭間寸法は36～80cm

とかなり不揃いである。2列目（SA5－2）は5本の杭からなる。方向はN－66°－EでSD265の北岸に

沿って並ぶ。杭間寸法は48～92cmと不揃いである。3列目（SA5－3）は2本の杭からなる。方向は

N－50°－Eで杭間寸法は92cmである。どの杭も打ち込みで、径は4cm前後、長さ70cm前後を測る。

SA5－1－①の杭だけは径8cmと太さが他の杭の倍である。SA5－1－⑨の杭の北東側が川跡の中州になっ

ており、杭との間に箸状の木製品が多く出土した。

SA6（図版3）

22G6・11・12、21G10に位置する杭列である。自然流路SD851の西側中州に存在する。方向は

N－18°－Wで中州に沿って並んでいる。SA6－①、6－②、6－③は間隔が20cmと等しい。掘形はなく打

ち込まれた杭と考えられる。出土した杭は径5cmの円形の杭が2本、一辺3～5cmの方形の杭が3本で

ある。すべての杭の先端は一方向より削られ尖るように加工されている。

3）道 路 跡

SR1（SD207・SD222）（図版10・68・69）

SB2とSB8の間を北西から南東方向に並行するSD207とSD222で構成される。検出された長さは約

14.1m、路面幅1.6m、溝心々距離1.9mを測る。方向はN－65°－Wである。路面部分は、しまりのあ

る黒褐色砂質土の堆積が観察された。SD207は、幅32cm、深さ14cm、SD222は幅20cm、深さ

12cmを測る。道路は建物北端から始まり、建物南端辺りでやや東側に寄れながら、調査区外に延びる。

SR2（SD470・SD493）（図版10・69）

東西方向に並行するSD470とSD493で構成される。長さは16m、路面幅90cm、溝心々距離128cm
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を測る。方向は、N－54°－Eである。SD470は幅32cm、深さ14cmを測る。壁面は、丸みのある底面

から内湾しながら立ち上がる。SB2の柱穴、SK223、SX410に切られている。SD493は、幅24cm、

深さ10cmを測り、壁面はSD470と同様の立ち上がりを呈する。SD221に切られている。道路遺構は

SD221に接する辺りから始まりSD265方向に向かっている。

SR3（SD331・SD335）（図版8・68）

18Jにあり東西方向に並行するSD331とSD335で構成される。検出面はⅨ層上面である。方向はN－

73°－Eである。検出された長さは3m、路面幅1.8m、溝心々距離が2mを測る。SD331は幅20cm、

深さ15cmを測り、断面形はU字形を呈する。SD335は幅20cm、深さ10cmで、断面形は浅皿状を呈

する。両溝とも覆土は黒褐色砂質土を主体とする。東側はSD265に切られ、西側は調査区外に延びてい

る。SD331はSD671・675を切っている。

4）土　　　坑

SK229（図版10）

16K16に位置する。平面形は、楕円形で長径88cm、短径70cm、深さ20cmを測る。底面はほぼ平

坦で、壁面は緩やかに外傾しながら立ち上がる。覆土は、炭化物、砂粒が多く混じる黒褐色粘質土である。

SK241（図版10・19・70）

15K25に位置する。SB2の南東隅に位置する。平面形は不整形で長径1.9m、短径1.6m、深さ13cm

を測る。底面は凹凸が激しい。壁面は外側に緩やかに立ちあがる。覆土は2層に分けられ、炭化物粒子、

砂粒が混じる。遺物は南東隅の底面で曲物が出土した。

SK255（図版8・17）

20J16に位置し円形を呈する。Ⅷ層上部より検出された。直径68cm、深さ10cmを測る。底面は比

較的平坦で、皿状の断面形を呈す。北東側壁は急角度で外傾しながら立ち上がり、南西側壁は緩やかに外

反しながら立ち上がる。覆土は2層に分層され、1層はⅦ層を主体とする粘性の強い黒褐色土で炭化物を

多く含む。2層は色調がⅦ層に近い黒褐色であるが砂礫の混じる砂質土である。

SK256（図版8・17）

20J16に位置し楕円形を呈する。Ⅷ層上部より検出された。長径76cm、短径54cm、深さ16cmを測

る。南側壁の立ち上がりは外傾している。北側壁は内湾しながら立ち上がり、一度緩やかに外傾したのち

段を作り垂直に立ち上がる。底面は平坦である。覆土は2層に分層される。1層は炭化物や砂礫を多く含

む砂質土で、土器が出土している。北側半分がSK257を切る。

SK257（図版8・17）

20J16・17・21・22に位置し不整楕円形を呈する。Ⅷ層上部より検出された。長径2.0m、短径

1.5m、深さ10cmを測る。底面はほぼ平坦で、立ち上がりは北西側壁で内湾している。覆土は2層に分

層される。1層は炭化物や砂礫を多く含んでいる砂質土で、遺物も出土している。

SK266（図版8・15・19・70）

17J17・18・22・23に位置し隅円方形を呈する。土坑の南東部が若干突き出ている。Ⅷ層上部より

検出される。長軸1.7m、短軸1.2m、深さ12cmを測る。底面は凹凸が多く、断面形は皿形を呈し、南

東側壁では外反気味で緩やかに立ち上がった後垂直に近い角度で再び立ち上がる。北西側壁では1度段を

作り内湾している。西側壁はSK267を切っている。覆土は2層に分層され、1層は径1～2cmのブロッ
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ク状炭化物を多く含むとともに、土器や木製品が出土している。2層は覆土1層の中に炭化した黒色土が

帯状に入ったり、砂礫が混じったりしている。少量ではあるが遺物も出土している。

SK267（図版8・15・19・70）

17J18に位置し不整楕円形を呈する。Ⅷ層上部より検出される。長径1.5m、短径1.3m、深さ20cm

を測る。底面は凹凸が多く、断面形は皿形を呈する。立ち上がりは一度外反し凹部を作った後、南東側壁

は非常に緩やかでSK266に切られ、北西側壁は内湾している。覆土は2層に分層される。1層は多くの

炭化物や黒色土が帯状に含まれ、2層は1層の最下部を境に2つに分かれるように堆積している。土坑の

南東の端をSK266に切られ、北西端がP660を切っている。

SK274（図版8）

17J20に位置し隅円長方形を呈する。Ⅷ層上部より検出される。長軸84cm、短軸58cm、深さ12cm

を測る。底面は凹凸が多く、壁面は外傾しながら立ち上がる。

SK286（図版8・15）

18J1に位置し、楕円形を呈する。Ⅷ層上部より検出される。長径84cm、短径74cm、深さ12cmを

測る。底面は凹凸が多く南西側壁や北東側壁での落ち込みが大きい。

SK361（図版8・14）

19K24にあり、北西側脇にSB3建物が隣接する。調査前の暗渠設置で半分を失ってしまったが、形状

は楕円形を呈するものと思われる。深さは10cmと浅い。覆土は炭化物を多く含む。

SK362（図版8・14）

19K18にある。SB3の建物内にあるが、建物との関係は不明である。形状は楕円形で長径2.5m、短

径2.1mを測る。深さは10cm以内と浅い。覆土はⅦ層主体の炭化物を含む褐灰色土であるが、縁部の覆

土はやや砂質分が多く、にぶい黄褐色土となる。SD634と切り合うが、SK362の方が新しい。

SK530（図版3・19・70）

22F21に位置する楕円形の土坑。長径78cm、短径48cm、深さ14cmを測る。断面形は底面が平坦

で外傾気味に立ち上がる。覆土はレンズ状堆積で2層に分かれる。1層は粘性の強い黒色土で炭化物を多

く含み、木製品や土器が出土している。2層は粘性の弱い黒褐色砂質土である。

SK531（図版3・19）

22F1に位置する不整楕円形の土坑。南東側にSB13が近接している。長径2m、短径1.2m、深さ

16cmを測る。底面は比較的平坦であるが、南西側に凹凸がある。南東側の側壁は内湾したのち緩やかに

立ち上がり、北西側の側壁は外傾して立ち上がる。また、北東側や南西側の側壁は外反気味の立ち上がり

である。覆土は2層に分かれる。1層は粘性の強い黒色土である。その中に植物遺体、径5mmのブロッ

ク状炭化物を帯状に多く含み、箸状の木製品や土器が多く出土している。2層は粘性のない灰オリーブ砂

質土である。

SK821（図版8・14）

19Lに位置する。検出面はⅧ層上面である。南西側にはSX822が存在する。調査時の暗渠により北西

側は一部破壊されている。平面形は隅円方形を呈し長軸約60cm、深さは確認面より30cmを測り、平坦

な底部から緩やかに立ち上がる。覆土はⅦ層主体で、中位は砂質土がブロック状に混じり、下位は木片や

植物遺体を多く含む。北側壁面には青灰色砂質シルト塊が堆積していた。またSK821の4m北西側で検

出された炭化物の集中範囲から青灰色砂質シルトが入った土師器の椀も出土している。SX822で青灰色
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砂質シルトが多量に検出されていることから、関係のある可能性がある。P825と切り合い、SK821が

新しいと考えられる。

5）川　　　跡

SD265（図版5・67・68）

Ⅱ区の中心を南東から北西方向に走る。最終的に掘り上げた川の幅は広いところで14m、狭いところ

で7m、深さは約1mを測る。川跡は断面観察から流路の形成から完全に埋没するまで3度の流路形成と

氾濫による埋没、新たな流路形成の繰り返しが見て取れ、当時は最終的に掘り上げた規模よりも川幅は狭

く、4cmほどであったと思われる。流路の最深部は右岸に沿い、断面形は全般的に右岸が急に落ち込み、

左岸はなだらかに落ち込む対照的な形状を呈している。右岸18K・Lの川岸に近いところでは、植物遺

体を多量に含む黒褐土が川岸に沿って層を成していた。ここから、多数の土器や木製品が出土した。覆土

は多数に分層されるが、基本的にはシルト層と礫層の互層を成す。出土遺物は、平箱にして土器が約15

箱、木製品も多数出土した。18Jの左岸川岸のシルト層から荷札木簡（259）や3枚重ねの土師器椀

（150・153・165）が完形で出土した。川岸周辺の最下層からは、流木等の植物遺体が重なって出土し

た。また、18Jから18Kにかけて、自然流路内の両側で杭列SA5－1～3と流路を大きく西方に向きを変

える22G・21Gの辺りに杭列6が施されていた。この流路の右岸ではSB4・5・6が、左岸ではSB4

の主軸がそれぞれ並行する。また、SR3がSD265の川岸から南西の方向に直交して延びる。

SD808（図版3・4・7・65・66）

ⅥからⅣ区を蛇行しながら東から北西方向に走る川跡である。最終的に掘り上げた川幅は最大で8.5m、

狭いところで約4m、深さは浅い部分で60cm、深い部分は1.4mである。川底は西に向かって10mで約

0.5mの割合で傾斜している。断面は川岸で急激に落ち込み、壁面が内側にえぐられている箇所がある。

覆土は多数に分層されるが、基本的にはシルト層と礫層の互層を成す。土器や木製品が多数出土している。

川岸周辺の最下層から、流木などの植物遺体が重なって出土した。川底の地山は21C11～13付近を境

に、北西側は青灰色シルト層、南東側はにぶい黄灰色礫層である。この礫層は遺構確認の地山の下にも堆

積しており、遺跡が営まれた以前からこの付近に流路が存在していたものと思われる。23I、23J付近で

は大型の割材やほぞを切った板材、部材などが折り重なった状態で出土した。

SD1071（図版5・6・67）

21Kから23Hにかけて直線的に走る川跡である。幅と深さは南側で2.6m、深さ45cmで、北側で

1.2m、深さ20cmである。この川跡は畝状遺構と方向を同じにしているが一部の溝を切り、落ち込みは

遺物包含層を切りその上のⅥ層浅黄色砂礫で埋没している。また、出土土器は佐渡小泊産の須恵器無台杯

の細辺で、周辺で出土した土器に比して新しい。

6）溝

SD41（図版4・56）

25Iに位置し、この溝の北側にSB1建物がある。幅は1～2.1m、深さは20～30cmで、形状は中ほ

どで一度狭くなり北西に向かい広がり、テラスを作る。底面は北西側に向かってごく緩く傾斜する。木片

や植物遺体を多く含み、下位に砂礫や砂質分の多い灰白色土が堆積し、北西側に向かうと粘質土となる。
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SD66（図版4・56）

26Iにあり、南側にSB1建物がある。幅は1.1～1.9m、深さは20～30cmで、北西側で狭くなる。砂

礫を多く含む。

SD202（図版11）

14L4・5に位置する。幅は48cm、深さは18cmを測る。断面形は緩やかに外傾して立ち上がる。覆

土は、一様に炭化物、砂粒が多く混じる。溝はSD205を横断し、SD203につながる。

SD203（図版11）

14Kを中心に位置し、南東方向の調査区外へ延びる。幅は32～88cm、深さ10.8cmを測る。断面形

は北西側で壁面がやや内湾気味に立ち上がり、南東側は外反しながら立ちあがる。南側の覆土は砂粒を多

く含むが、北側はシルト質である。

SD204（図版11）

14K25、15K21に位置する溝である。北西から南東方向に延び、SD203につながる。幅は、確認面

で32cm、深さ10cmを測る。遺物は口頸部を欠損する長頸瓶（72）が出土している。

SD205（図版11）

14K8から14L5にかけて位置する。北西から南東方向に調査区外へ延びる。幅は40cm、深さ10cm

を測る。東側にあるSR1の側溝と並走する

SD206（図版11）

14K13に位置する。南西側から北西側に延び、SD205につながる。幅は32cm、深さは12cmを測る。

断面形はやや丸みのある底面からやや外反気味に壁面が立ち上がる。覆土は2層に分かれる。1層は灰白

色粘土ブロックを含みよくしまった黒褐色土である。

SD230（図版11）

15L2に位置する。東側から西側へ延び、SD222に切られるあたりで存在が分からなくなる。幅は確

認面で1.3m、深さ28cmを測る。断面形はやや凹凸のある底面から緩やかに外反気味に立ち上がる。覆

土は単層で、炭化物粒子が混じる黒褐色砂質土である。道路跡の側溝SD222に切られていることから周

辺の遺構よりも古い時期のものと思われる。

SD231（図版11）

15K17から23方向に位置し、東側から西側へ延びる。幅は確認面で35cm、深さ10cmを測る。断面

形は丸みのある底面から壁面は外反しながら立ち上がる。北側に並走するSD475がある。SD222、

SD221に切られている。

SD233（図版11）

15K6・7・8に位置する。幅24cm、深さ16cmを測る。断面形は、平坦な底面からやや外反気味に

立ち上がる。覆土は2層に分かれ、灰白色粘土ブロックが混じる。P412・SD207・SD221・SD222

に切られている。

SD268（図版9）

17Jに位置し、Ⅷ層上部で検出された。南西端はSX287に切られているため全容は不明である。長さ

5.9m、幅1.0～1.3m、深さ14～34cmを測る。溝底面は北東から南西に向かい傾斜する。溝の南東側

の一部が膨らみテラス状になる。溝の断面形はV字型を呈す。覆土は径5～10mmのブロック状炭化物

を含み、遺物が多く出土している。溝の東側にSB5、SB6が近接する。溝の北東端はP321を切る。
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SD353（図版8）

18K・19Kにかけて北東から南西方向に位置する。検出面はⅧ層上面である。調査区内での長さは約

7m、幅18～50cm、深さ約15cmを測る。底面は緩やかに南西方向に傾斜し、SD265へとのびる。覆

土は、上位が炭粒や植物遺体を多く含む黒色土、下位がオリーブ黒色砂質土である。

SD402（図版11）

16K2にある。幅26cm、深さ6cmを測る。方向はN－57°－Wを測る。断面形はやや丸みのある底面

から壁面は外側に開く。覆土は単層で、炭化物粒子が混じる黒褐色砂質土である。SD493を切っている。

SD409（図版11）

15K13にある。幅は34cm、深さ14cmを測る。覆土は3層に分けられ、1層は炭化物粒子が混じる黒

褐色砂質土である。SD233と並走する。P412、SD221に切られている。

SD445（図版11・69）

15K1～25にある。幅1.0m、深さ20cmを測る。壁面は緩やかに外側に開く。SR2の側溝に切られ

ていることから古代以前の川跡と思われる。

SD459（図版11）

15K18・19に位置する。幅は38cm、深さ18cmを測る。方向はN－66°－Eを測る。覆土は、2層に

分けられた。東へ湾曲しながらSD706・SD482が連なる。

SD482（図版11）

15K・16Kにある。幅は18cm、深さ8cmを測る。底面は丸く、壁面は外傾して立ち上がる。SD459・

SD706と湾曲しながら並ぶ溝群の西端に位置する。

SD499（図版11）

15K3にある。幅は26cm、深さ10cmを測る。底面は丸みがあり、壁面は内湾気味に立ち上がる。

P408に切られている。

SD601 SD619 SD620 SD625 SD626 SD627（図版8）

18K、19Kに位置する溝群である。検出面はⅨ層上面である。北東－南西方向へ4列に1.2～1.6mの

間隔で並行して走る。南西側端部から2.0m西側のSD265内に、SA5－2が溝列の軸に直交して存在する。

幅は20～30cm、深さは10～15cm。覆土はすべてⅧ、Ⅸ層を主体とする褐灰色土で、砂礫を多く含む。

SD646（図版4）

22Bに位置する。P637に西端部を切られ南東へ向かい、SX644をまくように北東へ向かい調査区外

へと延びる。直線距離で7mほど離れているが、SD812と東西軸を挟んで同様の曲がり方をしているこ

とから、この2本の溝は関係している可能性がある。幅は20～30cmで屈曲するあたりではやや広がっ

ている。断面形はU字形を呈し、深さは10～15cmを測る。底面の高さは南側の角がやや低くなってい

る。覆土は明黄褐色の砂礫（黄色砂礫のⅧ？）と青灰色砂質シルトに青灰色（オリーブ色）粘質シルトが

ブロック状に混じる。遺物は少量出土している。P645・P647・P648に切られている。

SD650 SD801（図版4・66）

21B、21C、22B、22Cに位置する溝である。両溝は南北方向に1.7mの間隔で並行して走り、

SD808に流れ込むと考えられる。両溝の幅は50～60cmを測り、底部は比較的に平坦、壁は緩やかに

立ち上がる。深さはSD650が15cm前後、SD801は25cm前後を測る。北から南にかけて緩く傾斜し

ているが半ばでやや低くなる。SD807とSK809を切っている。この2条の溝は川跡SD808からSB14
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建物に向かっているので道路の側溝の可能性がある。

SD678（図版11・69）

16J、16Kにある溝。幅40～80cm、深さは南東から北西側に向かい10cmから30cmと深くなる。

底面は、南東から北西方向に緩やかに傾斜している。断面形はU字型を呈する。この溝はSB2とSB7か

ら9の建物がある区域とSB4からSB6の建物がある区域とを区画している。

SD669（図版9）

17Jの北東から南西方向に位置する溝である。検出面はⅨ層である。長さ7m、幅40cm、深さ10cm

を測る。覆土はオリーブ黒色砂質土主体である。

SD701（図版11）

16K21・22にある溝である。幅は36cm、深さ8cmを測る。壁面は平坦な底面から外傾して立ち上

がる。覆土は1層で、砂粒が多く混じる黒褐色粘質土である。SK225、SK241に切られている。

SD729（図版11）

15J25に位置しSB2の北側をL字状にまわる溝である。幅は66cm、深さ12cmを測る。断面形は凹

凸のある底面から壁面は外側に開く。覆土は2層に分けられ、1層の黒褐色粘質土から遺物が出土した。

SD735（図版11・69）

15L5～16K20区に存在する川跡である。幅は56cm、深さ16cmを測る。覆土は3層に分けられ、黄

褐色砂質土を挟んで黒褐色土が堆積している。SB2の西側にありSD265につながる。

SD757（図版16）

14K22区に位置する南北溝である。幅は50cm、深さは7cmである。底面から木製品が出土した

（161）。SD416に切られている。

SD807（図版4）

21B・21C・22Cに位置し、北東－南西方向に蛇行して走る溝である。北東側は調査区外へ延びる。

青灰色砂質シルトの良好に堆積している高い地盤の縁をまいて流れているようである。溝の幅は80～

140cmと不規則で、底部は比較的に平坦、壁は緩やかに立ち上がる。深さは20～25cmを測る。調査

区内では底部がほとんどフラットで傾斜していない。覆土はオリーブ色粘質土を主体とし、底部には砂質

土が薄く堆積することから、その当時は水が流れていたようである。SD650と SD801に切られ、

SK809と接し新旧関係は不明であるが、覆土から同一の遺構である可能性がある。SD808との関係は不

明であるが、少なくともSD807が新しいということはない。切り合いと検出層位から古代以前であるが、

遺物が出土していないため明確な時期は不明である。

SD812（図版4・67）

21C、22Cに存在する溝で、北西方向から南西へ向かいSD808に流れ込んでいる。北東側には

SX815とSX818が隣接する。溝の幅は北側の角を境として南西側は30～40cmと比較的しっかりして

いるが、南東側は20～60cmと不規則である。断面形は南西側の底面が比較的平坦で緩やかに立ち上が

るのに対して、南東側の底部は波打ち不安定になり非常に浅くなる。深さは10cm程であるが、SD808

へ向かい緩やかに傾斜している。覆土は3層に分層され、SD808に流れ込む付近にのみⅧ層主体の炭化

物を多く含む黒褐色土が堆積し、この覆土はSD808へ流れ込んでいた。

SD1001（図版11・69）

23Mに位置する溝。幅は70cm～1.1mで、深さは15cmである。断面は比較的平坦な底面から緩や

第Ⅳ章　遺　　　構

29



かに立ち上がる。平行して2m離れた位置にSD1002がある。

SD1002（図版11・69）

23M・23Nに位置する。幅は60～70cmで、深さは20cm程である。断面は凹凸のある底面から緩

やかに立ち上がる。覆土から鉄滓のようなものが出土している。

7）畝　状　遺　構（図版5・55）

Ⅵ区の中心、SD808の西岸で検出された。溝は20条あり、溝の軸方向はN－20°－Wである。幅は

30cmで、深さが20cmのものが一般的である。溝は一つ間隔で末端の揃い方や溝の掘り形の流れが同じ

ものがあるので2群に大別できる。一部の溝はSD808に切られているが、氾濫で削られたと解釈する。

畝状遺構はSB15とSB16と重なるが、畝状遺構の方が古い。

8）そ の 他

SX352 SX373 SX380 SX381 SX385 SX1099（図版8、5）

19K、20Kに位置し、底部に焼けて褐色化した被熱面が認められるものを不明遺構とした。検出面は

すべてⅧ層上面である。位置に規則性は見出せない。平面形は長径30～100cmと大きさは不規則で、

楕円形を呈する。覆土は被熱面の上に黄褐色の焼土粒を含んだ土が薄く堆積する。SX352のみ被熱面の

上に炭化物層が堆積する。

SX410（図版11）

16K9周辺に位置する不明遺構である。幅212cm、深さ16cm前後を測る。SB2の北東側にあり、方

向はSB2と同じである。断面形は凹凸のある底面から壁面は緩やかに外反気味に開く。覆土は2層に分

層され、1層は炭化物粒子を含む砂質土で、遺物が多く出土した。

SX644（図版3）

22Bに位置する不明遺構である。北西側にはSB14が存在し、東側から西側までをSD646に囲まれて

いる。形状は長軸1.5mの不整形で断面形はやや凸凹があり、底部から緩く立ち上がる。深さは10cmと

浅い。覆土は明黄褐色の砂礫で下位は青灰色砂質シルトに砂礫が混じる。遺物が出土していないため明確

な時期は不明であるが、覆土からSD646などと同時期と考えられる。

SX822（図版20・70）

19Lに位置する石組遺構である。南東側は調査区外で、北東側は調査時の暗渠により不明である。北

東側にはSK821、西側にはSX361が存在する。4つの礫をコの字状に埋め込み、南東側は開いている。

礫は平坦面を上に向け平らに揃えており、すべて被熱している。北西側の石組下部の周辺には焼土が約

40cmの範囲で検出された。周辺及び石組の下部は、黄褐色の焼土粒と多量の炭化物が混合する青灰色砂

質シルトが約1mの範囲で堆積し、特に石組部分は10～20cmの層厚で、焼土粒が多量に混じる。その

上位には焼土粒をまばらに含み、炭化物を多量に含んだ暗灰色の粘質シルトが堆積する。またSX822を

含む19K付近に炭化物が広範囲に検出され、粘性の非常に強い灰白色粘土粒や青灰色砂質シルト粒、焼

土粒をブロック状に含む範囲も部分的に認められた。上記の状況からすれば炉と思われる。

3 遺　構　各　説
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第Ⅴ章　遺　　　物

1 概　　　要

蔵ノ坪遺跡から出土した遺物は、古代が9割以上を占め、他に縄文時代から、近世までの遺物が断片的

に認められる。遺物量は、土器が平箱で約50箱、木製品が約1400点である。古代の土器では、須恵器、

土師器があり、灰釉、緑釉は出土していない。木製品も多く出土しているが、品名の明らかなものは少な

く、部材、削片等が多い。土器、木製品ともに、ほとんどが溝（SD808・265等）からの出土である。

2 古 代 の 遺 物

A 土　　　器

1）分　　　類

古代の土器は、須恵器と土師器に分類される。須恵器には、無台坏、有台坏、坏蓋、長頚瓶、双耳瓶、

小瓶、横瓶、短頚壺、長胴短頚壺、広口壺、くびれ鉢、中甕、狭口甕、長胴甕がある。また土師器には、

椀、小甕、長甕、鍋、土管、有台盤がある。これらの品名をさらに、器形により第2表のように分類し、

それを口径により細分（数字）した。主要器種の分類基準を以下に記す。なお、分類にあたっては、［北

野1999］を参考とした。

須　恵　器

無台坏－最も多く出土している。A～H類まである。口径により1～3まで細分した。A～C類は比較

的厚手で、体部がほぼ垂直に立ち上がる。C～E類は底部厚く、体部は直線的に開く。H類は器壁薄く体

部の開きの大きいものである。

有台坏－基本的には、高台の付き方、口径高さ比率により分類した。特殊な器種として、折縁口縁、双

耳坏がある。

坏蓋－端部の形状により分類した。

長頚瓶－口縁部から底部まで揃ったものがなく、体部の形状により分類した。

中甕－いわゆる甕であるが容積的には、すべて中甕に入ると考えられる。口縁部形態により分類した。

土　師　器

椀－須恵器の坏と同形態のものも見られるが、便宜上椀とする。形状、口径、高さ比率、口径の組み合

わせによりA～E類に分類し、口縁径により細分した。

甕－口径20cm前後で長甕と、小甕に区別した。主に口縁部形態により分類した。

2）各　　　説

遺構出土土器

SB2（図版21－1～6）

SB2の柱穴および周囲を巡る溝（SD221）からの出土である。P244からは1の須恵器坏と4の土師器
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第2表　土器分類基準

分　　　　　類 細分
（口径） 解　　　　　説 個体数 ロクロ回転

右 左

土器

須恵器

無台坏
1（口径13.5cm以内）
2（口径13.6cm～14.5cm）
3（口径14.6cm～16cm）

A 1 底部に丸みを持ち、口縁部直線的に立ち上がる 2 1 0
B 1 底部平坦で、体部丸みを持って、垂直近く立ち上がる 6 5 0
CⅠ 1 底面平坦で、口縁直線的に垂直に近く立ち上がり、口径、高さ比率30以上 7 3 0
CⅡ 1 CⅠと同形であるが、器厚が薄いもの 2 2 0

DⅠ
1
底部厚く平坦で、体部直線的に開く

18 13 2
2 9 8 0
3 2 1 0

DⅡ 2 底部厚く平坦で、体部直線的に開くが、口縁、高さ比率20以下と浅いもの 2 2 0
DⅢ 2 底部厚く平坦で、体部直線的に開くが、端部やや外反する 3 3 0
E 1 底部厚く平坦で、体部直線的に開くが、体部薄く、端部外反するもの 3 3 0
F 1 底部薄く、体部薄く直線的に開く 3 1 0

1 底部に丸みをもち、口縁ゆるやかに立ち上がる 4 3 1
1 器壁薄く、体部開きが大きく、直線的に延びる 35 9 20HⅠ 2 2 0 2

HⅡ 1 器壁薄く、体部開きが大きく、直線的に延びるが、端部外反する 3 2 0
HⅢ 1 器壁薄く、体部開きが大きく、直線的に延びるが、端部内側に直立する 9 2 6

有台坏
1（口径11cm以内）
2（口径11cm～13cm）
3（口径13cm～14cm）
4（口径14cm～15cm）
5（口径15cm以上）

A 1 底部に丸みを持ち、高台垂直に落ちる 1
BⅠ 1 高台やや外反し、体部直線的に立ち上がる。口縁、高さ比率30以下 3 1
BⅡ 1 高台やや外反し、体部直線的に立ち上がる。口縁、高さ比率30～35 1 1
BⅢ 1 高台やや外反し、体部直線的に立ち上がる。口縁、高さ比率35～40 1 1 0

C 1 高台やや外反し、体部直線的に立ち上がる。口縁、高さ比率40～50 5 3 0
4 1

D

1

高台垂直で、体部直線的に立ち上がる。口縁、高さ比率50以上

3 1
2 5 2
3 2 1
4 1 1

E 2 Dより、体部の開く角度が大きいもの 1 1
F 2 折縁である 1
G 双耳坏 4 2
H 2 高台ハの字状、体部中央に膨らみ。口縁、高さ比率100以上 1 1

坏蓋
1（口径12.5cm以内）
2（口径12.5cm～13.5cm）
3（口径13.5cm～15cm）
4（口径15cm以上）

AⅠ

1

つまみはくぼみのある擬宝珠が多く、端部丸く収まる

1 0 1
2 4 0 1
3 4 1 1
4 2 0 2

AⅡ 1 端部垂直に落ちる 1
B 1 端部受け状、つまみ大きい 1

長頸瓶

AⅠa やや胴長の体部で、肩の張るもの。高台ハの字状。 1 1
AⅠb やや胴長の体部で、肩の張るもの。高台垂直。 1 1
AⅡ やや胴長の体部で、なで肩のもの 2 1 1
AⅢ 球体に近い体部で、なで肩のもの 2 1 1
AⅣ 球体に近い体部で、首が細い。 3

双耳瓶 A 1
小瓶 A 小型の壺 4 1 1
横瓶 A 5
平瓶 A 1 1
短頸壺 A 3
長胴短頸壺 A 1 1
広口壺1（口径15cm以下）

2（口径20cm以上） A 1 3
2 2

くびれ鉢 A 1 1
AⅠ 1 口縁端部内側に肥厚 3
AⅡ 1 口縁端部外反 1
AⅢ 1 口縁端部外反、端部肥厚 6 3
AⅣ 1 口縁端部外反水平 1

狭口甕 A 1
長胴甕 A 1

土師器

椀
1（口径13.5cm以下）
2（口径13.5cm～14.5cm）
3（口径14.6cm～16cm）
4（口径16cm以上）

A 底面平坦、体部直立に近い。口縁、高さ比率30以下 3 2
B 底面平坦、体部外方に開く。口縁、高さ比率30以下 1

CⅠa 1 底部から体部に立ち上がる部分がくびれる。口縁、高さ比率30以下 11 11
2 1 1

CⅠb 1 底部から体部に立ち上がる部分がくびれる。口縁、高さ比率30～35 4 4

CⅡa 1 底部から体部丸みを持って開く。口縁、高さ比率30以下 20 11
4 2 1

CⅡb

1

底部から体部丸みを持って開く。口縁、高さ比率30～35

20 16
2 2 1
3 2 1
4 3 2

CⅡc
1
底部から体部丸みを持って開く。口縁、高さ比率35～40

4 4
2 1 1
4 1

CⅡd 4 底部から体部丸みを持って開く。口縁、高さ比率40以上 1 1
DⅠa 4 底部から体部丸みを持って開く。口縁、高さ比率30以下（内黒） 5 5

DⅠb 3 底部から体部丸みを持って開く。口縁、高さ比率30～35（内黒） 8 6
4 2 1

DⅠc
2
底部から体部丸みを持って開く。口縁、高さ比率35～40（内黒）

1 1
3 2 2
4 1 1

E 黒色土器 3

小甕
1（口径12cm以下）
2（口径12cm～14cm）
3（口径14cm～17cm）
4（口径17cm～20cm）

AⅠ
1
くの字状に外反し、端部肥厚、断面三角形に近い

2 1 0
2 4 2 0
3 4

AⅡ
1
くの字状に外反し、端部コの字または丸く収まる

2
2 2
3 5

AⅢ 1 くの字状に外反し、端部尖る 1 1

AⅣ 2 口縁受け口状 4
3 1

AⅤ 3 口縁水平に開く 1
BⅠ 口縁くの字状に外反、寸づまり、ケズリ、なで整形 1
BⅡ 4 口縁くの字状に外反、寸づまり 1 1
C 4 口縁緩やかに外反、端部コの字または丸く収まる 2
D 4 有台 1

長甕
5（口径20cm以上）

AⅠ 4 くの字状に外反し、端部肥厚、断面三角形に近い 5 1
5 3 1

AⅡ 4 くの字状に外反し、端部コの字または丸く収まる 8
5 2

鍋
1（口径35cm以下）
2（口径35cm以上）

A 1 口縁くの字状に外反、下半部叩き、ケズリ 6 1
2 5

B 2 くびれ鍋 1
A 1

短頸壺蓋 A 1
土管 A 2
鉢 A 1
有台盤 A 1

G

短頸壺

※ロクロ回転は判明した個体数

中甕
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第9図　器種分類（1）（須恵器）
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第10図　器種分類（2）（須恵器・土師器）

2 古 代 の 遺 物
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椀が出土している。2・3・5・6がSD221からの出土である。須恵器は無台坏HⅠ－1類、土師器は椀

CⅡa類である。6は内黒である。

SB3（図版21－7・8）

7は有台坏の底部。8は口縁の開きのない小甕と考えられる。

SB5（図版21－9～13）

周りをめぐる溝SD313からの出土である。10は小甕と考えられる。11は肩が緩やかで、細い頚のつ

く長頚瓶である。12、13は土師器の椀であるが厚みに違いがある。

SB7（図版21－14・15）

周りをめぐる溝SD416からの出土である。2点ともに土師器の椀である。

SB9（図版21－16～37）

周りをめぐる溝SD422、751および柱穴からの出土である。SD422からは須恵器無台坏、土師器椀、

土師器小甕がまとまって出土している。無台坏は、器壁の薄いH類で占められる。16には「津」の墨書

が認められる。土師器椀はいずれもCⅡ類。小甕が多く出土していることは、この建物の性格をあらわ

しているであろうか。

SB10（図版22－38～41）

雨落ち溝と考えられるSD294からの出土である。長頚壺頚部分2点および土師器椀2点である。38は

小型の瓶である。

SB12（図版22－42～46）

柱穴および雨落ち溝と考えられる溝SD386およびSD564からの出土である。5点とも異なった器種で

ある。長頚瓶42は肩に丸みがあり、低部がしまらない。43の蓋は端部が丸く終わっている。44の坏は

器壁薄くH類に入る。体部に墨書文字「鹿」が逆さに書かれている。

SB14（図版22－47）

当遺跡の中で、最もしっかりした柱根が残っていた建物である。P638からの出土である。有台坏DⅠ

類である。低部から下半にかけては何かを塗った痕跡が認められ、やや赤褐色がかっている。

SB16（図版22－48・49）

雨落ち溝と考えられるSD1073からの出土である。土師器の小甕および鍋が出土している。49の鍋は、

硬い焼きで、砂粒多く須恵器に近い胎土である。

SK223、224、225（図版22－50～60）

SK223（50～54）は、SB2の北側にある土坑である。須恵器坏蓋、土師器椀、長甕が出土している。

椀はいずれもCⅡ類である。SK224からは1点（55）、SK225からは、椀、鍋等が出土している（56～

60）。

SK266（図版22－61～65）

椀、小甕、長甕、鍋が出土している。61の椀は小型で浅い。64の鍋は小型である。65は有台盤の脚

部と考えられる。

SD41（図版22－67・68）

須恵器無台坏および有台坏が出土している。無台坏は2点ともD類で、有台坏ともに体部に共通性が

あり、一括性が高い。

SD66（図版23－69・70）
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69の有台坏は体部の開きがやや大きい。口縁部および中央に沈線がめぐる。70の短頚壺は肩の張りが

大きく、高台はハの字にふんばる。

SD202、204、205、206（図版23－71～75）

いずれの溝からも1～2点の出土があるに過ぎない。

SD207（図版23－76・77）

SB9とSB2の間を通る道状遺構の溝からの出土である。76は有台坏。口縁部が折縁となるが、一部斜

めにそがれている。低部には墨書文字「津」が書かれている。77の横瓶は73に比べると丸みのある体部

で両面閉塞である。

SD209、222（図版23－78～81）

出土は少ない。

SD264（図版23－82～87）

SD265の最終段階の溝からの出土である。82の須恵器無台坏はH類、84～87の椀はいずれもCⅡ類

に入る。層位的には、SD265より新しいことになる。

SD265（図版23－88～図版27－215）

最も多くの土器が出土している溝である。

須　恵　器

無台坏（88～108） 88はD類で器壁が厚く、他の無台坏とは区別される。他は全てH類で斉一性

が強い。ロクロ回転方向は、確認できた17固体のうち10固体が左回りである。墨書土器はこのH類に

多く、「王」「二」「井」「吉」などがある。

有台坏（109～111） 109は高台が貧弱に付く。110は折縁坏であるが、体部の開きは大きい。111

は双耳杯である。耳部分には、削り痕が明瞭である。低部は回転糸切りである。須恵器の回転糸切り技法

は、わずかである。

坏蓋（112・113） いずれも転用硯として利用されている。AⅠ類で端部は丸く収まる。

長頚瓶（114・115・117～120） 119・120は広口壺の口縁部の可能性がある。114・115はい

ずれも下半が胴長となる。ロクロ回転は左回りである。

小瓶（116） 丸みのある体部である。

平瓶（123） 上部が水平に近く曲がることから、平瓶と判断した。当遺跡ではこれ1点である。

短頚壺（121） 肩部に3条の沈線がめぐる。

広口壺（122） 体部に叩き痕が認められる。

中甕（124～128） 125を標準として中甕とした。口縁部形態としては、首が短く開きの少ないも

の（124・125）、大きく開き口縁部下端に突帯がめぐるもの（126～128）とがある。127・128には、

波状文がめぐる。

土　師　器

椀（129～189） 須恵器坏類に比べると圧倒的に多い。このことは後述のSD808と逆の現象を表し

ている。全て回転糸切り、ロクロ右回転である。129から134のように小ぶりで浅いもので、底部近く

に強いヨコナデを施すものから、大きく深いものまで認められる。ほとんどが全面ヨコナデ整形であるが、

一部に削りやミガキを施すものもある。D類（171～186）としたものは、いわゆる内黒である。ヨコ

ナデ後内面から外面口縁部にかけて、ミガキが施される。また、体部下半から底部にかけては、ケズリが

2 古 代 の 遺 物
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見られる。同じ器形でも、内黒にするためにミガキが加えれらたものと考えられる。187～189は黒色

土器である。187は口縁部やや外反する。底部は凌ぎのベタ高台。内外面ともにミガキが加えられる。

188は無台椀の底部。189は高台椀である。

無頚壺及び蓋（190・191） セットになると考えられる。壺はヨコナデ後に丁寧なミガキが加えら

れる。底部は丸みを持つ。蓋は天井部ケズリが見られる。中央つまみ部を欠損するが、宝珠状つまみがつ

くものと考えられる。

小甕（192～200） 口径は11～18.4cm（1～3類）まで認められ、また、口縁部形態もⅠ・Ⅱ・

Ⅳ類がある。すべて、ヨコナデ整形。底部右回りの糸切りである。口縁部付近にオコゲが目立つ。

長甕（201～209） 口縁部は全てが外反し、端部でⅠ・Ⅱ類に分かれる。上半については、全てヨ

コナデとカキメ。底部は明確でないが、209は平底で、強いケズリが施される。

鍋（210～215） 全て口径は30cm以上である。口縁が外反し、若干の形態変化を示す。口縁部か

ら上半はヨコナデ及びカキメ、下半部は外面叩きである。内面は削りが加えられる。

SD268（図版27－216～図版28－218）

216は底部小さく、体部が大きく開く。下部にはケズリが施される。底部も糸切りの後ケズリが加え

られる。217は長甕、218は鍋である。鍋の下部には、ケズリが見られる。

SD412、470、678、735（図版28－219～223）

出土は少ない。

SD808（1009）（図版28－224～図版30－300）

観察表の内、SD808としたものが、平成12年度発掘分、SD1009としたものが平成13年度に発掘し

た分であるが、同一の河川跡である。SD1009のほうが上流部にあたる。

須　恵　器

無台坏（224～270） 多く出土している。A類からH類まで全て出土している。A類は224・225

の2点で、厚手で底部に丸みを持つ。B類（226～230）は器高指数30以下で、浅い。体部は丸みを持

って立ち上がる。C類（231～238）は器高指数がほとんど30以上で、やや深く、厚手である。D類

（239～259）は最も出土が多い。AからC類に比べると口縁の開きがやや大きい。口径は1～3まで分

類できる。E類（260～262）は特徴的で、体部の器壁が非常に薄い。F類（263～265）でも同様であ

るが、底部と体部の境が角張る。焼成も特徴的で、やや白く、気泡も多く、認められる。他の土器と明確

に区別できる。G類（266～268）も特徴的で、全体的に丸みを持つ。3点とも同一筆跡と思われる墨書

「麻」が書かれている。H類（269・270）は、器壁が薄いこれら無台坏はいずれも底部へら切り、ロク

ロ右回りである。また、胎土内に長石等が多く含まれることも特徴である。

有台坏（271～276） 図示した5点にまとまりはなく、いずれも異なる形態を示している。271～

273は器高比率が35以下のB類で、やや浅い。271は高台が外にふんばるのに対して、272は垂直で、

底部の中側に高台が接着している。274（C類）、275（D類）、276（E類）は徐々に口径比率を増して

いく。275は高台が高い。276はいわゆる綾椀である。下部に削りを施す。

坏蓋（277） 特異な形態であるが一応蓋と判断した。体部に丸みを持ち天井部が厚い。天上部には逆

台形様に溝が走っており、あたかも棒をとおして持ち上げられるようになっている。天井部周囲は不明。

高坏（278） 高坏と判断した。胎土も異なることや器形から、古墳時代の可能性が高い。

広口壺（279） 口縁垂直に立ちあがり、丸い体部を持つ。下部に叩き痕がある。

第Ⅴ章　遺　物
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短頚壺（280） 口縁部破片である。厚手でしまりなし。体部に沈線が巡る。

中甕（281～285） 正確ではないが、およそ中甕とした。中甕は、口縁部形態により、4分類してい

るが、Ⅰ類（281・282）、Ⅱ類（283）、Ⅲ類（284）が出土している。口径は23cm前後といずれも近

似値にある。

脚部（286） 器種明確でないが、脚部と判断した。円面硯の可能性もある。

土　師　器

椀（287～292） A類（287～289）は、坏形態である。287には赤彩が施される。3点ともにへら

切りの後ケズリが加えられる。B類（290）はA類より開きが大きい。291・292がC類である。底部

糸切り。

小甕（293～299） 293（AⅤ類）、294・295（B類）ともに、寸詰まりで厚手である。293、

294ともに体部に削りがみられる。297～299は下半部でヨコナデ、ケズリ、糸切りである。

鉢（300） 1点のみである。ヨコナデ、カキメである。

SD812（図版30－301）

双耳瓶と考えられる耳の部分である。

SD851（図版30－302～307）

SD265につながると考えられる溝出土である。無台坏（302～304）は、いずれもH類である。薄手、

へら切りである。303底部には墨書文字（得？）が認められる。305は長頚瓶の体部と考えられる。厚

手である。306は横瓶の口縁部破片。307は小甕。

SD1019・1031・1043・1061・1069・1071・1076・1079、P1040（図版30－308～316）

いずれも出土は少ないが、SD1071では、無台坏G類が出土している（313）。SD808出土の266～

268と同類。底部墨書「麻」も同一筆跡である。

SX410（図版30－317～325）

無台坏（317～319）はいずれもH類。薄い作りで、底部へら切り。320の坏蓋は天井部水平、端部

丸くおさまる。321の長頚瓶はやや胴長で肩に張りがない。下部にケズリを加えている。土師器椀（322

～325）は、C類で、ヨコナデ、糸切りである。325は底部に「山」墨書。

包含層出土土器（図版30－326～416）

無台坏（326～358） B・C・D・H類が見られるが、H類が、一番多く、次いでD類である。D

類では、328・330に墨書が見られる。H類には、墨書が多く、354の「津」、337の「寺」、344の

「山」、347の「醜」、352の「伊」、353の「王」、355の「全」などがある。

有台坏（359～372） 359・360は折縁坏である。いずれも胎土内に長石粒を多く含む。361は、

A類としたもので、当遺跡ではこれ1点である。底部にやや丸みを持ち、台は垂直に落ちる。転用硯とし

て利用されている。362は、B類で長石を多く含み、胎土が特徴的である。371は、口縁部欠損するが、

身の深い坏である。中央に沈線が2条めぐる。372も周囲を打ち欠き、転用硯としている。

坏蓋（373～377） いずれもA類で、共通の器形である。374・376は転用硯、377は、内面に茶

色の付着物を認める。

長頚瓶（378・379・381・382） 378・379は、体部。378は肩が張るタイプ。379は丸みを持

つ。381は首が長く、口縁は、受け口状に直立する。380は小瓶の口縁部である。382は口径11cmと

やや大きい。
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くびれ鉢（383） 口縁部破片である。ヨコナデ、カキメが見られる。

広口壺（384） 鉢に類似するが、一応広口壺とした。

狭口甕（385） 直立する短頚に球体に近い体部がつくものと思われる。全面叩き。

長胴甕（386） 体部は細長い卵型を呈する。

長胴短頚壺（387） 器壁は厚い。肩の張りは大きく、下半は直線的である。

中甕（388） 口縁部の開きは大きい。外面並行叩きで、方向が縦方向と特徴的である。

横瓶（389・390） 389は両面閉塞。390はミニチュアである。外面ケズリにより整形している。

両面閉塞で、ミニチュアでありながらも、正規の作り方を行っている。

土　師　器（図版33－391～415）

椀（391～403） ほとんどがC類である。399、403は内黒のD類。402底部には刻書がみられる。

400・401には、いずれも底部に墨書「七」がある。379・401は外面がはぜており、火を受けている

ことがわかる。

小甕（404～409） 口縁部にバラエティーがあり、Ⅰ～Ⅴ類まで認められる。いずれも強いヨコナ

デを施す。408の口縁部はくの字に立ち、特徴的である。

長甕（410～413） いずれも上半の破片で、ヨコナデ、カキメが見られる。413は底部で、丸底、

叩き整形である。

鍋（414、415） 上半に強いカキメ、414では、下半に強いケズリ整形が施される。

B 土製品・石製品・金属製品（図版33－416～418、図版34－419～427）

土管（416、417） ヨコナデ、ケズリ整形である。2点は同一個体の両端と思われる。

羽口（418） 被熱して、コークスが付着する。

土錘（424～426） 426はほぼ完形。長さ約6cm、径約2cm、穴径6mm、両端がややすぼまる。

砥石（419～423） 直方体を基本とし、長軸4面を磨り面としている。材質はすべて凝灰岩。部分的

に鋭利な溝が走る。

銅　（427） 外面には黒漆が残存する。2.6×2.4cmの方形に近い。透かし穴がある。裏面も残って

おり、4隅に鋲止めが残っている。

C 木 製 品

遺構出土（図版35～48）

SB1A（1～9）

柱根である。9本全部が残存していた。1～4・7・8は丸材を利用している。全面に加工を施し、ほ

ぼ円形に整形加工を施している。先端部は3が片面加工の他は、両面からの加工である。7は底面が平坦

で礎版が据えられていた。太さは径15cm前後である。5・6・9は、太い材を分割して利用している。

いずれも全面縦加工であるが、断面形は楕円形に近い。先端は両面加工のV字状である。利用している

原木は、大きく直径30cm以上の木である。一つの建物でも材の取り方、先端の加工に違いが見られる。

材質はいずれも栗である。

SB1B（10～12）

柱根である。3本が残存していた。10は丸材で、周囲全面縦加工で丸くしている。底面は平らである
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が、礎版は存在しない。11は割材を利用している。先端は両面切り。10・11は直径約19cm。12はや

や細く、丸材で先端両面加工。周囲は加工せず、自然面が残る。径は約13cmと細い。材質はいずれも

栗である。

SB2（13～14）

柱根及び礎版である。13はP500で、建物の張り出し部にあたる。細い自然木で、先端を多面加工で

尖らしている。本格的な柱根とは異なる。14は礎版である。丸材の中心部を厚さ約8cmで割っている。

柱根を再利用した可能性がある。

SB3（15～20）

柱根である。6本とも先端部のみの残存である。大きさ、製作技法等共通しており、芯部を中心として

3～4分割して柱としている。先端部は4面体以上の多面体に尖らしている。いずれも栗材で18は、幅

23cmと太い。工具痕を明瞭に残す。

SB4（21）

柱根である。1本のみ残存。先端は2面切り。外面加工はあまり明確でなく、自然面を残す。

SB7（22）

柱根である自然面をそのまま残す。径約17cm。底面は水平に切っている。

SB8（23～25）

柱根である。23・24は張り出し部、25は母屋の柱である。3本とも分割した丸太を使用している。3

本ともに底面はほぼ平らである。側面は23がほぼ自然面を残しているが、24・25は一部加工が施され

る。

SB10（26）

柱根である。1本のみ残存していた。側面は自然面を残す。底面は片面切りである。径約13.5cmであ

る。

SB12（27）

柱根である。1個のみ残存。側面は自然面を残す。先端部は片面切り加工。径約12.5cm。

SB13（28～33）

柱根である。6本残存していた。いずれも丸材で、ほぼ円形である。側面は全面加工を施すが、30、

33は一部自然面を残す。先端部は、30～32が片面切り、その他が両面切りとなる。太さは33が

12.7cmと細い他は、15～20cmである。

SB14（34～39）

柱根である。検出した柱穴6本全てに柱根が残存していた。柱穴掘り込みが深かったため、残存長も長

く、34では131cmを測る。いずれも中心からの割材を使っている。ほぼ円形に面取りしている。直径

は20cmと太い。先端は円錐状に尖るが、39のみ平坦で、下に礎版が置かれていた。先端部は残存状態

が良く、打ち込みによる摩耗等は観察できない。

SB15（40～44）

柱根である。43は細く、丸材で自然面を残している。底面は平坦である。40は、割材を使い、側面に

一部加工を加えている。先端部は、片面加工である。41も片面加工であるが、丸材を用い、全面加工を

施している。42・44は割材を用い、一部に自然面を残している。先端部は片面加工である。1建物であ

るが、柱根は大きさ、製作技法にばらつきがある。
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SB16（45～48）

柱根である。いずれも割材を用いている。46は半割の外周のみに加工を加え、先端を尖らせているが、

底部は平坦である。45は外周に加工を加え、断面細長い形状にしている。先端部は外周から片面加工で

ある。47は側面に加工を加えず、先端のみ両面V字状に尖らせている。48も同様であるが、側面一部加

工を施している。大きさ、形状にばらつきがある。

SA2、3、4、5（49～54）

いずれも杭列の杭である。丸材を用い、先端部のみ加工を加え、尖らせている。

SA6（55～58）

杭列の杭であるが、大きさ、用材にばらつきがある。55・56は、丸材を用い、先端に加工を加えてい

るが、57・58は角材を用い、先端を片側から尖らせている。部材の転用であろうか。

各ピット出土（59～80）

59から73が柱根（59・62～66・68～73）、杭（60・67）礎板（61）である。柱根としたものの

中では、62・68・69・71～73がしっかりしたもので、建物の柱と考えられるが、調査により建物配

列を確認することはできなかった。柱形状はさまざまで、71のように先端を円錐状に尖らしたもの、72

のように片面から切ったもの、68・73のように底面平らなもの等がある。63～66は径が10cm以内と

細く、柱であったか否か明確でない。60は板杭様である。61の礎板はP368である。半割した割材を用

いている。74、78は曲物底板である。いずれも側板を止める木釘が残っている。75は楔であろうか。

76は黒漆塗り椀である。外面に布が付着しており、布を当てて、漆を塗っている可能性がある。79は頭

部を山形に切る。

SD41（81～84）

SB1と並行して走るSD41からの出土である。82は曲物底板。木釘孔を残す。81は丸木先端を尖らせ

ており、上面は短く切っていることから、刳り物原材の可能性もある。83は両端を切り落としている。

SD207（85）

SB2とSB7の間を走る道路遺構の溝からの出土。小形の合子である。内外面は黒漆塗りで、被せ蓋式

である。

SD221（86～88）

86は曲物。底板には、木釘痕が4箇所認められる。側板は2列前内3段、後内2段綴じ。87は箸であ

る。88は火きり棒の可能性がある。

SD264（89～91）

SD265の最終段階の溝である。89は曲物底板。木釘痕を残す。90は槍形の木製品で完形である。断

面4角形で両先端が尖る。91は丸木船の一部と考えられるが、断定はできない。船首または鞆の部分と

考えられる。杉材を利用しており、現存長100cm、幅32cmである。深さは現存部で15cmくらいであ

る。磨耗著しく加工痕は明瞭でない。

SD265（92～148）

多量の木製品が出土している。94～99・103～106・109は、箸及び未製品と考えられる。92・

93・102・107・108・114・115は箸より太く、断面四角形で、先端は尖るものと考えられる。

101はへら状であるがやはり先端が尖る。いずれも使途不明。102は断面四角形で両端に円孔が認めら

れる。100は側面よく整形されていて、端部も丸く整形されている。111は断面楕円形で、側面よく整

第Ⅴ章　遺　物
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形されている。112は端部に紐かけ様の段がある。浮子の可能性もある。116は丸木でややカーブを持

ち、先端加工される。117・118は杭と考えられる。119は曲物底板の一部であろう。120は板材で斜

めに切られ、円孔が認められる。121・122は、撥型で先端が尖る。123は断面三角形で底辺側に溝が

数条認められるが等間隔でない。先端はこげている。124は板状で先端が尖る二等辺三角形である。底

辺近くの両端に小さな抉りがある。長さは30cmである。126は先端扁平で、基部に向かって厚みをま

し、基部ではまた尖る。127は扁平板で両端に小孔がある。また両側面も薄くなっている。128は内外

面漆塗り。箱物と考えられる。129も黒漆塗りで、箱物の端部で、木釘孔がある。130は独楽である。

131は長さ11cmの台形様の薄板である。底辺中央にやや大きな三角形抉りがあり、その両外側には小

さな三角形抉りがある。また、板両端には円孔が2個ずつある。道具の部材であろう。132は薄板両端に

円孔がある。133～136が刳り物皿である。133・134は未製品。135・136は製品である。未製品の

存在から、当遺跡で製作していたことがわかる。137～147は曲物である。137は中央の他2箇所に穴

があり、蒸器の可能性がある。140・142～144・146は径が16cmくらいと一定している。143は浅

いことから、蓋と考えられる。142には不規則な穴がある。いずれも木釘跡が見られる。145はそれよ

りも大きく27cmくらいである。148は推定口径26cmと大型の鉢状をしている。断面は厚く2.2cm。

底はなかったとおもわれ、甑の可能性が考えられる。

SD267（149）

曲物底板である。径13cm前後と思われる。

SD268（150）

箱物の部材と考えられる。両面漆塗りで、黒と赤が用いられている。

SD313（151・152）

151は曲物底板。145とほぼ同じ大きさである。152は長さ約26cmである。片面にくぼみがあり、

もう片面には脚状の突起が2個ある。使途不明。

SD365（153・154）

153は箸未製品。154は棒状であるが、中空である。

SD386（155）

丸い棒状で一端は細くなる。太い方は端部が丸く整形されている。

SD416（156・157）

156は曲物底板と考えられ、側板との接合部分に段を有する。157は細い箸状で、一端に溝がめぐる。

SD422（158）

板状であるが短い。礎板の可能性も考えられる。

SD442（159）

棒状で一端は細くなり、鉛筆形である。

SD678（160）

杭と思われる。

SD757（161）

断面楕円形に近い板状の棒で長さ18.5cmを測る。片側はブリッジ状に抉られ、脚状となるが、先端一

部欠損。使途不明。
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SD808（162～189）

多くの木製品が出土している。時期的には、SD265より古く、8世紀代である。162～165は大きさ

にばらつきがあるが、箸であろう。165は先端のみを極端に尖らせており、別用途の可能性がある。166

は薄い短冊形で、片側に小孔が2個ある。167は欠損部はないが、使途不明。168は曲物底板。176は

曲物蓋。木釘止めで、皮止めは2箇所。169は鳥形と考えられる。尾部欠損。170はイヌガヤを利用して

おり弓であろう。171～174は刳りものである。171、174は浅い盤、172はやや深い皿である。174

は木取りが異なる。173は轆轤の爪あとがある。つめは5箇所である。高台部分で切り落としたものと考

えられる。177は平らな薄板で、皮留痕があることから、方形の曲物等が考えられる。178は長さ

113cmの厚手の板。加工痕を明瞭に残す。180～182は建築部材であろう。180にはホゾ穴があり、

182にはホゾがあることから、組み合わされる可能性がある。182のホゾ部分を除くと、長さ144cmで

ある。181は180とほぼ同じ長さである。179は中央よりに浅い抉りがある。183は長さ217cmと長い。

中央が円形に近く膨らみ、端部が扁平となる。184～189は杭であろうか。

SD851（190・191）

190は先端が楔状に尖る。191は、箱物の底と考えられる。木釘穴、皮留痕が認められ、線条痕を多

数残す。

SD1010（192）

曳き物の皿と考えられる。削りだしの高台を持つ。

SK241（194）

曲物側板である。直径16.6cm、高さ6.6cmを測る。皮止め2箇所、木釘4箇所が認められる。端の接

合部位にはケビキ。内面には黒いオコゲがある。

SK531（195～197）

195は加工材の削り片であろうか。196は両側面を欠損する。中央に抉りがある。

SX410（198）

198は、端部に丸みを持つ。端に円孔がある。品名不明。

包含層・その他出土（199～257）

205は鞘と考えられる。端部に削り痕及び段が認められる。207は、柄の握手部分と考えられる。中

央に差込孔がある。208は、糸巻きである。209、210は、木錘である。いずれも中央の溝は全周してい

ない。218～221はいずれも板に円孔があるものである。231は対角線に突起状に出た部分に円孔があ

る。234～236は内外面漆塗りの箱物である。内面黒、外面赤漆である。Ⅱ・Ⅲ層からの出土で、中世

以降の可能性がある。238は端部山形で、円孔がある。扇の可能性もある。239は完成品に近いが、品

名不明。先端部に円孔がある。227、228は同一製品と思われる。中央左右対称に四角の孔がある。240

は薄板の周囲に円孔が連続する。241は火きり臼である。232は、細い板に連続して5つの孔がある。孔

間隔はほぼ10cmである。245は緩やかな丸みが認められ、桶側板の可能性がある。246・247は挽き

ものの椀である。247は内外面漆塗り。248は皿未製品。240～256は曲げ物側板及び底板である。

250は底板で「大有」の刻書がある。255は小型である。断面端部がやや内側を向いているのがわかる。

第Ⅴ章　遺　物
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3 その他の遺物

木簡（図版51－258～260）

3点出土している。258は一次調査時の出土、259・260はSD265からの出土である。

図版88下の木製品は、調査区の脇で発見されたものである。暗渠掘削の際に出土した可能性が高いが、

確証はない。しかし、墨書の漢字等から当遺跡に係る古代の遺物の可能性が高い。左面には、「我」「是」

「有」が認められる。右面には「無」「念？」がある。また、戯画も両面に認められる。

幅12.7cm、高さ8.5cm、厚さ0.3～1.5cm。

3 その他の遺物

縄文前期石匙（436） 前期特有の石匙である。上流部に前期の遺跡があることから、そことの関連が

考えられる。

珠洲焼（428～432） 428は甕底部。429～432はすり鉢である。429～431は各々口縁部形態が

異なり、時期幅をあらわしている。

青磁（433） 椀の底部。見込み部に文様あり。

近世唐津焼（434・435） 434は唐津皿。胎土目。435は波佐見皿であろう。

時期不明土器（437） 黒色薄手の土器である。体部に張りはない。沈線が2条巡る。
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第1号木簡

〔束ヵ〕

・「∨十□　　　　　　　　　」

・「子戸　　　　　　　　　」 115×28×5 033

第2号木簡

・「少目御館米五斗」

・「 □□□□所進」 110×19×4 051

第3号木簡

・「不不不不　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（128）×22×4 019



第Ⅵ章　自然科学分析

蔵ノ坪遺跡から出土した木材の樹種
パリノ・サーヴェイ株式会社

は じ め に

蔵ノ坪遺跡は、舟戸川左岸に位置し、地形的には櫛形山脈から続く丘陵地の末端～沖積地にかけて立地

している。今回の発掘調査により、幅10～15mの旧河道が確認され、その両河岸から建物跡などの遺

構が検出されている。これらの遺構は、出土遺物等から8世紀後半～9世紀前半（奈良・平安時代）と考

えられている。検出された遺構のうち、柱穴内には柱根が残存していた。また、河道等からは木製品が多

数出土している。

今回の分析調査では、これらの木製品や柱根の樹種同定を行い、当時の用材に関する資料を得る。

1 試　　　料

試料は、250点である。このうち、86・143・176・249は、2点の部材が認められたため、それぞ

れから試料を採取した。したがって、合計点数は255点である。試料の中には、同一番号が付されてい

る試料もあり、アルファベットあるいは数字の枝番号が付されている。各試料の詳細は、樹種同定結果と

ともに表1に記した。

2 方　　　法

各木製品から、数mm角程度の木片を採取し、試料とする。完形品など、木片の採取が困難であった

試料については、直接切片を作製する。

剃刀の刃を用いて、各木片の木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の徒手切

片を作製する。作成した切片は、ガム・クロラール（抱水クロラール、アラビアゴム粉末、グリセリン蒸

留水の混合液）で封入し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定

する。

3 結　　　果

樹種同定結果を表1に示す。木製品は、針葉樹5種類（マツ属複維管束亜属・スギ・ヒノキ・イヌガ

ヤ・カヤ）と広葉樹21種類（ヤナギ属・ハンノキ属ハンノキ亜属・アサダ・ブナ属・コナラ属コナラ亜

属コナラ節・クリ・ケヤキ・モクレン属・クスノキ科・カツラ・ヤブツバキ・ウツギ属・アジサイ属・ユ

ズリハ属・サンショウ属・キハダ・ヌルデ・トチノキ・ツゲ・ウコギ属・トネリコ属）に同定された。各

種類の主な解剖学的特徴や形態的特徴を以下に記す。

<木材>

・マツ属複維管束亜属（Pinus subgen. Diploxylon） マツ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道および水平樹脂道が認

められる。分野壁孔は窓状となり、放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。放射組織は単
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3 結　　　果

列、1～15細胞高。

・スギ（Cryptomeria japonica (L.f.) D.Don） スギ科スギ属

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞がほぼ晩材部に限

って認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞の壁は滑らか。分野壁孔はスギ型で、1分野

に2～4個。放射組織は単列、1～15細胞高。

・ヒノキ（Chamaecyparis obtusa (Sieb.et Zucc.) Endlcher） ヒノキ科ヒノキ属

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部に限っ

て認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁孔はヒノキ型～トウヒ型で

1分野に1～3個。放射組織は単列、1～15細胞高。

・イヌガヤ（Cephalotaxus harringtonia (Knight) K. Koch f.） イヌガヤ科イヌガヤ属

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか。樹脂細胞が早材部および晩材部に散在する。放射組織は

柔細胞のみで構成され、分野壁孔はヒノキ型で1分野に1～2個。放射組織は単列、1～10細胞高。仮

道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

・カヤ（Torreya nucifera Sieb. et Zucc.） イチイ科カヤ属

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は狭い。放射組織は柔構成され、柔細胞壁

は滑らか。分野壁孔はトウヒ型～ヒノキ型で、1分野に1～4個。放射組織は単列、1～10細胞高。仮道

管内壁には対をなしたらせん肥厚が認められる。

・ヤナギ属（Salix） ヤナギ科

散孔材で、道管は単独または2～3個が複合して、年輪全体にほぼ一様に分布する。道管の分布密度は

比較的高い。道管は、単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列、1～15細胞高。

・ハンノキ属ハンノキ亜属（Alnus subgen. Alnus） カバノキ科

散孔材で、管孔は単独または2～4個が放射方向に複合して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は

対列状に配列する。放射組織は同性、単列、1～30細胞高のものと集合放射組織とがある。

・ブナ属（Fagus） ブナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2～3個が複合して散在し、年輪界付近で径を減ずる。道管の

分布密度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組織は同

性～異性Ⅲ型、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen. Lepidobalanus sect. Prinus） ブナ科

環孔材で、孔圏部は1～2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～20細胞高のものと複合放射

組織とがある。

・クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.） ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は1～3列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に

配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～15細胞高。

・ケヤキ（Zelkova serrata (Thunb.) Makino） ニレ科ケヤキ属

環孔材で、孔圏部は1～2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋

様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組

織は異性Ⅲ型、1～10細胞幅、1～60細胞高。放射組織の上下縁辺部を中心に結晶細胞が認められる。
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第Ⅵ章　自然科学分析

・モクレン属（Magnolia） モクレン科

散孔材で、管壁厚は中庸～薄く、横断面では角張った楕円形～多角形、単独および2～4個が放射方向

に複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は階段状～対列状に配列する。放射組織は異性Ⅱ型、1

～2細胞幅、1～40細胞高。

・クスノキ科（Lauraceae sp.）

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独まれに2～3個が放射方向に複合する。道管

は単穿孔または階段穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、1～3細胞幅、1～20細

胞高。柔細胞には油細胞が認められる。

・カツラ（Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc.） カツラ科カツラ属

散孔材で、管孔は単独または2～3個が複合して散在し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管の分

布密度は、比較的高い。道管は階段穿孔を有する。放射組織は異性Ⅱ型、1～2細胞幅、1～30細胞高。

・ヤブツバキ（Camellia japonica L.） ツバキ科ツバキ属

散孔材で管壁は薄く、横断面では多角形～角張った楕円形、単独および2～3個が複合して散在する。

道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性Ⅱ～Ⅰ型、1～2細胞幅、1～

20細胞高で、時に上下に連結する。柔細胞は時に結晶を含む。

・ウツギ属（Deutzia） ユキノシタ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形、ほぼ単独で散在する。道管は階段穿孔を有する。放射組織

は大型の異性で、1～4細胞幅、鞘細胞が認められる。今回の試料は、節の一部を含んでおり、板目で放

射組織が癒着している様子が観察できる。

・アジサイ属（Hydrangea） ユキノシタ科

散孔材で、道管は小径、単独または2～3個が複合して年輪界にほぼ均一に散在する。道管は階段穿孔

を有し、壁孔は階段状に配列する。放射組織は異性I型、1～3細胞幅、1～30細胞高で、時に上下に連

結する。

・ユズリハ属（Daphniphyllum） トウダイグサ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形、単独および2～3個が複合する。道管は階段穿孔を有し、

壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性Ⅱ型、1～2細胞幅、1～20細胞高で、時に上下に連

結し60細胞高を越える。

・サンショウ属（Zanthoxylum） ミカン科

散孔材で、道管は横断面では角張った楕円形、単独まれに2～3個が放射方向に複合して散在し、年輪

界に向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅲ型、

1～3細胞幅、1～30細胞高。

・キハダ（Phellodendron amurense Ruprecht） ミカン科キハダ属

環孔材で、孔圏部は2～5列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向

の紋様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放

射組織は同性、1～5細胞幅、1～40細胞高。

・ヌルデ（Rhus javanica L.） ウルシ科ウルシ属

環孔材で、孔圏部は2～4列、孔圏外への移行はやや緩やかで、年輪界に向かって径を漸減しながら紋

様状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。
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4 考　　　察

放射組織は異性Ⅲ～Ⅱ型、1～5細胞幅、1～40細胞高。

・トチノキ（Aesculus turbinata Blume） トチノキ科トチノキ属

散孔材で、管壁は厚く、横断面では角張った楕円形、単独または2～3個が複合して散在し、年輪界に

向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は同性、単列、1～15細胞高で階層状に配列する。

・ツゲ（Buxus microphylla Sieb. et Zucc. var. japonica (Muell.Arg.) Rehd.et Wils） ツゲ科ツゲ属

散孔材で、道管径は極めて小径、管壁は厚～中庸で、横断面では角張った楕円形、単独または2～5個

が複合して散在する。道管の分布密度は高い。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列～階段状に配列する。

放射組織は異性Ⅱ～Ⅰ型、1～3細胞幅、1～30細胞高。

・ウコギ属（Acanthopanax） ウコギ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独または2～8個が斜～放射方向に複合して紋

様状に配列し、晩材部へ向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放

射組織は異性Ⅱ型、1～8細胞幅、数細胞高のものから広放射組織まである。

・トネリコ属（Fraxinus） モクセイ科

環孔材で、孔圏部は2～3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。道管壁は厚く、横断面では

円形～楕円形、単独または2個が複合、複合部はさらに厚くなる。道管は単穿孔を有し、壁孔は小型で密

に交互状に配列する。放射組織は同性、1～3細胞幅、1～40細胞高。

4 考　　　察

出土した木製品の用途は、建築・土木材、生活用品、運搬・狩猟・漁労具、祭祀具などに分けられる。

これらの木製品には、合計で26種類の木材が認められた。各木製品の用途別樹種構成を第3表に示す。

全体的に針葉樹のスギの利用が多く、全試料の約半数を占めている。この結果から、当時スギを主とし

た用材が行われていたことがうかがえる。製品別に見ると、スギは曲物、板材、桶など、板状の加工を施

す製品によく見られる。とくに曲物では、蓋・底・側板合計で34点あるが、全点がスギであった。一方、

柱材、杭、漆椀・皿、くりもの等では、スギの利用は少ない。とくに漆製品では、板材の2点にスギが見

られるのに対し、椀や皿ではスギが全く見られない。このことから、スギを中心としつつ、用途によって

用材が異なっていたことが推定される。このような背景には、各木材の材質を考慮したことが推定される。

スギが多く利用されている製品としては、曲物と箸がある。このうち、曲物は、民俗事例でもスギがト

ウヒ、ヒノキに次ぐ良材とされる［農商務省山林局1912；成田1996a］。スギ材の木理が通直で薄い板

状の加工が比較的容易であること、耐水性があること等が選択された背景に考えられる。また、現在の植

生などから、スギは周辺地域に多く生育していた可能性がある。このことも、本地域でスギ材の曲物が多

い背景として考えられる。箸にスギが多く見られることも同様である。ところで、豊浦町曽根遺跡では曲

物にヒノキが多い結果が見られ、今回の結果とは異なる［川村1983］。遺跡の立地環境、性格、時期な

どの違いによって用材も多少異なっていた可能性があるが、現時点では資料が少ないため、いまのところ

詳細は不明である。

一方、スギの利用が少ない用途についてみると、柱材では56点中53点までが広葉樹材であり、その

うち45点までがクリであった。この結果から、柱材ではクリを主とした用材が行われていたことが推定

される。同様の事例は、豊浦町曽根遺跡や越路町岩田遺跡でも報告されている［川村1983；越路町教育
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委員会・パリノ・サーヴェイ株式会社1992；パリノ・サーヴェイ株式会社1997］。クリ材は、重硬で耐

朽性に優れた材質を有することから、材質を考慮した上で柱材として利用していたことが推定される。ク

リ以外では、トネリコ属やアサダがクリと同様に強度の高い材質を有することから、クリと共に利用して

いたことが推定される。一方、ヌルデは、その他の広葉樹材と比較すると、やや強度が低い。そのため、

建物の用途・性格、部位などが異なっていた可能性もある。今後、出土地点などの情報も含めて検討した

い。

杭は、柱根と同様にクリが多く、他にスギ、ブナ属、モクレン属、クスノキ科、カツラ、キハダ、トネ

リコ属が利用されており、他の木製品に比較して利用されている種類数が多いことが特徴である。杭材は、

これまで各地で行われた樹種同定結果［島地・伊東1988］でも多くの種類が認められている。このこと

から、杭材は周辺で入手可能な木材を利用していたことが推定される。また、確認された種類の中には、

木製品や加工材に認められた種類もみられる。そのため、枝など製品として利用しない部分を、杭材とし

て利用した可能性もある。

皿、ろくろ装着痕底部、くりぬき皿、鉢などの容器類をみると、鉢にスギが認められた以外は全て広葉

樹材が利用され、ケヤキの利用が目立つ。ケヤキの他にはブナ属、モクレン属、トチノキが確認されてい

る。これらの広葉樹材は、ろくろの用材として現在でも利用される種類である［農商務省山林局1912、

橋本1979；成田1996b、1996c］。民俗事例では、ケヤキとブナ属・トチノキでは利用方法などに違い

が認められる［橋本1979］。遺跡からの出土例でも、これらの種類が挽物や刳物に多く認められており、
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柱　　　根 3 1 1 45 1 1 1 2 2 57
楔 2 3 5

板　　　材 14 1 5 1 1 1 23
杭 1 1 16 3 1 1 1 1 25

角　　　棒 5 5
棒 11 1 1 1 1 1 16
皿 1 9 1 1 12

漆塗り椀 1 1
ロクロ装着痕底部 1 1
鉢　（深） 1 1
把　　　手 1 1
桶 側 板 ？ 1 1

曲　物

8 8
23 23
2 2
1 1

箸 16 2 18
糸　巻　き 1 1
丸　木　舟 1 1
木　　　錘 1 1 2
浮　　　子 1 1
弓 1 1

槍　　　形 1 1
コ　　　マ 1 1
鳥・馬　形 1 1
火 き り 臼 1 1
火 き り 棒 1 1
合　　　子 1 1
削　　　片 1 1
部　　　材 3 3
不　　　明 1 23 3 1 3 2 1 1 1 2 1 39
合　　計 1 121 1 2 2 1 1 5 3 1 75 15 5 1 1 2 1 2 1 1 1 2 2 1 2 4 1 255

側板
底板
蓋
曲物

第3表　木製品の用途別樹種構成
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新潟県内でも曽根遺跡や岩田遺跡で報告されている［川村1983；パリノ・サーヴェイ株式会社1997］。

これらの結果から、古くから容器の適材として利用されていたことが推定される。

木錘は、2点のみであるが、いずれも広葉樹材が利用され、浮子にはスギが利用されている。木錘に確

認されたクリとヤブツバキは、比較的重硬な材質を有する。一方、スギは軽軟で浮きやすいことが推定さ

れる。これらのことから、木材の重さなどを考慮した上で木材を選択したことが推定される。

弓は、針葉樹のイヌガヤであった。弓については、古事記や日本書紀にも記述が見られ、あづさ（カバ

ノキ属のヨグソミネバリ）、まゆみ（ニシキギ属のマユミ）、つき（ケヤキ）、はじ（ヤマウルシ）等の広

葉樹材が用材として示されている［松田1994］。実際に出土した弓の樹種については、これまでにも多

くの遺跡で調査が行われており、針葉樹のイヌガヤやカヤ等が多い結果が得られている［島地・伊東

1988］。しかし、調査された弓の多くは縄文～弥生時代に属しており、奈良・平安時代の調査例は少な

い。いくつかの調査例では、イヌガヤ、カヤ、クリ、ケヤキ等が報告されており、今回の結果とも一致す

る。縄文～弥生時代の例では、地域によって利用樹種が異なる傾向が指摘されている［松田1994］。し

かし、古代に同様の地域差が見られるのかについては、資料が少なく詳細が不明である。

ヒョウタン類は、栽培種であり、果皮を容器や半分に割って柄付きの水飲み等として利用する［柴田

1957］。

本地域周辺では、古代の用材に関する資料が少ない。今後さらに周辺地域で類例を蓄積し、地域差、時

代差などを検討したい。また、植生との関連を知るために、花粉分析などによる古植生の復元も行いたい。
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a：木口、b：柾目、c：板目 200μm ; a

200μm ; b, c 

1a 1b 1c

2a 2b 2c

3a 3b 3c

第11図　出土木材顕微鏡写真（1）

1．マツ属複維管束亜属（204）

2．スギ（131）

3．ヒノキ（101）

a：木口、b：柾目、c：板目 200μm ; a

200μm ; b, c 
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a：木口、b：柾目、c：板目 200μm ; a

200μm ; b, c 

4a 4b 4c

5a 5b 5c

6a 6b 6c

第12図　出土木材顕微鏡写真（2）

4．イヌガヤ（170）

5．カヤ（92）

6．ヤナギ属（14）
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a：木口、b：柾目、c：板目 200μm ; a

200μm ; b, c 

7a 7b 7c

8a 8b 8c

9a 9b 9c

第13図　出土木材顕微鏡写真（3）

7．ハンノキ属ハンノキ亜属（130）

8．アサダ（126）

9．ブナ属（81）
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a：木口、b：柾目、c：板目 200μm ; a

200μm ; b, c 

10a 10b 10c

11a 11b 11c

12a 12b 12c

第14図　出土木材顕微鏡写真（4）

10．コナラ属コナラ亜属コナラ節（212）

11．クリ（84）

12．ケヤキ（136）
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a：木口、b：柾目、c：板目 200μm ; a

200μm ; b, c 

13a 13b 13c

14a 14b 14c

15a 15b 15c

第15図　出土木材顕微鏡写真（5）

13．モクレン属（174）

14．クスノキ科（56）

15．カツラ（188）
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a：木口、b：柾目、c：板目 200μm ; a

200μm ; b, c 

第16図　出土木材顕微鏡写真（6）

16．ヤブツバキ（210）

17．ウツギ属（90）

18．アジサイ属（155）

16a 16b 16c

17a 17b 17c

18a 18b 18c
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a：木口、b：柾目、c：板目 200μm ; a

200μm ; b, c 

19a 19b 19c

20a 20b 20c

21a 21b 21c

第17図　出土木材顕微鏡写真（7）

19．ユズリハ属（22）

20．サンショウ属（26）

21．キハダ（160）
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a：木口、b：柾目、c：板目 200μm ; a

200μm ; b, c 

22a 22b 22c

23a 23b 23c

24a 24b 24c

第18図　出土木材顕微鏡写真（8）

22．ヌルデ（68）

23．トチノキ（187）

24．ツゲ（85）
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25a 25b 25c

26a 26b 26c

第19図　出土木材顕微鏡写真（9）

25．ウコギ属（190）

26．トネリコ属（53）
a：木口、b：柾目、c：板目 200μm ; a

200μm ; b, c 



第Ⅶ章　ま と め

1 遺　　　構

A 建 物 の 変 遷

建物は掘立柱建物が16棟検出された。位置的には川跡SD808の東岸にSB1A・1B、SB14、川跡

SD265（264）の東岸にSB3・10～13・15・16が建つ。建物の時期変遷について、①建物主軸方向、

②切り合い、③建物周辺出土土器の観点から検討していく。このうち、時期比定は③からで、個々の建物

間の検討は①、②からである。なお、柱穴出土土器はほとんどなかったので上記の検討要素の主観におか

なかった。

SD265（264）の西岸にはSB2、SB4～9が建っている。建物方向はN－59～66°－WのSB2・7・

8のグループ（Aグループ）、N－38～42°－WのSB3・5・6・9・11・13・14のグループ（Bグル

ープ）、N－33°－WのSB10・12のグループ（Cグループ）、N－5°－EのSB15・16のグループ（Dグ

ループ）があり、SB1A・1BとSB4は方向が単独である。周辺の出土遺物からSB1A・1BとSB14は

8世紀後葉から9世紀前葉の建物と考えられ、それ以外の建物は9世紀中葉から9世紀後葉の建物と思わ

れる。ここでは前者をⅠ期、後者をⅡ期とする。Ⅱ期は遺構の重複から2時期変遷がある。SB9を除くB

グループ、Cグループ、Dグループは川岸に位置する建物である。方向が多彩なのは川岸に沿っているこ

とが要因だと思うが、他にBグループのSB3とCグループのSB12、BグループのSB10とCグループの

SB11は重複しているのでBとCは時期差、Dは川方向が蛇行する位置にありそれに制約されたものと解

釈する。Aグループの建物は川から少し離れた位置にあり方向が他よりもやや西に偏向する。SB2・8は

今回の調査の中で規模も大きく間仕切り、張り出し部があるなど川岸に立つ建物と構造上の違いがある。

Ⅰ期の遺構はSD808周辺で建物はSB1A・1BとSB14、畝状遺構などがこの期である。SD808の東

岸に建物群があると思うが調査区外で上記の建物しか検出できなかった。SB1は柱穴の切り合い関係よ

り1Aから1Bに建替えがされている。面積は小規模だが両棟とも間仕切りがある。SB14は、調査外に

延びるため構造は不確定であるが南北棟の側柱建物である。この建物の柱材は先端が尖っており、柱穴を

掘った後打ち込むという非常に特色ある建て方をしている。また、この建物に向かってSD808から

SD650とSD801の2条に溝が延びている。おそらく川から建物を結ぶ道跡であると思われる。畝状遺構

はSD808の西岸にありほぼ南北に小溝が並列する。SD808はこの畝状遺構がある所を避けるように東

側に湾曲している。時期的には、8世紀後葉から9世紀前葉で春日編年［春日1999］のⅣ期にあたる。

Ⅱ期の遺構はⅡ区で検出した遺構とⅣ区にあるSB13とその周辺、Ⅵ区にあるSB15とSB16それに付

随するSD1073などの溝である。Ⅱ区の遺構は層位差、切り合いから小期が認められ古い時期をⅡa、新

しい時期をⅡbとする。ただ、それぞれの建物相関関係については確証するに至っていないのでここで提

示する変遷はあくまでも予測である。Ⅱ期の時期は9世紀後葉で春日編年のⅥ2期が中心で、小期それぞ

れの時期差は出土土器から捉えることができず短期間でⅡaからⅡbへの変化があったものと思われる。

Ⅱ期をとおしてこの付近の中枢的建物は、「津」の墨書土器が出土したSB2・7～9周辺である。Ⅱa

期はSB8が中心的建物で、この建物は道路遺構SR2で結ばれている。SR2の周辺でも小規模な柱穴が検
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出でき、おそらく道路に沿って建物が存在するも

のと思うが把握することができなった。SD265

（264）の両岸には西岸からSB5・ 6、東岸に

SB3・11・13・15・16の建物が建つものと

思われる。建物の性格については、「津」の墨書

土器、「少目」にあてた荷札木簡の存在から遺跡

の性格を川の津と前提するならば次のように考え

る。SB8は他の建物と比べ規模・構造に違いが

あり、周辺からは転用硯の出土がやや多い傾向が

あること、SB8を囲む溝SD422から「津」の墨

書土器が出土していること以上のことから物資集

積、保管を担う倉庫の管理施設と考える。川岸に

近いSB4～6・11・13・15・16は物資集積、

保管をする倉庫あるいは作業場、またSB3は周

辺から鍋、小甕などの煮炊具が多く出土し焼土が

点在して認められたことから食事の調理・供給を

担った施設の可能性があるSB4～6付近は区画

溝で仕切った中に建てられている。

Ⅱb期はSR2・SB8の中心的建物がある周辺

とSB3・11の周辺で建物が変わる。前者は、SB8

がSB9、SB7と変遷をたどる。SR2が存在した

区域はSB2が建てられる。この建物は、Ⅱa期

のSB8と類似した構造の建物である。SB2と

SB7・9 の間に道路遺構 SR1 が通っている。

SB3・11周辺は方向をⅡa期よりやや北偏に変

えてSB11・12が桁行の位置を揃えて建てられ

る。

建物構造を見ると、SB3、SB2、SB7～9はL

字あるいはコの字に溝が囲む。それ以外の建物は

桁行に沿って雨落溝が検出されている。SB2・3

は内部に間仕切りがあり、桁行に1×1間の張り

出し部が付随する建物である。張り出し部分はそ

の部分に屋根がかかるわけだからその建物の入口

と解釈する。SB2は張り出し部の両脇に土器などを廃棄した土坑がある。SB5は総柱建物であるが西端

の桁行柱間は短くなっている。この部分は間仕切りであるのか廂部分なのか断定できないが、西方約

400m離れた場所にある船戸桜田遺跡で検出された第3号建物も同様の構造である［水澤ほか2001］。
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2 遺　　　物

B 川　　　跡

SD808とSD265の2本の川跡は櫛形山脈西麓の小谷を源流に、北西側の沖積地方向に流れていたと思

われる。SD808からは8世紀後半から9世紀前葉の土器が多く出土し、少量であるが8世紀中葉の遺物

も含まれていた。埋没するまで、断面を観察する限り3回は流路変遷していた。遺物は2回目の河床面か

ら多く出土した。SD265は9世紀後葉の土器が多く出土した。埋没するまでやはり2回の流路変遷が確

認された。そのうち最終段階の流路をSD264とした。SD265とSD264の出土土器は同時期に近く、

SD265（264）のあるⅡ区は遺構が2小期（Ⅱa、Ⅱb）あるので、9世紀後葉の短期間に流路が変化す

る氾濫があったものと考えられる。また、SD808とSD265の関係についてはSD808が9世紀後葉の遺

物を含まないことからSD808が氾濫などで埋没し、SD265に流路が変化したと考えている。

SD265内には杭列SA5、SA6が施設され、杭は先端部のみ加工を加え尖らせたものである。船着き場

あるいは護岸的な構造物と思われるが明言は避けることとする。

C 道　路　遺　構

道路遺構は3基検出された。いずれも建物の間や川跡から建物に向かって平行に延びる2本の溝が道路

の側溝ではないかと判断しこれらを道路遺構とした。路面の状況はSR1の断面を見る限りそれほどしま

りがあるわけでもない黒色土が路面部分にうっすら堆積しているだけであった。その他も盛土していると

か、路面が硬くしまっているとかいう状況はなかった。そういう状況から、集落の建物間にある道という

のは簡単に側溝を掘り、路面には簡単に盛土を施す程度ではなかったろうか。路面の盛土が雨水で流され

たり、凹んだりした場合は簡単に補修していたと想像する。

2 遺　　　物

A 土器の年代と器種構成比率

蔵ノ坪遺跡出土の平安時代の土器は、春日編年［春日1999］のⅣ期からⅥ期（8世紀後葉から9世紀

前葉）が主体である。それらは遺構の項で前述したとおり、SD808とその周辺の遺構群がⅣ期、SD265

とその周辺の遺構群がⅥ期に分けられる。また、SD808は少量8世紀前葉のⅢ期と思われるものを含み、

SD265は一部Ⅴ期までさかのぼるものを含んでいる。

平安時代の土器を口縁部計測法により構成比率を算出した（第4表）。土器の総計は6,805.8／16個体、

28,861片である。遺跡全体の構成比率を見ると、杯・椀などの食膳具が84.4％、壺・甕などの貯蔵具

3.1％、長甕・小甕・鍋の煮炊具は12.2％である。比率は圧倒的に食膳具が占め、貯蔵具、煮炊具が少

ないという特色を示している。次に時期別で見ると、8世紀後葉から9世紀前葉のSD808（Ⅰ期）は食

膳具が90.9％と全体構成比率よりも高く、貯蔵具、煮炊具はそれぞれ5.3％、1.9％と僅かである。食膳

具の種類別では須恵器の無台杯が75.7％と主体を成している。9世紀後葉のSD265（Ⅱ期）では、食膳

具が91.4％とさらに占める割合が高くなる。貯蔵具は3％と少なくなり、煮炊具は5.5％とやや占める

割合が高くなる。食膳具の種類別ではSD808で主体を成していた須恵器の無台杯が減り、土師器椀が

64％と占めるようになる。黒色土器も7.5％と含まれるようになる。

以上を見ると、越後において在地窯の須恵器生産が盛んで食膳具の大半を須恵器で占める8世紀後葉か
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ら9世紀初頭の時期から、在地の須恵器生産が衰退し佐渡小泊産の須恵器が流通し、土師器・黒色土器の

食膳具が大半を占める9世紀中葉から後葉への流れが考えられており［春日1999］、蔵ノ坪遺跡も同様

の傾向を示している。また、蔵ノ坪遺跡の構成比率で各時期をとおして煮炊具の占める割合が低い。他の

遺跡を見ると、8世紀初頭から9世紀後葉の集落である山三賀Ⅱ遺跡で煮炊具47.1％（個体識別法）［坂

井1989］、9世紀末から10世紀初頭の集落である上郷遺跡で27.3％（口縁部計測法／16）［春日1997］、

9世紀代の集落である釈迦堂遺跡で29.1％（口縁部計測法）［江口2000］である。煮炊具の割合が低い

上郷遺跡、釈迦堂遺跡でも全体の3割を占めており、蔵ノ坪遺跡の煮炊具の占める割合が極端に低いこと

がわかる。

煮炊具と食膳具の構成比率の差については鉄鍋の普及、土器の一過性の食器として使用する規模と頻度

の2点が関連すると指摘がある［春日1997］。蔵ノ坪遺跡では、食膳具が卓越する生活状況であったの

だろうか。川の津と考えると生活の場ではなく仕事場なのである。その場合は津に従事する人夫・管理者

に食事を供給するための煮炊具を保持する程度で良いわけで、各棟で持ち合わす集落よりも少ないと思わ

れる。それよりも人夫・管理者が食事で使用する食膳具の方が当然多くなると考える。

B 墨書土器について

出土した墨書土器は、約76点である。墨書が記されている器種の内訳は、須恵器無台杯が48点、土

師器椀18点、黒色土器椀7点、須恵器杯蓋2点である。墨書内容を見ると単字句「津」、「王」、「主」、

「中」、「吉」、「山」、「上」、「寺」、「得」、「宇」、「麻」、数字「二」、「七」、「十」、記号「○」などである。

「津」は「少目」荷札木簡とともに遺跡の性格を表すものと考えている。時期別では、「麻」墨書の土器が

8世紀後葉から9世紀初頭で、他の墨書は9世紀中から後葉である。
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第4表　土器の器種構成比率

種　類 器　種
口縁部計

破片数 比率
(残存率)

比率
(破片率)残存率／16

土師器

無台椀 3345.1 11623 49.2 40.3

有台椀 0 2 0.0 0.0

無台杯 17.6 18 0.3 0.1

黒色土器
無台椀 238.5 869 3.7 3.0

有台椀 5.3 5 0.0 0.0

須恵器

杯　蓋 126.7 99 2.3 0.3

有台杯 153.1 119 2.2 0.4

無台杯 1856.8 2209 27.3 7.7

鉢 2.2 3 0.0 0.0

食膳具総計 5745.3 14947 84.4 51.8

須恵器

長頸瓶 45.6 45 0.7 0.2

短頸瓶 33.6 11 0.5 0.0

広口瓶 14.7 5 0.2 0.0

その他 21.8 161 0.3 0.6

甕 61.5 412 0.9 1.4

横　瓶 23.5 65 0.3 0.2

黒色土器
壺 7.2 3 0.1 0.0

壺　蓋 1.8 3 0.0 0.0

貯蔵具総計 209.7 705 3.1 2.4

土師器

長　甕 201.4 5359 3.0 18.6

小　甕 435.7 7100 6.4 24.6

その他 0 155 0.0 0.5

鍋 196 557 2.9 2.0

煮炊具総計 833.1 13171 12.2 45.6

その他
須恵器 6.1 6 0.1 0.0

土師器 11.6 32 0.2 0.1

その他総計 17.7 38 0.3 0.1

総　計 6805.8 28861 100 100

種　類 器　種
口縁部計

破片数 比率
(残存率)

比率
(破片率)残存率／16

土師器

無台椀 40 52 5.6 6.9

有台椀 0 0 0.0 0.0

無台杯 15.7 10 2.2 1.3

黒色土器
無台椀 0 5 0.0 0.7

有台椀 0 0 0.0 0.0

須恵器

杯　蓋 2.8 3 0.4 0.4

有台杯 49.3 16 6.9 2.1

無台杯 539.7 247 75.7 32.7

鉢 0.7 2 0.1 0.3

食膳具総計 648.2 335 90.9 44.4

須恵器

長頸瓶 0 6 0.0 0.8

短頸瓶 6.6 1 0.9 0.1

広口瓶 0 0 0.0 0.0

その他 3.5 12 0.5 1.6

甕 25.4 99 3.6 13.1

横　瓶 2.2 25 0.3 3.3

黒色土器
壺 0 0 0.0 0.0

壺　蓋 0 0 0.0 0.0

貯蔵具総計 37.7 143 5.3 18.9

土師器

長　甕 3.8 110 0.5 14.6

小　甕 9.7 80 1.4 10.6

その他 0 72 0.0 9.5

鍋 0 0 0.0 0.0

煮炊具総計 13.5 262 1.9 34.7

その他
須恵器 4.3 5 0.6 0.7

土師器 9.2 10 1.3 1.3

その他総計 13.5 15 1.9 2.0

総　計 712.9 755 100.0 100.0

種　類 器　種
口縁部計

破片数 比率
(残存率)

比率
(破片率)残存率／16

土師器

無台椀 1363.4 3001 64.0 54.8

有台椀 0 1 0.0 0.0

無台杯 1.5 3 0.1 0.1

黒色土器
無台椀 145.3 345 7.5 6.4

有台椀 5.3 5 0.0 0.0

須恵器

杯　蓋 20.8 40 1.0 0.1

有台杯 33.5 42 0.0 0.8

無台杯 376.7 532 17.7 9.7

鉢 0 0 0.0 0.0

食膳具総計 1946.5 3969 91.4 72.3

須恵器

長頸瓶 5.4 12 0.3 0.2

短頸瓶 18.5 8 0.0 0.1

広口瓶 13.5 3 0.6 0.1

その他 4.3 64 0.2 1.1

甕 13.4 131 0.6 1.2

横　瓶 0 23 0.0 0.4

黒色土器
壺 7.2 3 0.3 0.1

壺　蓋 1.8 3 0.1 0.1

貯蔵具総計 64.1 247 3.0 4.5

土師器

長　甕 23.1 230 1.1 4.2

小　甕 56.5 968 2.7 17.7

その他 0 0 0.0 0.0

鍋 36.9 73 1.7 1.3

煮炊具総計 116.5 1271 5.5 23.2

その他
須恵器 1.8 1 0.1 0.0

土師器 0 0 0.0 0.0

その他総計 1.8 1 0.1 0.0

総　計 2128.9 5488 100.0 100.0

全体 SD265 SD808・SD1009
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C 第2号木簡について

国立歴史民俗博物館教授　平川　　南

新潟大学教授 小林　昌二

新潟大学大学院 相沢　　央

1 釈　　　文

・「少目御館米五斗 」

・「 □□□□所進」

110×19×4 051型式

2 形　　　状

頭部を山形に整形し、下端を尖らせている。この形状は、長岡京跡出土の美濃国・越前国などから送ら

れてきた、地子米の荷札に共通した特徴である。さらに、長岡京跡以降、九世紀代の全国各地の遺跡出土

の米の荷札にも、この形状が認められる。

蔵ノ坪遺跡木簡も含めて、これらの木簡はすべて舂米の荷札である点が共通し、特に蔵ノ坪遺跡出土木

簡の11cmという小型な特徴は、上荒屋遺跡出土木簡に幅は狭いがほほ同じ長さのものが認められる。

3 記 載 内 容

オモテ面の「少目御館米五斗」とウラ面の「所進」の文言から、この米の荷札は、少目御館宛に貢進さ

れた付札であることが明らかである。この荷札は、米＝1俵ごとにつけられていたものである。

荷札の付された米俵は、蔵ノ坪遺跡の地から積み出し、他所へ送漕するものではなく、他所から紫雲寺

潟を利用して船で運ばれてきたものと考えられ、この地に建てられていた「少目館」用の収納施設に納め

た際に荷札がはずされ、旧河道に投棄されたのであろう。

①津と米の荷札

本遺跡付近には「船戸」（船津と通ず）が存する。また、本遺跡出土の墨書土器の中に「津」と記され

たものが三点確認されている。墨書土器「津」については、現在の金沢新港建設工事に関わる発掘調査で、

戸水C遺跡から墨書土器「津」が十数点出土し、さらに昨年、戸水C遺跡に近い畝田・寺中遺跡におい

て、「津」及び「津司」と記された墨書土器が出土したことから、加賀国および加賀郡の津の施設とみな

された。

本遺跡（津）は、当時（平安時代）の紫雲寺潟の潟端にあったとは考えにくく、潟から船戸川をさかの

ぼった上流部に位置していたと考えられる。近年、列島各地で発掘調査された古代の役所が、その機能を

最大限に活用させるために、海や本流に接続する支流や運河を利用していたことが、明らかになってきた。

また、物資輸送に当たって、そうした水上交通が官道に接続する結節点に津の施設を設置したこともいく

つかの事例が判明している。例えば、片旁示札が出土したことで知られる石川県加茂遺跡は、北陸道と河北

潟に通じる溝が交わる地点に立地している。

舂米の性格は、「少目御館」を重視するならば、国司の公廨米とみなす事が妥当であろう。

公廨米の関連史料としては、正倉院文書の越前国関係のものが知られている。この史料では、各国司の

館ごとに公廨米が収納されていること、およびその公廨米運用に津を活用している状況も伝えられている。

「在津」の記載もあり、「津」に収納施設が存在した事を示している。

この蔵ノ坪遺跡も、少目の公廨米を一時的に保管する施設（「蔵ノ坪」の地名もこの施設の遺称か）と
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考えられ、こののち少目館へ搬送したと推測される。少目館はこの遺跡の近くに存在したのではないかと

想定できるであろう。

②「少目御館」

越後国は上国と規定されているが、九世紀以降の文献には、大掾、少目もみえていることから、少なく

とも九世紀には、大国相当であったとみなすことができる。本木簡は、9世紀後半段階において、越後国

が大国として、守／介／大掾・少掾／大目・少目の国司が置かれていたことを裏付けていると言えよう。

和島村下ノ西遺跡からは、8世紀前半の「掾大夫」と書かれた木簡が出土しており、掾が古志郡に所在

した可能性があり、また今回九世紀後半段階で少目がこの遺跡付近に所在した事が明らかになったことか

ら、おそらく国府（頚城郡）には守、他郡に介・掾・目をそれぞれ配置し、分割統治体制を維持していた

のではないか。 （平成12年10月）

3 遺跡の位置付け

蔵ノ坪遺跡形成段階（建物変遷のⅠ期）では、建物は2棟しか検出していないが、SD808の北側に存

在しているものと推測する。畑の畝状遺構の検出から墾田開発を機に集落が形成されたのではないかと思

われる。この時期は遺跡東側丘陵に存在する貝屋などの須恵器窯の生産が盛んで、貝屋窯製品の流通に関

わる物資集積の可能性を想定されるが、調査では窯焼き損じ品がSD808内の横瓶（図版65）しかなく、

窯のある現地で廃棄されている可能性はあるが、窯製品を集積しているのであれば焼き損じ品あるいは未

使用の土器が一定量あってもよいと思われる。出土遺物を見ても文字資料は「麻」墨書が4点あるのが特

色で、それ以外は一般的消費地とかわらない。以上の理由から形成段階では、物資集積を担う津として性

格はあまりなかったと思われる。

Ⅱ期になるとSD265の両岸に建物が建てられる。川の西岸にあるSB2、SB8は検出した建物の中で比

較的規模が大きく、構造的にも張り出し部があり、道路で導かれているなど他とは特異な性格がある。付

近の出土遺物ではSB8を囲む溝と周辺の包含層から「津」の墨書が3点出土し、転用硯の出土も目立っ

た。SB6近くのSD265内から「少目御館米五斗」と書かれた荷札木簡が出土している。少目は国司の四

等官のひとつで、少目の館に送る米に付けられた荷札がここで廃棄されたか、もしくははずされたとおも

われる。SB3・SB11などの建物がある東岸では、一辺2.5cmの巡方や「不不不不不」の習書木簡が出

土している。以上の状況を見るとⅡ期段階で遺跡の性格は津施設と比定することが可能と思われる。津で

も様々あるが遺跡の立地状況から川の津である。

船戸川水系に沿って上流から順に蔵ノ坪遺跡、船戸桜田遺跡、船戸川崎遺跡と同時期に近い遺跡が旧紫

雲寺潟の存在した方に向かって存在する。船戸桜田遺跡、船戸川崎遺跡ではいずれも川跡が確認されてお

り、その岸に建物が検出されている。両遺跡は人面墨書土器・舟形・斎串など祭祀具が多く、祭祀行為が

行われている特色がある。また、船戸川崎遺跡は「土師船守」と津に関連する文字資料がある。3遺跡とも

川跡が検出されていて、同一河川の可能性も高く、川沿いに広く集落が形成されていたものと考えられる。

遺跡形成は丘陵部では下小中山・貝屋窯の須恵器生産、平野部では墾田開発などの各種生産体制が一体

化して進められたものと思われる。つまり蔵ノ坪遺跡は当初「律令的生産構造」の一村落である。この段

階では郡司層レベルで推進されていであろう。Ⅱ期段階で国衙支配が強まり、立地的に陸と水系の結節地

にある蔵ノ坪遺跡、船戸桜田遺跡、船戸川崎遺跡が周辺の物資集積に関わる津施設としての役割を担って

いたと考える。



要　　　約

1 蔵ノ坪遺跡は越後平野北東部、新潟県北蒲原郡中条町大字船戸字蔵ノ坪に所在し、櫛形山脈西縁の扇

状地状に立地する。標高は10.0～10.5mで、現況は水田と宅地である。

2 調査は国道7号中条黒川バイパスの建設に先立って、平成12・13年度に実施した。調査面積は

7,240㎡である。

3 調査の結果、平安時代の遺構・遺物、縄文時代・中世の遺物が検出された。中心となる時期は平安時

代である。

4 平安時代の川跡2本（SD808・265）と掘立柱建物16棟、土坑36基、溝139条、畝状遺構1群、

道路跡3、杭列3、ピット524基、その他（焼土など）42基の遺構が検出された。これらの遺構は8

世紀後葉～9世紀前葉の時期（Ⅰ期）と9世紀中葉～9世紀後葉の時期（Ⅱ期）に分かれる。

5 Ⅰ期は川跡SD808とSB1A・1BとSB14の掘立柱建物である。SD808から「麻」と記された墨書

土器が4点出土した。

6 Ⅱ期は層位差、遺構の切り合いからⅡa 期、Ⅱb期に分かれる。Ⅱa期のSB2、Ⅱb期のSB8は建物

の入口と考えられる1×1間の張り出し部があり内部は間仕切りされている建物で、まわりは溝で囲ま

れている。SB8はその囲む溝から「津」と記された墨書土器が出土し、この区域にある建物を川の津

の管理施設と想定した。

7 出土遺物は、土器、木製品などで、年代は8世紀後葉から9世紀後葉を中心とする。

8 土器はⅠ期のSD808では、食膳具が90.9％と比率が高く、貯蔵具・煮炊具はそれぞれ5.3％、

1.9％と僅かである。食膳具では75％が須恵器無台坏である。Ⅱ期のSD265では、やはり食膳具が

91.4％と高く、貯蔵具・煮炊具はそれぞれ3％、5％と低い。食膳具では、土師器椀が64％と比率が

高くなり、黒色（内黒）土器も7.5％を占めるようになる。食膳具の器種変化は、他遺跡と同様の傾向

を示すが、煮炊具が少ないことにこの遺跡の特徴がある。

9 木製品も多くの出土があったが、建築材の柱根が多く残存していた。特徴的なことは、先端を尖らせ

た材を多く用いていることである。丸材をそのまま用いるものと、大きな木を3～4分割した割材を用

いるものとがあり、材質はクリが圧倒的に多い。

10 文字資料には、木簡、墨書土器がある。木簡は3点出土し、その内第2号木簡は国司の「少目」の

館宛ての荷に付けられていた荷札木簡である。墨書土器では、遺跡の性格を表す「津」をはじめ、76

点の出土があった。

11 「津」「少目御館米五斗」の文字資料は、9世紀後半の内水面交通及び越後国内の統治体制を検討す

る資料を提供した。

要　約
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SB1A

位　置 26I 桁行4.3m、梁間3m

年　代 Ⅰ期 構　造 3間×2間、間切り（2間＋1間）、南西側床束

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P2 円形 44 44 33.6 P2-P4 1.52 P2

P4 円形 42 （36） 39.7 P4-P5 1.40 P4

P5 円形 40 （42） 39.8 P5-P6 1.40 P5

P6 楕円形 38 28 24.9 P6-P18 1.52 P6

P7 円形 40 36 31.3 P18-P19 1.28 P7

P9 円形 36 30 51.7 P19-P73 2.92 P9

P14 楕円形 48 40 36.8 P73-P74 1.40 P14

P18 円形 40 38 P74-P9 1.48 P74

P74 円形 46 46 42 P9-P2 1.44

P19 楕円形 38 26 21.5 P4-P7 1.48 備考

P73 円形 30 26 27.8 P6-P7 1.48 SD40

P7-P9 1.48

P7-P14 1.40

P18-P14 1.52

P14-P74 1.48

床面積12.9㎡ 方位N-52-W

SB2

位　置 15K 桁行9.1m、梁間5.2m

年　代 Ⅱb期 構　造 側柱、4間×2間、1間×1間、間仕切り（1間＋2間＋1間）

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P224 円形 58 56 37 P224-P238 2.64 P500

P238 不整円形 62 56 27 P238-P404 2.56 P719

P404 楕円形 92 60 49 P404-P226 2.72

P226 円形 56 50 37 P226-P405 2.08

P405 楕円形 78 62 39.6 P405-P412 2.00

P412 楕円形 82 52 28 P412-P408 2.48

P408 楕円形 92 35 P408-P419 2.56

P419 不整形 62 54 39 P419-P418 2.72

P418 不整形 50 42 47 P418-P245 2.40

P245 円形 50 42 39.6 P245-P244 1.44 備考

P244 不整円形 68 56 42 P244-P228 2.40 SD222

P228 円形 50 46 47 P244-P500 1.44 SK223

P234 楕円形 70 60 25 P500-P719 2.40 SK225

P406 楕円形 62 44 23 P719-P228 1.44

P500 円形 44 38 77 P228-P224 2.40

P719 楕円形 36 26 48 P228-P234 2.64

P234-P226 2.64

P245-P406 2.64

P406-P412 2.56

床面積47.4㎡ 方位N-66-W

SB5

位　置 17J 桁行5.8m、梁間4.2m

年　代 Ⅱa期 構　造 総柱、3間×2間

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P321 円形 24 22 28 P321-P660 2.50

P270 円形 42 38 62 P660-P317 2.80

P661 楕円形 30 20 27.5 P317-P324 3.20

P347 円形 40 37 41.5 P324-P652 2.90

P660 円形 32 24 32 P652-P680 1.30

P319 円形 32 30 26 P680-P677 2.50

P320 円形 28 34 P677-P347 2.70

P677 円形 26 26 36 P347-P661 1.00

P317 円形 28 50 P661-P270 2.90

P324 円形 36 42 48 P270-P321 3.00 備考

P652 楕円形 30 56 56 P319-P270 2.60

P680 楕円形 48 40 42 P319-P660 3.30

P319-P324 2.80

P319-P320 2.80

P320-P661 2.50

P320-P652 2.80

P320-P677 1.10

床面積24.4㎡ 方位N-47-W

SB1B

位　置 26I 桁行4.2m、梁間3.2m

年　代 Ⅰ期 構　造 側柱、3間×2間、間仕切り（2間＋1間）

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P75 楕円形 40 32 41.3 P75-P37 2.96 P37

P37 円形 38.9 P37-P38 1.44 P20

P38 楕円形 46 24 20.8 P38-P39 1.68 P75

P39 円形 48 36 28.7 P39-P29 1.36

P20 楕円形 54 40 38.2 P20-P69 1.72

P69 楕円形 50 36 50.6 P69-P58 1.00

P72 楕円形 42 28 35.3 P58-P50 1.60

P75 円形 40 32 41.3 P50-P48 1.60

P58 円形 48 19 P48-P75 1.12

P50 楕円形 30 22 20 P69-P72 1.60 備考

P48 円形 30 30.5 P72-P75 1.52

床面積13.4㎡ 方位N-38-W

SB3

位　置 19K 桁行5.4m、梁間4.7m

年　代 Ⅱa期 構　造 側柱、2間×2間

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P580 楕円形 48 34 31.7 P588-P379 2.80 P580

P379 打込み P379-P587 2.60 P379

P587 打込み P587-SK357 2.50 P586

SK357 楕円形 76 56 59.8 SK357-P586 2.40 P382

P586 不整円形 42 45.9 P586-P382 2.70 P585

P382 56.5 P382-P585 2.60

P585 打込み P582-P592 2.30

P592 楕円形 50 32 46.8 P592-P580 2.40

備考

SD365

床面積25.4㎡ 方位N-42-W

SB4

位　置 18J 桁行4.8m、梁間2.8m

年　代 Ⅱb期 構　造 側柱、2間以上×1間以上

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P342 円形 40 34 24.0 P342-P655 2.80 P667

P655 円形 52 46 38.0 P655-P344 2.60

P344 円形 44 40 36.0 P344-P667 2.50

P667 楕円形 52 42 24.0

備考

床面積（13.4）㎡ 方位N-20-W

SB7

位　置 14K 桁行5.1m、梁間4.7m

年　代 Ⅱb期 構　造 側柱、2間×2間

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P429 楕円形 64 16.0 P429-P432 2.40 P748

P432 打込み P432-P754 2.30

P754 打込み P754-P748 2.60

P748 楕円形 60 52 56.0 P429-SD427 2.30

P452 不整円形 34 30 SD427-P452 2.80

（SD435） 56.5 P452-SD435 2.40

（SD427）

備考

SD416

SA7

床面積24.2㎡ 方位N-62-W

SB6

位　置 17J 桁行4.4m、梁間2m

年　代 Ⅱb期 構　造 側柱、2間×1間以上

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P337 円形 48 42 42.0 P338-P337 2.30

P338 楕円形 72 56 40.0 P337-P662 2.10

P339 円形 48 40 36.0 P662-P339 2.00

P662 円形 48 38.0

備考

床面積8.8㎡ 方位N-47-W

別表1 遺構計測表
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SB8

位　置 14K 桁行7.6m、梁間4.4m

年　代 Ⅱa期 構　造 側柱、3間×2間、間仕切り（2間＋1間）、1間×1間張りだし

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P430 楕円形 -70 56 25 P430-P745 2.20 P476

P433 不整円形 76 70 62 P745-P743 2.20 P477

P479 楕円形 54 42 27.5 P743-P741 2.20 P479

P420 不整楕円形 80 58 41.5 P741-P740 1.90

P421 楕円形 90 70 32 P740-P738 3.20

P738 楕円形 84 64 26 P738-P421 2.20

P740 楕円形 52 42 34 P421-P420 2.20

P741 楕円形 66 46 36 P420-P479 3.40

P743 楕円形 66 56 41 P479-P433 1.90

P745 不整楕円形 86 70 27 P433-P430 2.40 備考

P208 楕円形 72 52 26 P430-P476 1.50 SD422

P476 円形 40 36 54 P476-P477 2.40

P477 円形 40 34 58.3 P477-P433 1.40

床面積33.4㎡ 方位N-59-W

SB10

位　置 20J 桁行6.8m、梁間4.3m

年　代 Ⅱb期 構　造 側柱、3間×2間

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P299 円形 36 32.0 P229-P296 2.00 P299

P296 円形 34 33.7 P296-P292 2.15

P292 楕円形 40 32 45.8 P292-P514 1.90

P514 （楕円形） （30） 46.9 P514-P608 2.45

P608 （円形） 12 22.5 P608-P589 2.25

P589 楕円形 28 18 32.0 P589-P635 2.00

P635 楕円形 30 22 16.1 P635-P621 2.20

P621 （円形） 24 18.7 P621-P512 2.50

P512 （円形） 30 33.5 P512-P299 4.30

備考

SD294

床面積29.2㎡ 方位N-33-W

SB12

位　置 20K 桁行4.5m、梁間3.7m

年　代 Ⅱb期 構　造 側柱、3間×2間、間仕切り（2間＋1間）、1間×1間張りだし

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P588 円形 40 40 40 P555-P552 1.76 P367

P551 円形 52 52 52 P552-P566 1.76 P555

P369 不整円形 50 50 50 P566-P367 2.16

P367 円形 46 46 46 P367-P369 2.16

P566 円形 40 40 40 P369-P551 1.76

P552 円形 40 40 40 P551-P588 4.56

P555 円形 46 46 46 P588-P551 備考

SD386

SD564

床面積16.7㎡ 方位N-34-W

SB15

位　置 22H 桁行5m以上、梁間4.8m

年　代 Ⅱa期 構　造 側柱、2間×2間

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

SK1037 不整楕円形 66 40 46 SK1037-P1026 2.5 P1026

P1026 楕円形 42 36 70 P1026-P1024 2.5 P1024

P1024 円形 48 46 60 P1024-P1021 2.5 P1021

P1021 楕円形 40 34 54 P1021-SX1064 2.3 P1064

SX1064 SX1064-P1016 2.5 P1016

P1016 楕円形 50 40 70 P1016-P1023 2.3

P1023 円形 46 40 P1023-P1093 2.3

P1093 円形 46 42 60 P1093-SK1037 2.5

備考

床面積23.5㎡ 方位N-5-E

SB16

位　置 22H 桁行4m、梁間4.8m

年　代 Ⅱa期 構　造 側柱、2間×2間

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P1088 楕円形 44 34 46 P1088-P1087 2 P1088

P1087 円形 44 40 52 P1087-SX1064 2 P1087

SX1064 SX1064-P1072 2.2 P1072

P1072 円形 40 40 66 P1072-P1027 2 P1027

P1027 円形 40 34 48 P1027-P1022 2 P1022

P1022 円形 38 32 50 P1088-P1090 2

P1090 楕円形 80 58 44

備考

SD1073

SD1060

床面積19.2㎡ 方位N-5-E

SA7

位　置 14K 桁行6m、梁間4.8m

年　代 Ⅰ期 構　造

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P744 楕円形 38 26 34 P744-P747 3.4 P747

P747 円形 34 32 42 P747-P752 2.6

P752 円形 24 18

備考

方位N-47-W

SB13

位　置 21G 桁行（4.5）m、梁間（3.7）m

年　代 Ⅱa期 構　造 総柱、2間×2間以上

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P527 楕円形 56 32 32 P537-P536 1.56 P527

P528 円形 50 36 P536-P527 1.66 P528

P545 楕円 46 30 20 P527-P528 1.40 P545

P536 円形 50 30 P528-P545 1.88 P536

P539 円形 40 26 P545-P539 1.52 P537

P537 円形 44 20 P539-P538 1.60 P539

P538 円形 50 32 P538-P528 1.80

P539-P536 1.68 備考

SD564

床面積（10.9）㎡ 方位N-38-W

SB9

位　置 14K 桁行8.2m、梁間4.4m

年　代 Ⅱa期 構　造 側柱、3間×2間、間仕切り（2間＋1間）、1間×1間張りだし

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P423 円形 56 12.4 P423-P746 4.40

P451 円形 36 24 P746-P742 3.80

P434 不整楕円形 52 42 37 P742-P739 4.50

P739 不整楕円形 78 44 43 P739-P434 4.40

P742 楕円形 56 36 27.8 P434-P451 4.30

P746 楕円形 68 54 20 P451-P423 3.80

備考

SD751

床面積35.9㎡ 方位N-40-W

SB11

位　置 20K 桁行4.5m、梁間3.7m

年　代 Ⅱa期 構　造 側柱、3間×2間、間仕切り（2間＋1間）、1間×1間張りだし

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P584 P584-P590 1.60 P584

P590 円形 1.8 20 P590-P503 1.68 P590

P503 円形 1.6 20 P584-P583 1.20 P503

P610 円形 2.2 28 P583-P582 0.96 P610

P582 円形 1.6 18 P582-P610 1.60 P582

P583 円形 2.4 18 P451-P423 3.80 P583

備考

床面積16.7㎡ 方位N-39-W

SB14

位　置 22B 桁行6m以上、梁間4.2m

年　代 Ⅰ期 構　造 側柱、3間以上×2間

柱　穴 形　状 長さ（cm） 幅（cm） 深さ（cm） 柱穴間隔（m） 柱材残存

P811 楕円形 76 66 43.6 P811-P636 2.2 P636

P636 楕円形 84 54 49.6 P636-P637 1.8 P637

P637 楕円形 80 72 31.8 P637-P638 2 P638

P638 楕円形 96 68 34.2 P638-P639 2 P639

P639 楕円形 62 52 36 P639-P640 2 P640

P640 楕円形 128 50 28 P640-P816 1.7 P816

P816 楕円形 32 22 30

備考

床面積25.2㎡ 方位N-39-W
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観
察
表

N
o

出
土
地
点

遺
構

層
位

種
　
類

器
種

分
類

ロ
ク
ロ

回
転

口
径

現
器
高
底
径

器
高
／

口
径

焼
成

胎
　
土

調
　
　
整

備
　
考

1
P
2
4
4

S
B
2

2
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

1
2
.8

2
.5

良
長
石
、
海
面
骨
鉢

ヨ
コ
ナ
デ

2
1
5
J－
3

S
D
2
2
1
、

S
D
4
2
2

S
B
2

3
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
1
.2

2
.9

7
.4

0
.2
6

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
1
5
K
－
1
2
S
D
2
2
1

S
B
2

1
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

1
1
.9

2
.9

5
.1

0
.2
4

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

4
P
2
4
4

S
B
2

1
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

1
2
.9

3
.8

5
.2

0
.2
9
普
通
細
い
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

内
外
面
茶
色
付
着
物

5
1
5
K
－
2

S
D
2
2
1

S
B
2

2
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
4

左
1
6
.7

4
.6

6
.0

0
.2
8

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

内
外
面
は
ぜ
る

6
1
5
K
－
1
2
S
D
2
2
1

S
B
2

1
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
b
－
3

1
5
.2

5
.2

5
.4

0
.3
4

細
い
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
（
暗
文
）、
ケ
ズ
リ
、
糸
切
り
→
ケ

ズ
リ

7
2
0
K
－
1
7
P
3
8
2
、

S
D
5
6
4

S
B
3

2
須
恵
器

有
台
杯

D
Ⅰ
－
2

2
.8

7
.3

良
石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

外
底
面
墨

8
1
9
K
－
2
5
S
D
3
6
5

S
B
3

2
土
師
器

小
甕

C
Ⅱ
－
4

1
9
.2

6
.0

普
通
石
英
、
雲
母
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
後
外
面
カ
キ
目

9
1
7
K
－
2

S
D
3
1
3

S
B
5

1
須
恵
器

中
甕

A
Ⅲ

2
5
.5

7
.3

良
長
石
（
細
多
）

外
面
頚
部
カ
キ
目

1
0
1
7
K
－
2

S
D
3
1
3

S
B
5

1
須
恵
器

小
瓶

A
右

4
.3

5
.2

良
長
石
（
細
多
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
ヘ
ラ
切
り

1
1
1
8
K
－
1
8
S
D
3
1
3
、

S
D
2
6
5

S
B
5

4
須
恵
器

長
頸
瓶

A
Ⅳ

1
4
.3

少
長
石

叩
き
→
ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

1
2
1
7
K
－
2

S
D
3
1
3

S
B
5

1
土
師
器

椀
不
明

1
2
.0

3
.4

0
.2
8
良

長
石
（
細
）、
（
や
や
砂
質
）

ヨ
コ
ナ
デ

1
3
1
7
K
－
2

S
D
3
1
3

S
B
5

1
土
師
器

椀
不
明

1
2
.4

2
.7

0
.2
2
良

精
良
、
細
か
い
石
英
、
雲
母
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ

1
4
1
4
K
－
1
1
S
D
4
1
6

S
B
7

2
土
師
器

椀
不
明

1
6
.9

3
.1

0
.1
8
普
通
石
英
、
雲
母
、
長
石
、
海
面
骨
針

ヨ
コ
ナ
デ

1
5
1
4
K
－
7

S
D
4
1
6

S
B
7

1
土
師
器

椀
不
明

2
.6

5
.7

良
雲
母
（
細
、
多
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
糸
切
り

1
6
1
4
K
－
5

S
D
4
2
2

S
B
9

1
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
2
.0

3
.2

7
.0

0
.2
7

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

「
津
」
墨
書

1
7
1
4
J－
1
9

S
D
4
2
2

S
B
9

1
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
2
.5

3
.7

7
.3

0
.3
0

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

1
8
1
4
J－
1
9

S
D
4
2
2

S
B
9

1
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

1
.5

7
.1

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

「
コ
」
字
墨
書
、
転
用
硯

1
9
1
4
K
－
1
0
S
D
4
2
2

S
B
9

2
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅲ
－
1

左
1
2
.0

2
.7

7
.0

0
.2
3

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
0
1
4
K
－
5

S
D
4
2
2

S
B
9

1
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅲ
－
1

左
1
2
.4

3
.3

8
.4

0
.2
7
良

長
石
（
細
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
1
1
4
K
－
1
5
S
D
4
2
2

S
B
9

2
須
恵
器

折
縁
杯

G
右

1
2
.2

3
.7

7
.1

0
.3
0

長
石
粒
多
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
2
1
4
K
－
1
4
S
D
4
2
2

S
B
9

1
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

1
2
.1

3
.5

4
.5

0
.2
9

長
石
粒

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

2
3
1
4
K
－
5

S
D
4
2
2

S
B
9

1
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

1
3
.3

3
.6

6
.1

0
.2
7

長
石
少

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

2
4
1
4
K
－
1
5
S
D
4
2
2

S
B
9

1
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

1
3
.1

4
.0

5
.3

0
.3
1

金
雲
母
少
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

2
5
1
4
K
－
1
5
S
D
4
2
2

S
B
9

2
土
師
器

小
甕

A
Ⅱ
－
1

1
1
.9

4
.0

長
石
少
、
細
金
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

オ
コ
ゲ

2
6
1
4
K
－
1
4
S
D
4
2
2

S
B
9

1
土
師
器

小
甕

A
Ⅰ
－
2

1
3
.0

4
.2

普
通
石
英
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

2
7
1
4
K
－
1
0
S
D
4
2
2

S
B
9

1
土
師
器

小
甕

A
Ⅱ
－
2

1
4
.0

5
.4

普
通
雲
母
、
石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ

2
8
1
4
K
－
1
4
S
D
4
2
2

S
B
9

1
土
師
器

小
甕

A
Ⅳ
－
3

1
4
.4

5
.6

普
通
石
英
、
チ
ャ
ー
ト
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

2
9
1
4
K
－
5

S
D
4
2
2

S
B
9

1
土
師
器

小
甕

C
Ⅱ
－
4

1
8
.6

4
.0

普
通
雲
母
、
石
英

ヨ
コ
ナ
デ

3
0
1
4
K
－
5

S
D
4
2
2

S
B
9

1
土
師
器

小
甕

不
明

右
3
.3

5
.6

普
通
石
英
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

内
面
付
着
物

3
1
1
4
K
－
1
5
S
D
4
2
2

S
B
9

1
土
師
器

小
甕

不
明

右
5
.2

8
.2

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
糸
切
り

オ
コ
ゲ

3
2
1
4
J－
2
5

S
D
4
2
2

S
B
9

1
土
師
器

小
甕

不
明

右
8
.9

6
.7

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

3
3
1
4
K
－
1
0
S
D
4
2
2

S
B
9

2
土
師
器

長
甕

A
Ⅱ
－
4

1
8
.2

7
.2

普
通
石
英
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

外
ス
ス

3
4
1
4
K
－
1
2
S
D
7
5
1

S
B
9

Ⅶ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

1
2
.4

3
.0

7
.2

0
.2
4

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

底
部
墨
書
（
二
）

3
5
1
4
K
－
1
2
S
D
7
5
1

S
B
9

2
須
恵
器

有
台
杯

D
Ⅰ
－
2

右
1
2
.3

6
.2

7
.1

0
.5
0

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
6
1
4
K
－
1
7
P
7
4
3

S
B
9

Ⅶ
須
恵
器

杯
蓋

A
Ⅰ
－
3

右
1
4
.6

2
.9

0
.2
0

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

転
用
硯

3
7

P
4
3
0

S
B
9

1
土
師
器

長
甕

A
Ⅱ
－
4

1
9
.1

6
.3

良
石
英
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

3
8
1
9
J－
2
0

S
D
2
9
4

S
B
1
0

1
須
恵
器

小
瓶

A
6
.0

3
.4

ヨ
コ
ナ
デ

3
9
1
9
J－
2
0

S
D
2
9
4

S
B
1
0

1
須
恵
器

長
頸
瓶

不
明

6
.3

小
長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ

4
0
1
9
J－
2
0

S
D
2
9
4

S
B
1
0

1
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
2

1
4
.2

4
.9

5
.4

0
.3
5
良

精
良
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、ミ
ガ
キ
、ケ
ズ
リ
、糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

4
2

P
3
6
8

S
B
1
2

1
須
恵
器

長
頸
瓶

A
Ⅲ

右
1
3
.5

1
1
.3

長
石
多

下
半
ケ
ズ
リ

内
面
墨
痕
あ
り

4
1
1
9
J－
2
5

S
D
2
9
4

S
B
1
0

1
土
師
器

椀
不
明

4
.1

6
.8

長
石
少

ヨ
コ
ナ
デ

タ
ー
ル
付
着
（
内
外
面
）
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N
o

出
土
地
点

遺
構

層
位

種
　
類

器
種

分
類

ロ
ク
ロ

回
転

口
径

現
器
高
底
径

器
高
／

口
径

焼
成

胎
　
土

調
　
　
整

備
　
考

4
3
1
9
K
－
4

S
D
3
8
6

S
B
1
2

1
須
恵
器

杯
蓋

A
Ⅰ
－
1

左
1
2
.1

2
.4

0
.2
0

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

転
用
硯
（
内
面
）

4
4
1
9
K
－
4

S
D
3
8
6

S
B
1
2

1
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

1
2
.2

3
.0

0
.2
5

ヨ
コ
ナ
デ

体
部
墨
書
（
鹿
）

4
5
1
9
K
－
4

S
D
3
8
6

S
B
1
2

1
土
師
器

小
甕

A
Ⅳ
－
2

1
2
.6

4
.6

ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
部
オ
コ
ゲ

4
6
2
0
K
－
1
7
S
D
5
6
4

S
B
1
2

2
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

1
2
.1

3
.9

5
.2

0
.3
2

細
金
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

4
7

P
6
3
8

S
B
1
4

1
須
恵
器

有
台
杯

D
Ⅰ
－
4

右
1
7
.6

9
.0

1
1
.4

0
.5
1

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ

底
部
近
く
赤
彩

4
8
2
2
I－
8

S
D
1
0
7
3

S
B
1
6

1
土
師
器

小
甕

A
Ⅱ
－
1

1
1
.2

3
.2

細
金
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

ス
ス

4
9
2
2
I－
8

S
D
1
0
7
3

S
B
1
6

3
土
師
器

鍋
B
Ⅰ
－
2

3
4
.6

1
0
.6

長
石
等
砂
利
多

ヨ
コ
ナ
デ

5
0
1
5
J－
1
7

S
K
2
2
3

7
須
恵
器

杯
蓋

A
Ⅰ
－
2

左
1
2
.8

2
.2

0
.1
7

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

転
用
硯

5
1

S
K
2
2
3

1
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

1
2
.3

3
.3

5
.6

0
.2
7

や
や
砂
質

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

5
2

S
K
2
2
3

1
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

1
2
.9

4
.5

4
.8

0
.3
5

細
金
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

5
3

S
K
2
2
3

1
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

1
3
.0

3
.3

5
.5

0
.2
5

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

5
4

S
K
2
2
3

1
土
師
器

長
甕

A
Ⅱ
－
4

1
8
.4

5
.5

普
通
石
英
、
雲
母

外
面
：
カ
キ
目

オ
コ
ゲ

5
5

S
K
2
2
4

1
土
師
器

小
甕

A
Ⅰ
－
1

1
0
.0

4
.5

普
通
石
英
、
長
石
、
雲
母
細
か
い

外
面
：
カ
キ
目

口
縁
オ
コ
ゲ
多

5
6

S
K
2
2
5

4
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

1
3
.4

4
.3

4
.6

0
.3
2

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

灯
明
皿

5
7

S
K
2
2
5

4
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
4

1
7
.6

5
.2

6
.0

0
.3
0

細
金
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
糸
切
り
→
ミ
ガ
キ

5
8

S
K
2
2
5

4
土
師
器

小
甕

A
Ⅰ
－
2

右
1
2
.6

1
1
.6

6
.0

ヨ
コ
ナ
デ

オ
コ
ゲ

5
9

S
K
2
2
5

4
土
師
器

長
甕

A
Ⅰ
－
5

2
0
.6

1
2
.3

良
石
英
、
雲
母

外
面
：
カ
キ
目

6
0

S
K
2
2
5

4
土
師
器

鍋
A
Ⅰ
－
2

3
7
.0

8
.7

普
通
石
英
多
、
雲
母

内
外
カ
キ
目
、
外
下
半
ケ
ズ
リ

6
1
1
7
J－
2
2

S
K
2
6
6

土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

1
3
.1

3
.4

5
.1

0
.2
6

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

6
2
1
7
J－
2
2

S
K
2
6
6

1
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
3

1
5
.8

5
.0

6
.6

0
.3
2
良

石
英
（
多
）、
長
石
、
雲
母

糸
切
り

6
3
1
7
J－
1
7

S
K
2
6
6

1
土
師
器

長
甕

A
Ⅱ
－
4

1
8
.2

5
.7

普
通
石
英
、
長
石
、
雲
母

カ
キ
目

内
外
面
ス
ス

6
4
1
7
J－
1
7

S
K
2
6
6

1
土
師
器

鍋
A
Ⅰ
－
1

2
1
.0

5
.3

普
通
石
英

外
：
カ
キ
目

内
外
面
ス
ス

6
5
1
7
J－
1
7

S
K
2
6
6

1
土
師
器

有
台
盤（
鉢
）

7
.0

1
3
.6

ヨ
コ
ナ
デ
、
内
面
カ
キ
目

6
6
2
5
I－
5

S
D
4
1

1
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

1
1
.2

3
.0

7
.8

0
.2
7
普
通
石
英
、
長
石
多
い

6
7
2
5
H
－
2
5
S
D
4
1

1
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

1
2
.8

3
.0

8
.9

0
.2
3
普
通
石
英
、
長
石
多
い

ヘ
ラ
切
り

6
8
2
5
H
－
2
5
S
D
4
1

1
須
恵
器

有
台
杯

B
Ⅰ
－
1

1
3
.8

4
.0

9
.3

0
.2
9
良

石
英
（
角
、
大
）、
長
石

6
9
2
6
H
－
2
5
S
D
6
6

1
須
恵
器

有
台
杯

C
Ⅰ
－
4

1
6
.1

7
.0

7
.6

0
.4
3
普
通
石
英
、
長
石
（
角
多
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
内
面
底
部
カ
キ
目

7
0
2
6
H
－
2
5
S
D
6
6

1
須
恵
器

短
頸
壺

A
9
.8

1
6
.5

1
0
.3

長
石

下
部
タ
タ
キ

7
1
1
4
L
－
2

S
D
2
0
2

1
須
恵
器

有
台
杯

D
Ⅰ
－
1

2
.9

5
.5

良
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

転
用
硯
（
低
部
）

7
2
1
5
K
－
2
1
S
D
2
0
4

Ⅰ
層
須
恵
器

長
頸
瓶

A
Ⅰ

左
1
6
.8

9
.6

長
石
（
多
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

7
3
1
4
K
－
1
9
S
D
2
0
5

Ⅷ
須
恵
器

横
瓶

A
1
2
.0

2
4
.0

長
石
（
多
）

カ
キ
目
、
格
子
叩
き
、
同
心
円
叩
き

7
4
1
4
K
－
2
4
S
D
2
0
5

1
土
師
器

椀
C
－
4

1
7
.2

5
.8

0
.3
4

精
良
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

7
5

S
D
2
0
6

1
土
師
器

小
甕

不
明

右
7
.4

6
.1

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

7
6
1
5
K
－
6

S
D
2
0
7

Ⅰ
須
恵
器

有
台
杯

D
Ⅰ
－
1

1
0
.3

5
.5

6
.6

0
.5
3

細
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
折
縁

墨
書
「
津
」

7
7
1
4
K
－
5

S
D
2
0
7

Ⅷ
須
恵
器

横
瓶

A
1
1
.1

2
5
.5

長
石

格
子
、
同
心
円
タ
タ
キ
、
両
面
閉
塞

7
8
1
4
K
－
2
0
S
D
2
0
9

1
土
師
器

小
甕

A
Ⅱ
－
2

1
3
.0

5
.3

普
通
石
英
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
オ
コ
ゲ

7
9
1
4
－
2
5

S
D
2
0
9

1
土
師
器

小
甕

不
明

右
4
.0

7
.6

長
石
粒

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

8
0
1
4
K
－
2
5
S
D
2
0
9

1
土
師
器

長
甕

A
Ⅱ
－
4

1
8
.4

4
.9

普
通
石
英
（
多
）、
長
石

内
：
カ
キ
目
、
ヨ
コ
ナ
デ

8
1
1
5
K
－
2
2
S
D
2
2
2

1
須
恵
器

有
台
杯

不
明

左
1
.9

8
.0

ヨ
コ
ナ
デ

8
2
1
8
J－
8

S
D
2
6
4

2
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅲ
－
1

左
1
2
.1

2
.9

7
.5

0
.2
4
不
良
細
か
な
石
英

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

8
3
1
7
L
－
3

S
D
2
6
4

2
須
恵
器

広
口
壺

A
1

1
2
.8

4
.2

ヨ
コ
ナ
デ

8
4
1
8
K
－
1

S
D
2
6
4

2
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
1
.5

4
.0

4
.2

0
.3
5

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

内
面
ス
ス

8
6
1
7
K
－
3

S
D
2
6
4

2
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
3

右
1
5
.4

5
.2

5
.8

0
.3
4

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

9
0
1
8
K
－
1
4
S
D
2
6
5

9
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
2
.4

3
.0

7
.0

0
.2
4

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

8
5
1
9
L
－
2
5

S
D
2
6
4

2
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
2
.0

4
.0

5
.0

0
.3
3

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

8
9
1
7
L
－
1
8

S
D
2
6
5

3
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

右
1
2
.4

3
.0

7
.0

0
.2
4

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

底
部
墨
書

8
7
1
7
K
－
4

S
D
2
6
4

2
土
師
器

椀
C
Ⅱ
c－
1

右
1
1
.9

4
.5

4
.8

0
.3
8
普
通
石
英
、
雲
母
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

外
底
部
は
ぜ
る

8
8
1
9
J－
1
0

S
D
2
6
5

4
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

右
1
3
.4

3
.8

8
.4

0
.2
8

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
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N
o

出
土
地
点

遺
構

層
位

種
　
類

器
種

分
類

ロ
ク
ロ

回
転

口
径

現
器
高
底
径

器
高
／

口
径

焼
成

胎
　
土

調
　
　
整

備
　
考

9
1
1
9
J－
8

S
D
2
6
5

9
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
2
.4

3
.4

7
.2

0
.2
7

長
石
少

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

9
2
1
8
J－
1
9

S
D
2
6
5

7
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

右
1
2
.4

3
.0

7
.4

0
.2
4

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

底
部
墨
書
、
9
9
と
同
系

9
3
1
8
J－
2
5

S
D
2
6
5

6
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

右
1
2
.5

3
.0

7
.0

0
.2
4

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

体
部
墨
書

9
4
1
8
K
－
5

S
D
2
6
5

7
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
2
.5

3
.0

7
.6

0
.2
4

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

底
部
墨
書

9
5
1
8
K
－
1
0
S
D
2
6
5

5
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
2
.9

3
.1

8
.0

0
.2
4

ヨ
コ
ナ
デ

「
中
」
底
部
墨
書

9
6
1
9
J－
2
3

S
D
2
6
5

7
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
2

左
1
3
.3

3
.4

8
.0

0
.2
6

ヨ
コ
ナ
デ

底
部
墨
書

9
7
1
8
K
－
4

S
D
2
6
5

7
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅱ
－
1

右
1
2
.0

2
.7

6
.2

0
.2
3

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

9
8
1
7
K
－
1
3
S
D
2
6
5

9
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
2
.3

3
7
.7

0
.2
4

細
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

9
9
1
8
J－
1
8

S
D
2
6
5

7
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅱ
－
1

右
1
2
.7

2
.7

7
.6

0
.2
1

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

「
吉
」
底
部
墨
書

1
0
0
1
8
K
－
1

S
D
2
6
5

8
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅲ
－
1

左
1
2
.6

2
.9

7
.4

0
.2
3

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

内
面
炭

1
0
1
1
8
J－
1
0

S
D
2
6
5

6
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅲ
－
1

左
1
2
.6

3
.3

8
.2

0
.2
6

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

1
0
2
1
9
J－
2
1

S
D
2
6
5

7
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅲ
－
1

左
1
3
.0

2
.8

7
.5

0
.2
2
不
良
石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

1
0
3
1
8
K
－
1
3
S
D
2
6
5

4
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅲ
－
1

右
1
3
.0

3
.2

8
.0

0
.2
5
不
良
細
石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

1
0
4
1
8
K
－
1
4
S
D
2
6
5

4
須
恵
器

無
台
杯

不
明

左
2
.0

7
.0

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

「
二
」
底
部
墨
書

1
0
5
2
0
I－
2
0

S
D
2
6
5

7
須
恵
器

無
台
杯

不
明

2
.6

ヨ
コ
ナ
デ

「
十
」
体
部
墨
書

1
0
6
1
7
K
－
1
9
S
D
2
6
5

7
須
恵
器

無
台
杯

不
明

0
.9

6
.2

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

転
用
硯
、「
千
」
底
部
墨
書

1
0
7
1
9
J－
2
2

S
D
2
6
5

4
須
恵
器

無
台
杯

不
明

ヘ
ラ
切
り

「
王
」
底
部
墨
書

1
0
8
1
8
K
－
1
4
S
D
2
6
5

5
須
恵
器

無
台
杯

不
明

2
.5

ヨ
コ
ナ
デ

「
井
ｶ」
体
部
墨
書

1
0
9
1
9
I－
2
5

S
D
2
6
5

8
須
恵
器

有
台
杯

F
Ⅰ
－
2

1
2
.9

5
.4

6
.6

0
.4
1
良

長
石

ヨ
コ
ナ
デ

1
1
0
1
9
K
－
6

S
D
2
6
5

6
須
恵
器

折
縁
杯

G
右

1
2
.8

4
.2

7
.4

0
.3
3
良

長
石
、
石
英

ヨ
コ
ナ
デ

折
縁
杯

1
1
1
1
8
K
－
1
8
S
D
2
6
5

8
須
恵
器

双
耳
杯

H
2

右
1
2
.5

5
.1

6
.4

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
1
2
1
8
L
－
2

S
D
2
6
5

4
須
恵
器

杯
蓋

左
1
.8

良
長
石

天
井
部
ケ
ズ
リ
、
そ
の
他
ヨ
コ
ナ
デ

転
用
硯

1
1
3
1
8
K
－
1
4
S
D
2
6
5

9
須
恵
器

杯
蓋

A
Ⅰ
－
3

左
1
5
.0

2
.4

0
.1
6
良

長
石
多

天
井
部
ケ
ズ
リ
、
そ
の
他
ヨ
コ
ナ
デ

転
用
硯

1
1
4
1
8
K
－
2
2
S
D
2
6
5

7
須
恵
器

長
頸
瓶

A
Ⅱ

右
1
7
.1

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
下
半
一
部
ケ
ズ
リ

1
1
5
1
9
J－
1
1

S
D
2
6
5

8
須
恵
器

長
頸
瓶

A
Ⅲ

左
1
3
.0

ヨ
コ
ナ
デ
、
下
部
ケ
ズ
リ

1
1
6
1
8
K
－
4

S
D
2
6
5

7
須
恵
器

小
瓶

A
右

7
.4

6
.5

良
石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
下
半
ケ
ズ
リ

1
1
7
1
8
K
－
1
7
S
D
2
6
5

4
須
恵
器

長
頸
瓶

不
明

左
7
.4

1
0
.4

良
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

1
1
8
1
8
K
－
9

S
D
2
6
5

7
須
恵
器

長
頸
瓶

不
明

左
1
2
.0

9
.3

良
長
石

ヨ
コ
ナ
デ

広
口
瓶
口
縁
部

1
1
9
1
8
K
－
9

S
D
2
6
5

4
須
恵
器

長
頸
瓶

不
明

1
3
.0

3
.6

良
精
良
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ

1
2
0
1
9
J－
1
8

S
D
2
6
5

4
須
恵
器

長
頸
瓶

不
明

1
3
.1

1
0
.5

長
石
多
（
含
む
石
英
）

ヨ
コ
ナ
デ

1
2
1
1
8
K
－
2
3
S
D
2
6
5

4
須
恵
器

短
頸
壺

A
1
1
.0

7
.0

良
長
石
（
角
）

肩
3
条
沈
線
、
自
然
釉

ス
ス

1
2
2
1
9
J－
2
2

S
D
2
6
5

9
須
恵
器

広
口
壺

A
2

2
2
.3

8
.7

普
通
胎
土
付
き
精
良
、
長
石
、
石
英
細
粒

外
面
タ
タ
キ
整
形
後
ヨ
コ
ナ
デ

1
2
3
1
9
J－
5

S
D
2
6
5

9
須
恵
器

平
瓶

A
左

1
4
.0

4
.1

9
.3

良
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

1
2
4
1
9
J－
1
3

S
D
2
6
5

9
須
恵
器

中
甕

A
Ⅰ

2
6
.0

7
.3

良
石
英
、
長
石

口
：
ヨ
コ
ナ
デ
　
体
外
：
平
行
タ
タ
キ

（
擬
格
子
）
帯
状
ナ
デ
　
体
内
：
同
心
円
当
具

1
2
5
1
8
K
－
9

S
D
2
6
5

7
須
恵
器

中
甕

A
Ⅲ

右
2
9
.4

5
3
.5

ヨ
コ
ナ
デ
、
タ
タ
キ

1
2
6
1
8
L
－
1

S
D
2
6
5

4
須
恵
器

中
甕

A
Ⅲ

右
4
9
.0

1
1
.2

良
長
石

凸
帯
波
状
文
、
タ
タ
キ
→
ヨ
コ
ナ
デ

1
2
7
1
8
K
－
2
3
S
D
2
6
5

4
須
恵
器

中
甕

A
Ⅲ

右
1
0
.0

良
長
石

凸
帯
波
状
文
、
タ
タ
キ
→
ヨ
コ
ナ
デ

1
2
8
1
9
J－
2
1

S
D
2
6
5

9
須
恵
器

中
甕

A
Ⅳ

8
.5

良
長
石
い
っ
ぱ
い

口
縁
部
上
端
に
凸
帯
を
持
つ
。
2
条
の
沈
線
と
6
本
1
単

位
の
波
状
文
が
巡
る
。

1
2
9
1
8
K
－
1
4
S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅰ
a－
1

右
1
2
.3

3
.3

5
.4

0
.2
7
普
通
精
良

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
3
0
1
8
K
－
5

S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅰ
a－
1

右
1
2
.3

3
.1

5
.0

0
.2
5
普
通
石
英
、
赤
色
粒
子

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
3
6
1
8
K
－
2
1
S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅰ
b
－
1

右
1
2
.8

3
.9

5
.0

0
.3
0

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

底
部
墨
書

1
3
1
1
8
K
－
1
9
S
D
2
6
5

5
土
師
器

椀
C
Ⅰ
a－
1

右
1
2
.4

2
.8

5
.4

0
.2
3

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
3
2
1
8
K
－
2
2
S
D
2
6
5

3
土
師
器

椀
C
Ⅰ
a－
1

右
1
3
.4

3
.6

5
.0

0
.2
7

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
3
3
1
8
K
－
1
3
S
D
2
6
5

9
土
師
器

椀
C
Ⅰ
a－
1

右
1
2
.6

3
.7

5
.1

0
.2
9
良

石
英

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
3
4
1
8
K
－
1
8
S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅰ
a－
2

右
1
5
.0

4
.0

6
.8

0
.2
7
良

精
良

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
3
5
2
0
J－
1

S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅰ
b
－
1

右
1
2
.4

4
.1

4
.1

0
.3
3

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

体
部
墨
書
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N
o

出
土
地
点

遺
構

層
位

種
　
類

器
種

分
類

ロ
ク
ロ

回
転

口
径

現
器
高
底
径

器
高
／

口
径

焼
成

胎
　
土

調
　
　
整

備
　
考

1
3
7
1
8
K
－
2
3
S
D
2
6
5

6
土
師
器

椀
C
Ⅰ
b
－
1

右
1
3
.2

3
.9

4
.8

0
.3
0
良

精
良
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
3
8
1
8
K
－
1
0
S
D
2
6
5

9
土
師
器

椀
C
Ⅰ
b
－
1

右
1
3
.2

4
.1

5
.7

0
.3
1
良

石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
3
9
1
8
J－
2
2

S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

右
1
2
.4

3
.6

5
.2

0
.2
9
良

雲
母
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
4
0
1
7
K
－
9

S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

右
1
2
.4

3
.2

6
.0

0
.2
6
良

細
石
英
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
4
1
1
8
K
－
2
3
S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

右
1
2
.4

3
.3

5
.3

0
.2
7
普
通
石
英
、
雲
母
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
4
2
1
8
K
－
1
8
S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

右
1
2
.5

3
.0

5
.0

0
.2
4
良

精
良

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
4
3
1
9
K
－
7

S
D
2
6
5

6
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

右
1
2
.5

3
.6

6
.2

0
.2
9
普
通
石
英
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
4
4
1
8
K
－
4

S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

右
1
2
.7

3
.7

4
.6

0
.2
9
良

石
英
・
長
石
多
　
粒
子
大

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
4
5
1
8
K
－
2
3
S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

右
1
3
.0

3
.3

5
.0

0
.2
5
良

長
石
、
雲
母
小

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
糸
切
り

器
面
あ
れ

1
4
6
1
8
K
－
1
8
S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

右
1
3
.2

3
.7

5
.4

0
.2
8

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

器
面
あ
れ

1
4
7
1
8
K
－
1
8
S
D
2
6
5

8
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

右
1
3
.4

3
.8

5
.4

0
.2
8

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
4
8
1
8
K
－
3

S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

右
1
3
.6

3
.8

5
.9

0
.2
8
普
通
石
英（
大
）、
長
石
、雲
母
、小
礫
目
立
つ

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
4
9
1
8
K
－
1
9
S
D
2
6
5

4
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

右
1
3
.6

4
.1

6
.0

0
.3
0
普
通
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

ス
ス
、
タ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の

付
着

1
5
0
1
8
J－
1
4

S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
1
.8

3
.8

5
.4

0
.3
2

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

「
○
」
体
部
墨
書

1
5
1
1
8
J－
1
5

S
D
2
6
5

6
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
1
.9

4
.0

5
.3

0
.3
4
普
通
石
英
、
雲
母
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
5
2
1
9
J－
5

S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
2
.2

4
.1

5
.3

0
.3
4
良

精
良
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

内
面
と
ろ
け
、
は
ぜ
る

1
5
3
1
8
J－
8

S
D
2
6
5

6
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
2
.2

3
.8

6
.1

0
.3
1

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

「
○
」
体
部
墨
書
3
個
入
子
状
態

出
土

1
5
4
1
8
K
－
3

S
D
2
6
5

4
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
2
.3

4
.3

5
.1

0
.3
5

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
5
5
1
9
J－
2
2

S
D
2
6
5

4
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
2
.3

3
.9

5
.8

0
.3
2
普
通
精
良
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

内
外
面
タ
ー
ル
状
付
着
、
体
部

墨
痕

1
5
6
1
7
K
－
2
4
S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
2
.4

3
.8

4
.8

0
.3
1

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

体
部
墨
書

1
5
7
1
9
J－
2
1

S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
2
.8

4
.2

4
.9

0
.3
3

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

「
王
」
体
部
墨
書

1
5
8
1
8
K
－
1
4
S
D
2
6
5

9
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
3
.2

4
.1

5
.0

0
.3
1

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

「
主
」
体
部
墨
書

1
5
9
1
7
L
－
5

S
D
2
6
5

3
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
3
.3

4
.5

4
.7

0
.3
4

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
6
0
1
9
J－
2
1

S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
3
.3

4
.3

5
.0

0
.3
2
普
通
精
良
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
6
1
1
8
K
－
1
8
S
D
2
6
5

Ⅶ
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
5
.7

4
.9

5
.6

0
.3
1

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

1
6
2
1
8
K
－
1
4
S
D
2
6
5

9
土
師
器

椀
C
Ⅱ
c－
1

右
1
1
.8

4
.4

4
.9

0
.3
7
良

石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
6
3
1
8
J－
1
0

S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
C
Ⅱ
c－
1

右
1
2
.4

4
.5

4
.4

0
.3
6

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
6
4
1
8
J－
8

S
D
2
6
5

6
土
師
器

椀
C
Ⅱ
c－
1

右
1
2
.8

4
.9

4
.4

0
.3
8
良

精
良
、
石
英
、
赤
色
粒
子

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

3
個
入
子
状
態
で
出
土

1
6
5
1
9
J－
2
1

S
D
2
6
5

4
土
師
器

椀
C
Ⅱ
c－
2

右
1
4
.5

5
.3

5
.5

0
.3
7

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ
、
内
面
ミ
ガ
キ

内
外
面
は
ぜ
る

1
6
6
1
8
K
－
1
4
S
D
2
6
5

4
土
師
器

椀
C
Ⅱ
d
－
4

右
1
8
.3

7
.7

7
.1

0
.4
2

精
良

ヨ
コ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ
、ケ
ズ
リ
、糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

1
6
7
1
8
K
－
2
2
S
D
2
6
5

9
土
師
器

椀
不
明

右
3
.7

8
.8

普
通
石
英
、
長
石
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

1
6
8
1
8
K
－
1
3
S
D
2
6
5

9
土
師
器

椀
不
明

右
2
.3

5
.4

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

体
部
墨
書

1
6
9
1
9
K
－
6

S
D
2
6
5

4
土
師
器

椀
不
明

3
.0

ヨ
コ
ナ
デ

体
部
墨
書

1
7
0
1
8
L
－
4

S
D
2
6
5

7
土
師
器

椀
不
明

2
.8

ヨ
コ
ナ
デ

体
部
墨
書

1
7
1
1
9
J－
5

S
D
2
6
5

7
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
a－
4

右
1
6
.4

4
.7

5
.9

0
.2
9

ケ
ズ
リ
、
ミ
ガ
キ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

内
面
底
部
放
射
状
暗
文

1
7
2
1
8
K
－
2
3
S
D
2
6
5

6
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
a－
4

右
1
7
.2

4
.8

5
.9

0
.2
8

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

1
8
1
1
8
J－
2
0

S
D
2
6
5

7
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
b
－
4

右
2
1
.8

7
.6

7
.8

0
.3
5

ヨ
コ
ナ
デ
、ミ
ガ
キ
、ケ
ズ
リ
、糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

内
面
底
部
放
射
状
暗
文

1
7
3
1
8
L
－
1
7

S
D
2
6
5

7
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
a－
4

右
1
7
.4

5
.2

6
.2

0
.3
0

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

1
7
4
1
8
K
－
9

S
D
2
6
5

7
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
a－
4

右
1
7
.6

4
.7

6
.6

0
.2
7

ヨ
コ
ナ
デ
、ケ
ズ
リ
、ミ
ガ
キ
、糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

1
7
5
1
8
K
－
2
2
S
D
2
6
5

7
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
a－
4

右
1
6
.0

4
.9

6
.6

0
.3
1

ヨ
コ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ
、
ケ
ズ
リ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ
→

ミ
ガ
キ

1
7
6
1
9
J－
1
3

S
D
2
6
5

3
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
b
－
3

右
1
5
.0

5
.0

5
.0

0
.3
3

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

1
7
7
1
8
K
－
2

S
D
2
6
5

4
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
b
－
3

右
1
5
.3

4
.9

5
.2

0
.3
2

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

1
8
0
1
9
J－
1
8

S
D
2
6
5

7
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
b
－
3

右
1
6
.0

5
.0

6
.0

0
.3
1

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

「
工
」
体
部
墨
書

1
7
8
1
8
K
－
1
0
S
D
2
6
5

5
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
b
－
3

右
1
5
.6

4
.9

5
.4

0
.3
1

ヨ
コ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

底
部
タ
ー
ル
付
着

1
7
9
1
8
K
－
9

S
D
2
6
5

9
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
b
－
3

右
1
6
.0

4
.9

5
.4

0
.3
1

ミ
ガ
キ
、ヨ
コ
ナ
デ
、ケ
ズ
リ
、糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

体
部
墨
書
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N
o

出
土
地
点

遺
構

層
位

種
　
類

器
種

分
類

ロ
ク
ロ

回
転

口
径

現
器
高
底
径

器
高
／

口
径

焼
成

胎
　
土

調
　
　
整

備
　
考

1
8
2
1
8
L
－
1

S
D
2
6
5

3
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
b
－
4

2
3
.8

7
.6

1
0
.0

0
.3
2

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

1
8
3
1
8
J－
1
5

S
D
2
6
5

土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
c－
2

右
1
3
.9

5
.5

5
.5

0
.4
0
良

精
良
、
石
英
、
赤
色
粒
子

底
部
糸
切
後
ケ
ズ
リ
、
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
後
、下
半
分
ケ

ズ
リ
。内
面
、黒
色
処
理
。底
部
放
射
線
状
に
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
、

口
縁
部
横
方
向
に
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

1
8
4
1
8
J－
8

S
D
2
6
5

6
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
c－
3

右
1
4
.5

5
.4

5
.4

0
.3
7
良

石
英

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
ミ
ガ
キ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ
、

内
面
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

内
外
面
は
ぜ
る

1
8
5
1
9
J－
2
3

S
D
2
6
5

3
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
c－
3

右
1
4
.7

5
.4

6
.4

0
.3
7

ヨ
コ
ナ
デ
、ケ
ズ
リ
、ミ
ガ
キ
、糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

1
8
6
1
9
K
－
2

S
D
2
6
5

4
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
c－
4

右
1
9
.0

7
.1

7
.9

0
.3
7

ヨ
コ
ナ
デ
、ケ
ズ
リ
、ミ
ガ
キ
、糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

1
8
7
1
8
K
－
2
3
S
D
2
6
5

4
土
師
器
（
黒
色
）

椀
E

1
1
.9

3
.9

5
.4

全
面
黒
色

ミ
ガ
キ

べ
た
高
台

1
8
8
1
9
J－
5

S
D
2
6
5

7
土
師
器
（
黒
色
）

椀
E

1
.5

5
.6

全
面
黒
色

ケ
ズ
リ
、
ミ
ガ
キ

1
8
9
1
8
K
－
1
7
S
D
2
6
5

7
土
師
器
（
黒
色
）

椀
E

2
.0

7
.6

ミ
ガ
キ

1
9
0
1
8
K
－
2
2
S
D
2
6
5

3
土
師
器
（
黒
色
）

短
頸
壺
蓋

A
1
3
.0

2
.3

ミ
ガ
キ
、
ケ
ズ
リ

1
9
1
1
7
K
－
3

S
D
2
6
5
、

S
D
3
1
3

4
土
師
器
（
黒
色
）

短
頸
壺

A
1
0
.4

1
5
.1

9
.4

ヨ
コ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ

1
9
2
1
7
K
－
5

S
D
2
6
5

7
土
師
器

小
甕

A
Ⅰ
－
1

右
1
1
.0

9
.9

5
.0

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

口
縁
部
オ
コ
ゲ

1
9
3
1
8
K
－
1
4
S
D
2
6
5

9
土
師
器

小
甕

A
Ⅰ
－
3

1
4
.4

7
.2

良
石
英
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

1
9
4
1
8
K
－
1
4
S
D
2
6
5

5
土
師
器

小
甕

A
Ⅰ
－
3

1
8
.4

5
.2

普
通
石
英
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

1
9
5
1
9
K
－
3

S
D
2
6
5

5
土
師
器

小
甕

A
Ⅱ
－
3

1
6
.0

4
.0

普
通
雲
母
、
石
英
、
細

ヨ
コ
ナ
デ

1
9
6
1
9
K
－
1

S
D
2
6
5

4
土
師
器

小
甕

A
Ⅱ
－
3

1
4
.2

4
.3

普
通
雲
母
、
石
英
、
細

ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
内
面
オ
コ
ゲ

1
9
7
1
8
K
－
1
4
S
D
2
6
5

4
土
師
器

小
甕

A
Ⅳ
－
2

1
2
.8

6
.7

金
雲
母
少
々

ヨ
コ
ナ
デ

内
外
面
オ
コ
ゲ

1
9
8
1
8
K
－
1
4
S
D
2
6
5

4
土
師
器

小
甕

A
Ⅳ
－
2

1
4
.0

3
.8

普
通
石
英
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
内
面
オ
コ
ゲ

1
9
9
1
8
J－
2
0

S
D
2
6
5

7
土
師
器

小
甕

不
明

右
4
.0

8
.1

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

外
面
ス
ス

2
0
0
1
8
K
－
1
4
S
D
2
6
5

4
土
師
器

小
甕

不
明

右
6
.9

6
.9

長
石
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

内
外
面
オ
コ
ゲ

2
0
1
1
9
J－
2
2

S
D
2
6
5

4
土
師
器

長
甕

A
Ⅰ
－
4

右
1
9
.6

1
5
.6

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

オ
コ
ゲ

2
0
2
1
8
K
－
2
1
S
D
2
6
5

3
土
師
器

長
甕

A
Ⅰ
－
4

1
7
.4

5
.8

普
通
石
英
、
雲
母
、
チ
ャ
ー
ト

ヨ
コ
ナ
デ
、
カ
キ
目

内
外
面
オ
コ
ゲ

2
0
3
1
8
K
－
1
0
S
D
2
6
5

4
土
師
器

長
甕

A
Ⅰ
－
4

2
0
.0

4
.6

良
石
英
、
雲
母
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ

2
0
4
1
8
K
－
1
3
S
D
2
6
5

4
土
師
器

長
甕

A
Ⅰ
－
5

2
4
.0

6
.0

普
通
石
英
、
チ
ャ
ー
ト

内
外
面
カ
キ
目

内
外
面
オ
コ
ゲ

2
0
5
1
9
K
－
1

S
D
2
6
5

4
土
師
器

長
甕

A
Ⅱ
－
4

1
8
.0

3
.0

普
通
石
英
、
長
石
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

2
0
6
1
8
K
－
1
8
S
D
2
6
5

9
土
師
器

長
甕

A
Ⅱ
－
4

1
9
.0

4
.0

良
石
英
、
雲
母
、
長
石

内
外
面
カ
キ
目

2
0
7
1
7
K
－
8

S
D
2
6
5

9
土
師
器

長
甕

A
Ⅱ
－
5

2
2
.0

2
.8

普
通
石
英
、
長
石
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

2
0
8
1
8
K
－
2
3
S
D
2
6
5

6
土
師
器

長
甕

不
明

右
5
.3

6
.6

良
石
英
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

2
0
9
1
8
K
－
1
8
S
D
2
6
5

4
土
師
器

長
甕

不
明

4
.5

8
.0

外
－
縦
強
い
ケ
ズ
リ
、
内
－
ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

平
底

2
1
0
1
8
K
－
1
5
S
D
2
6
5

4
土
師
器

鍋
A
Ⅰ
－
1

3
2
.8

4
.5

普
通
石
英
、
雲
母

内
外
カ
キ
目

内
外
面
オ
コ
ゲ

2
1
1
1
8
K
－
2
1
S
D
2
6
5

4
土
師
器

鍋
A
Ⅰ
－
1

3
3
.6

4
.8

普
通
石
英
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
外
面
カ
キ
目

内
外
面
オ
コ
ゲ

2
1
2
1
8
K
－
1
0
S
D
2
6
5

4
土
師
器

鍋
A
Ⅰ
－
1

3
4
.4

1
1
.6

長
石
、
金
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
タ
タ
キ

2
1
3
1
8
K
－
1
7
S
D
2
6
5

7
土
師
器

鍋
A
Ⅰ
－
1

右
3
4
.8

6
.5

普
通
石
英
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
カ
キ
目

外
ス
ス

2
2
2
1
6
J－
1
5

S
D
6
7
8

1
土
師
器

小
甕

A
Ⅰ
－
3

1
6
.0

6
.4

細
長
石
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

外
ス
ス

2
2
3
1
6
K
－
2
0
S
D
7
3
5

1
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
4

右
1
7
.1

5
.6

6
.1

0
.3
3

長
石
多
、
雲
母

強
い
ヨ
コ
ナ
デ

2
1
4
1
8
K
－
1
1
S
D
2
6
5

7
土
師
器

鍋
A
Ⅰ
－
2

3
6
.2

5
.2

普
通
石
英

内
外
口
縁
部
カ
キ
目
、
ヨ
コ
ナ
デ

2
1
5
1
8
K
－
1
8
S
D
2
6
5

7
土
師
器

鍋
A
Ⅰ
－
2

4
1
.5

長
石
、
雲
母

内
－
ヨ
コ
ナ
デ
、
タ
タ
キ
、
ナ
デ
、
外
－
ヨ
コ
ナ
デ
、

ケ
ズ
リ
、
タ
タ
キ

2
1
6
1
7
J－
4

S
D
2
6
8

2
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

1
2
.8

3
.8

4
.6

0
.3
0

小
長
石
粒
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
下
部
ケ
ズ
リ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

内
外
面
は
ぜ
る

2
1
7
1
7
J－
4

S
D
2
6
8

1
土
師
器

長
甕

A
Ⅱ
－
5

2
3
.0

1
0
.8

普
通
石
英

内
外
カ
キ
目
、
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
ス
ス

2
1
8
1
7
J－
9

S
D
2
6
8

1
土
師
器

鍋
A
Ⅰ
－
2

3
6
.2

4
.6

良
石
英

内
外
カ
キ
目
、
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
ス
ス

2
1
9
1
6
J－
2
1

S
D
4
1
2

1
土
師
器

長
甕

A
Ⅱ
－
4

1
8
.6

5
.2

普
通
石
英
、
雲
母

カ
キ
目
、
ヨ
コ
ナ
デ

2
2
0
1
5
K
－
3

S
D
4
7
0

1
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
b
－
3

右
1
4
.6

5
.3

0
.3
6
普
通
雲
母
（
細
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
ケ
ズ
リ

2
2
1
1
6
J－
2
0

S
D
6
7
8

1
須
恵
器

有
台
杯

D
Ⅰ
－
2

1
.8

7
.2

良
長
石
（
細
多
）

ヘ
ラ
切
り



土器観察表
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N
o

出
土
地
点

遺
構

層
位

種
　
類

器
種

分
類

ロ
ク
ロ

回
転

口
径

現
器
高
底
径

器
高
／

口
径

焼
成

胎
　
土

調
　
　
整

備
　
考

2
2
4
2
3
I－
2

S
D
1
0
0
9

7
須
恵
器

無
台
杯

A
1

右
1
1
.5

4
.1

8
.4

0
.3
6

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

口
縁
部
は
自
然
（
河
川
の
中
）

の
わ
れ

2
2
5
2
2
J－
2
2

S
D
1
0
0
9

7
須
恵
器

無
台
杯

A
1

1
2
.2

3
.4

7
.0

0
.2
8

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

酸
化
焔
焼
成

2
2
6
2
2
F
－
1
3
S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

B
Ⅰ
－
1

1
3
.0

3
.6

9
.0

0
.2
8

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

白
っ
ぽ
い

2
2
7
2
3
I－
1
2

S
D
1
0
0
9

3
須
恵
器

無
台
杯

B
Ⅰ
－
1

右
1
2
.2

3
.6

8
.4

0
.3
0

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
2
8
2
1
K
－
1
0
S
D
1
0
0
9

7
須
恵
器

無
台
杯

B
Ⅰ
－
1

右
1
2
.6

3
.4

9
.5

0
.2
7

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
2
9
2
2
K
－
1

S
D
1
0
0
9

8
須
恵
器

無
台
杯

B
Ⅰ
－
1

右
1
3
.0

3
.6

8
.2

0
.2
8

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

タ
ー
ル
付
着
（
口
縁
部
）

2
3
0
2
1
K
－
1
4
S
D
1
0
0
9

7
須
恵
器

無
台
杯

B
Ⅰ
－
1

右
1
3
.5

3
.6

9
.4

0
.2
7

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

酸
化
焔
焼
成

2
3
1
2
2
F
－
3

S
D
8
0
8

2
須
恵
器

無
台
杯

C
Ⅰ
－
1

1
1
.5

3
.7

7
.8

0
.3
2
普
通
石
英
多
、
長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
3
2
2
1
C
－
1
2
S
D
8
0
8

7
須
恵
器

無
台
杯

C
Ⅰ
－
1

右
1
2
.0

4
.0

7
.0

0
.3
3
普
通
石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
3
3
2
1
C
－
1
5
S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

C
Ⅰ
－
1

1
2
.1

4
.1

9
.0

0
.3
4
不
良
石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
3
4
2
1
C
－
1
3
S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

C
Ⅰ
－
1

右
1
3
.0

4
.4

1
0
.0

0
.3
3
不
良
石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
3
5
2
3
I－
1
2

S
D
1
0
0
9

3
須
恵
器

無
台
杯

C
Ⅰ
－
1

1
1
.6

4
.7

8
.0

0
.4
1

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
→
ケ
ズ
リ

2
3
6
2
2
J－
2
0

S
D
1
0
0
9

7
須
恵
器

無
台
杯

C
Ⅰ
－
1

1
2
.8

3
.7

9
.4

0
.2
9

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
3
7
2
2
F
－
2
4
S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

C
Ⅱ
－
1

右
1
2
.0

3
.7

7
.0

0
.3
1

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

底
部
に
墨
痕

2
3
8
2
2
G
－
1

S
D
8
0
8

8
須
恵
器

無
台
杯

C
Ⅱ
－
1

右
1
2
.8

3
.8

8
.2

0
.3
0
不
良
石
英
中
多
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
3
9
2
2
G
－
1
5
S
D
8
0
8

8
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

右
1
2
.0

3
.0

9
.7

0
.2
5

長
石

ヨ
コ
ナ
デ

2
4
0
2
1
C
－
1
8
S
D
8
0
8

1
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

右
1
2
.2

3
.0

9
.0

0
.2
5

長
石
粒
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
4
1
2
2
G
－
1
5
S
D
8
0
8

4
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

右
1
2
.4

3
.6

9
.0

0
.2
9

長
石
少

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

内
面
自
然
釉
、
外
面
一
部
ス
ス

2
4
2
2
1
D
－
1
5
S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

右
1
2
.6

3
.0

9
.0

0
.2
4
不
良
石
英
、
長
石
多
い

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
4
3
2
2
D
－
1
8
S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

右
1
2
.8

3
.4

9
.6

0
.2
7
不
良
石
英
、
長
石
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
4
4
2
1
C
－
9

S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

右
1
3
.1

3
.1

8
.4

0
.2
4
普
通
石
英
・
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
4
5
2
2
J－
2
2

S
D
1
0
0
9

7
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

右
1
1
.6

2
.7

7
.6

0
.2
3

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

F
Ⅰ
と
胎
土
同
じ

2
4
6
22
G
－
15
、

22
F
－
5

S
D
8
0
8

4 1
0
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
2

右
1
3
.5

3
.5

9
.5

0
.2
6

長
石
粒

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
4
7
2
2
G
－
4

S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
2

右
1
3
.6

3
.8

1
0
.0

0
.2
8

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
4
8
2
1
B
－
1
4
S
D
8
0
8

7
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
2

右
1
3
.7

3
.5

1
0
.0

0
.2
6

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
4
9
2
1
B
－
1
3
S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
2

右
1
3
.7

3
.7

9
.4

0
.2
7
普
通
石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
5
0
2
1
C
－
2

S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
2

右
1
3
.8

3
.2

1
0
.7

0
.2
3
普
通
石
英
、
長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
5
1
2
1
B
－
2
1
S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
2

1
3
.9

3
.7

8
.1

0
.2
7
不
良
石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
→
ナ
デ

低
部
～
口
縁
下
半
黒
色
に
変
色

2
5
2
2
1
B
－
1
6
S
D
8
0
8

7
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
2

右
1
4
.0

3
.6

9
.6

0
.2
6

長
石
多
、
器
面
ざ
ら
ざ
ら

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
5
3
2
1
B
－
1
7
S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
2

右
1
5
.2

3
.8

9
.2

0
.2
5
良

石
英
、
長
石
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

酸
化
焔
焼
成

2
5
4
21
K
－
19
．

23
I－
7

S
D
1
0
0
9

7
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
2

右
1
4
.2

4
.0

1
0
.1

0
.2
8

長
石
粒

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
5
5
2
1
B
－
2
2
S
D
8
0
8

8
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
3

1
5
.1

3
.5

1
1
.2

0
.2
3
良

石
英
、
長
石
（
大
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
5
6
2
1
B
－
8

S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅱ
－
2

右
1
4
.0

2
.8

1
0
.0

0
.2
0
不
良
石
英
、
雲
母
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
5
7
2
2
K
－
6
、

2
2
J－
2
1

S
D
1
0
0
9

7
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅱ
－
2

右
1
4
.0

2
.5

1
0
.0

0
.1
8

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
部
タ
ー
ル
（
灯
明
皿
）

2
6
7
2
2
E
－
1
2
S
D
8
0
8

2
須
恵
器

無
台
杯

G
Ⅰ
－
1

右
1
2
.1

3
.2

8
.3

0
.2
6
不
良
長
石
（
大
）
あ
り
、
石
英
（
中
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

底
部
墨
書
「
麻
」

2
5
8
2
3
G
－
2
1
S
D
8
0
8

4
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅲ
－
2

右
1
1
.8

2
.9

6
.4

0
.2
5

ヨ
コ
ナ
デ

内
面
自
然
釉

2
5
9
2
2
G
－
2
0
S
D
8
0
8

8
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅲ
－
2

右
1
2
.6

3
.6

7
.0

0
.2
9

長
石
粒

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

口
縁
部
付
着
物

2
6
0
2
2
G
－
5

S
D
8
0
8

8
須
恵
器

無
台
杯

E
1

右
1
2
.8

2
.7

8
.4

0
.2
1

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
6
1
2
1
C
－
1
2
S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

E
1

右
1
3
.0

3
.3

8
.8

0
.2
5
普
通
長
石
、
石
英

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
→
ナ
デ

2
6
2
同
系

2
6
2
2
1
B
－
7

S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

E
1

右
1
3
.5

3
.0

9
.0

0
.2
2
普
通
石
英
、
長
石
粒
大

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
→
ナ
デ

2
6
3
2
1
K
－
5

S
D
1
0
0
9

8
須
恵
器

無
台
杯

F
1

1
2
.7

3
.3

8
.4

0
.2
6

長
石
多
（
ざ
ら
ざ
ら
、
で
こ
ぼ
こ
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

黄
灰
色

2
6
4
2
3
G
－
2
1
S
D
8
0
8

8
須
恵
器

無
台
杯

F
Ⅰ
－
1

1
2
.0

3
.1

8
.6

0
.2
6

長
石
（
気
泡
ぼ
こ
ぼ
こ
）

ヨ
コ
ナ
デ

2
6
5
2
2
B
－
1
8
S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

F
Ⅰ
－
1

右
1
2
.6

3
.1

9
.0

0
.2
5
不
良
石
英
（
角
）
多
、（
ぼ
こ
ぼ
こ
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
6
6
2
3
H
－
1

S
D
8
0
8

8
須
恵
器

無
台
杯

G
Ⅰ
－
1

右
1
2
.0

3
.6

7
.3

0
.3
0
普
通
石
英
多
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

底
部
墨
書
「
麻
」
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N
o

出
土
地
点

遺
構

層
位

種
　
類

器
種

分
類

ロ
ク
ロ

回
転

口
径

現
器
高
底
径

器
高
／

口
径

焼
成

胎
　
土

調
　
　
整

備
　
考

2
6
8
2
2
F
－
3

S
D
8
0
8

2
須
恵
器

無
台
杯

G
Ⅰ
－
1

左
1
3
.0

3
.0

7
.5

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

底
部
墨
書
「
麻
」

2
6
9
2
1
B
－
2
3
S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

右
1
2
.9

3
.4

7
.5

0
.2
6
不
良
石
英
、
雲
母
、
長
石
多
量

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
7
0
2
1
L
－
2
0

S
D
8
0
8

2
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

右
1
3
.4

3
.3

1
0
.0

0
.2
5

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
7
1
2
1
B
－
1
2
S
D
8
0
8

S
D
8
0
1
、

7
須
恵
器

有
台
杯

B
Ⅰ
－
1

左
1
4
.6

4
.4

0
.3
0

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
→
ナ
デ

2
7
2
2
2
F
－
3

S
D
8
0
8

2
須
恵
器

有
台
杯

B
Ⅱ
－
1

左
1
2
.0

3
.8

5
.4

0
.3
2

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
3
7
と
同
胎
土

2
7
3
2
1
B
－
7

S
D
8
0
8

1
0
須
恵
器

有
台
杯

B
Ⅲ
－
1

右
1
3
.7

5
.0

8
.3

0
.3
6

石
英
、
長
石
、
雲
母
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

内
外
面
付
着
物

2
7
4
2
3
E
－
4

S
D
8
0
8

7
須
恵
器

有
台
杯

C
Ⅰ
－
1

右
1
0
.4

4
.6

5
.0

0
.4
4

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ

2
7
5
2
2
G
－
5

S
D
8
0
8

7
須
恵
器

有
台
杯

D
Ⅰ
－
3

1
3
.6

6
.8

7
.4

0
.5
0

長
石
粒
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
7
6
2
2
E
－
1
2
S
D
8
0
8

2
須
恵
器

有
台
杯

E
2

右
1
3
.6

7
.3

8
.0

0
.5
4

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
下
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

稜
椀
、
内
面
全
面
自
然
釉

2
7
7
2
2
K
－
6

S
D
1
0
0
9

7
須
恵
器

杯
蓋

B
1
4
.0

4
.2

6
.5

0
.3
0

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ

酸
化
焔
焼
成

2
7
8
2
1
K
1
5

S
D
8
0
8
、

S
D
1
0
0
9

7
須
恵
器

高
杯
（
？
）
A

1
7
.5

4
.7

ヨ
コ
ナ
デ

2
7
9
2
2
E
－
1
2
S
D
8
0
8

2
須
恵
器

広
口
壺

A
2

7
.7

タ
タ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

2
8
0
2
1
C
－
1
2
S
D
8
0
8

8
須
恵
器

短
頸
壺

A
1
2
.0

5
.1

普
通
石
英
（
多
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
沈
線

2
8
1

S
D
1
0
0
9

1
須
恵
器

中
甕

A
Ⅰ

2
3
.5

4
6
.5

ヨ
コ
ナ
デ
、
タ
タ
キ
（
格
子
、
同
心
円
）

2
8
2
2
2
J－
7

S
D
1
0
0
9

2
須
恵
器

中
甕

A
Ⅰ

2
4
.0

5
.6

ヨ
コ
ナ
デ
、
タ
タ
キ

黄
燈
色

2
8
3
2
3
I－
2
4

S
D
1
0
0
9

3
須
恵
器

中
甕

A
Ⅱ

2
3
.0

8
.5

タ
タ
キ
（
格
子
、
青
海
波
）

2
8
4
2
3
I－
1
1

S
D
1
0
0
9

3
須
恵
器

中
甕

A
Ⅲ

2
1
.1

5
.2

ヨ
コ
ナ
デ
、
タ
タ
キ

2
8
5
2
3
J－
1
3

S
D
1
0
0
9
、

S
D
8
0
8
、

S
D
1
0
8
6
、

S
D
1
0
7
4
、

S
D
1
0
7
9

7
須
恵
器

中
甕

不
明

1
7
.6

タ
タ
キ
（
内
面
同
心
円
）

2
8
6
2
1
B
－
2
2
S
D
8
0
8

2
須
恵
器

脚
部

1
0
.0

3
.5

不
良
石
英
、
長
石
、
海
面
骨
針

硯
？

2
8
7
2
1
B
－
1
4
S
D
8
0
8

7
土
師
器

椀
A

右
1
3
.1

3
.4

9
.4

0
.2
6
普
通
精
良
、
雲
母
、
海
面
骨
針

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
ヘ
ラ
切
り
→
ケ
ズ
リ

赤
採

2
8
8
2
3
I－
1
2

S
D
1
0
0
9

3
土
師
器

椀
A
1

1
3
.0

3
.4

9
.7

0
.2
6
不
良
石
英
、
雲
母
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
→
ケ
ズ
リ

タ
ー
ル
付
着

2
8
9
2
2
F

S
D
8
0
8

3
土
師
器

椀
A
1

右
1
2
.7

3
.4

7
.8

0
.2
7

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
→
ケ
ズ
リ

黄
燈
色

2
9
0
2
3
I－
2
4

S
D
1
0
0
9

7
土
師
器

椀
B

1
3
.4

3
.6

8
.0

0
.2
7

ケ
ズ
リ
、
ヨ
コ
ナ
デ

2
9
1
2
1
D
－
2
0
S
D
8
0
8

1
0
土
師
器

椀
C
Ⅰ
a－
1

右
1
3
.0

4
.0

5
.3

0
.3
1
良

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

体
部
墨
書

2
9
2
2
1
B
－
2
1
S
D
8
0
8

9
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
1
.4

4
.0

4
.9

0
.3
5
良

雲
母
（
多
）、
石
英
（
細
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

2
9
3
2
1
B
－
1
2
S
D
8
0
8

7
土
師
器

小
甕

A
Ⅴ
－
3

1
5
.5

3
.5

普
通
石
英
、
長
石

外
：
ケ
ズ
リ
、
内
：
カ
キ
目

2
9
4
2
1
C
－
1
9
S
D
8
0
8

7
土
師
器

小
甕

B
Ⅰ
－

1
2
.0

9
.1

普
通
石
英
、
雲
母
、
長
石
（
で
こ
ぼ
こ
）

ヨ
コ
ナ
デ

2
9
5
2
2
J－
2
2

S
D
1
0
0
9
、

S
D
8
0
8

7
土
師
器

小
甕

B
Ⅱ
－
4

右
1
8
.0

1
3
.2

1
2
.0

普
通
石
英
、
雲
母
（
多
量
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ

2
9
6
2
1
D
－
9

S
D
8
0
8

8
土
師
器

小
甕

D
Ⅰ
－
4

9
.0

7
.8

5
.6

ヨ
コ
ナ
デ

台
付
き

2
9
7
2
1
K
－
1
5
S
D
1
0
0
9

7
土
師
器

小
甕

不
明

7
.7

8
.8

長
石
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
ハ
ケ

3
0
8
2
2
H
－
1
2
S
D
1
0
1
9

1
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
3

右
1
2
.8

3
.8

8
.0

0
.3
0

長
石
粒
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

2
9
8
2
1
B
－
2
2
S
D
8
0
8

1
0
土
師
器

小
甕

不
明

3
.7

7
.5

普
通
石
英
、
長
石
、
雲
母
、
赤
色
粒
子

ヨ
コ
ナ
デ

2
9
9
2
1
B
－
2
2
S
D
1
0
0
9

2
土
師
器

小
甕

不
明

右
8
.5

8
.0

普
通
石
英
、
長
石
、
雲
母
（
多
）

内
外
：
カ
キ
目

3
0
0
2
3
J－
2
2

S
D
1
0
0
9

7
土
師
器

鉢
1
6
.2

1
0
.0

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
カ
キ
目

3
0
1
2
2
C
－
2
2
S
D
8
1
2

3
須
恵
器

双
耳
瓶

A
普
通
石
英
、
長
石

3
0
2
2
2
G
－
2
1
S
D
8
5
1

3
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
2
.4

3
.2

7
.8

0
.2
6
良

長
石
（
細
多
い
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
0
3
2
2
G
－
2
1
S
D
8
5
1

5
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅱ
－
1

1
3
.0

3
.3

8
.0

0
.2
5

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

底
部
墨
書
　
得
？

3
0
4
2
1
G
－
1
9
S
D
8
5
1

5
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅲ
－
1

右
1
2
.6

2
.7

7
.4

0
.2
1
普
通
石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
0
5
2
2
G
－
2
1
S
D
8
5
1

5
須
恵
器

長
頸
瓶

A
Ⅳ

9
.3

普
通
石
英
（
角
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
頚
部
カ
キ
目

3
0
6
2
1
G
－
5

S
D
8
5
1

5
須
恵
器

横
瓶

A
1
2
.0

5
.4

普
通
石
英
、
長
石
（
多
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
タ
タ
キ

3
0
7
2
1
G
－
1
5
S
D
8
5
1

3
土
師
器

小
甕

A
Ⅰ
－
2

1
3
.8

5
.1

石
英
、
雲
母

強
い
ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
部
ス
ス
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N
o

出
土
地
点

遺
構

層
位

種
　
類

器
種

分
類

ロ
ク
ロ

回
転

口
径

現
器
高
底
径

器
高
／

口
径

焼
成

胎
　
土

調
　
　
整

備
　
考

3
0
9
2
2
H
－
2
3
S
D
1
0
3
1

1
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

右
1
2
.5

3
.5

8
.4

0
.2
8
普
通
石
英
多
、
長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
1
0
2
2
I－
2

S
D
1
0
4
3

1
土
師
器

小
甕

A
Ⅱ
－
3

1
4
.1

4
.8

長
石
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

3
1
1
2
1
I－
1
0

S
D
1
0
6
1
、

S
D
1
0
7
9

1
須
恵
器

杯
蓋

A
Ⅱ
－
1

1
2
.2

2
.7

0
.2
2

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

3
1
2
2
1
I－
1
5

S
D
1
0
6
9

1
須
恵
器

杯
蓋

A
Ⅰ
－
2

1
2
.7

2
.2

0
.1
7
普
通
長
石
、
石
英

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

3
1
3
2
1
K
－
3

S
D
1
0
7
1

2
須
恵
器

無
台
杯

G
1

右
1
2
.8

3
.4

8
.7

0
.2
7
不
良
石
英
、
長
石
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

底
部
墨
書
「
麻
」

3
1
4
2
2
I－
1
7

S
D
1
0
7
6

1
土
師
器

小
甕

A
Ⅱ
－
3

1
5
.0

3
.0

雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
部
オ
コ
ゲ

3
1
5
2
1
J－
4

S
D
1
0
7
9
、

S
D
1
0
8
0
、

S
D
1
0
8
5
、

S
D
1
0
8
6

2
須
恵
器

広
口
壺

A
1
7
.0

普
通
石
英
多
、
雲
母

体
部
下
半
ケ
ズ
リ
、
3
条
沈
線

3
1
6
2
2
I－
1

P
1
0
4
0

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

右
1
2
.7

3
.1

9
.6

0
.2
4
良

石
英
多
、
長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
1
7
1
6
K
－
1
8
S
X
4
1
0

1
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
2
.0

2
.6

7
.0

0
.2
2
良

長
石
、
海
面
骨
針

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
1
8
1
6
K
－
1
8
S
X
4
1
0

1
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

1
2
.7

2
.9

9
.0

0
.2
3
良

長
石
、
海
面
骨
針

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
1
9
1
6
K
－
1
8
S
X
4
1
0

1
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅲ
－
1

1
2
.2

3
.1

7
.0

0
.2
5
普
通
長
石
（
細
か
い
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
→
ケ
ズ
リ

3
2
0
1
6
K
－
7

S
X
4
1
0

Ⅶ
須
恵
器

杯
蓋

A
Ⅰ
－
2

1
3
.1

2
.7

0
.2
1

細
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

転
用
硯

3
2
1
1
6
K
－
8

S
X
4
1
0
、

S
D
2
6
5
、

S
D
6
7
8

1
須
恵
器

長
頸
瓶

A
Ⅱ

左
1
5
.3

1
0
.0

細
長
石
少

ヨ
コ
ナ
デ
、
下
半
ケ
ズ
リ
、
ヘ
ラ
切
り
→
ナ
デ

3
2
2
1
6
K
－
2

S
X
4
1
0

1
土
師
器

椀
C
Ⅱ
a－
1

1
2
.4

3
.2

0
.2
6

ヨ
コ
ナ
デ

「
U
」
体
部
墨
書

3
2
3
1
6
K
－
2

S
X
4
1
0

1
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
1

右
1
2
.0

3
.8

5
.0

0
.3
2

細
粒
金
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

3
2
4
1
6
K
－
2

S
X
4
1
0

1
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
2

右
1
3
.7

4
.2

4
.7

0
.3
1

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

3
2
5
1
6
K
－
2

S
X
4
1
0

1
土
師
器

椀
不
明

右
1
.9

5
.1

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

「
山
」
底
部
墨
書

3
2
6
2
2
F
－
2

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

B
Ⅰ
－
1

右
1
3
.1

3
.9

1
0
.2

0
.3
0
不
良
石
英
、
長
石
（
中
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
2
7
2
2
F
－
2

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

C
Ⅰ
－
1

右
1
1
.8

3
.9

8
.6

0
.3
3

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
2
8
2
1
C
－
1
3

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

1
1
.8

3
.4

9
.0

0
.2
9

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

「
上
」
体
部
墨
書
、
2
6
3
～

2
6
5
胎
土
類
似

3
2
9
1
4
K
－
5

Ⅶ
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

左
1
2
.6

3
.4

8
.2

0
.2
7
良

細
か
い
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
3
0
1
5
K
－
2
1

Ⅶ
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

左
1
2
.8

3
.2

8
.6

0
.2
5

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

「
山
」
底
部
墨
書

3
3
1
2
1
B
－
1
0

Ⅶ
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

右
1
3
.0

3
.1

9
.6

0
.2
4

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
3
2
1
7
K
－
1

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

右
1
3
.2

3
.8

9
.0

0
.2
9
不
良
石
英
（
多
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
3
3
2
2
B
－
2
1

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅰ
－
1

右
1
3
.4

3
.1

1
0
.0

0
.2
3

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
3
4
2
2
H
－
3

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

D
Ⅲ
－
2

右
？

1
3
.7

3
.7

9
.0

0
.2
7
良

石
英
多
、
長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
3
5
1
4
K
－
1
2

Ⅶ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
2
.1

2
.6

8
.0

0
.2
1

細
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

転
用
硯

3
3
6
1
9
J－
2
4

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

右
1
1
.2

3
.0

7
.0

0
.2
7

ヨ
コ
ナ
デ

底
部
墨
書

3
3
7
1
5
K
－
1
4

Ⅶ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
1
.4

2
.9

7
.0

0
.2
5

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

「
寺
」
底
部
墨
書

3
4
9
1
5
K
－
2
3

Ⅶ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
3
.1

3
.1

4
.2

0
.2
4
良

長
石
、
海
面
骨
針

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
3
8
1
4
J－
2
5

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

右
1
1
.6

3
.0

6
.6

0
.2
6

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

底
部
墨
書

3
3
9
1
4
K
－
1
1

Ⅶ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
1
.9

3
.4

7
.5

0
.2
9
良

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
4
0
2
3
G
－
1
1

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

右
1
1
.9

3
.0

7
.7

0
.2
5

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
4
1
1
4
K
－
2
0

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
2
.2

2
.7

8
.0

0
.2
2
良

細
長
石
、
海
面
骨
針

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
4
2
1
4
J－
8

Ⅶ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
2
.4

3
.0

8
.0

0
.2
4
良

長
石
（
細
多
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

体
部
墨
書

3
4
3
1
4
K
－
1
0

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
2
.5

2
.7

7
.0

0
.2
2
良

精
良
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
4
4
1
6
J－
1
7

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

右
1
2
.7

3
.3

6
.8

0
.2
6

小
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

「
山
」
底
部
墨
書

3
4
5
1
4
K
－
5

Ⅶ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
2
.8

3
.0

7
.0

0
.2
3

ヨ
コ
ナ
デ

「
十
十
」
底
部
墨
書

3
4
6
1
6
K
－
2
2

Ⅶ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

1
2
.8

3
.2

8
.1

0
.2
5
普
通
長
石
（
細
）

底
部
に
調
整
あ
り

底
部
に
叩
キ
痕

3
4
7
1
5
J－
2
3

Ⅶ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
3
.0

3
.4

7
.6

0
.2
6

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

底
部
墨
書

3
4
8
1
4
K
－
5

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
1

左
1
3
.0

3
.2

8
.2

0
.2
5

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

底
部
墨
書
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N
o

出
土
地
点

遺
構

層
位

種
　
類

器
種

分
類

ロ
ク
ロ

回
転

口
径

現
器
高
底
径

器
高
／

口
径

焼
成

胎
　
土

調
　
　
整

備
　
考

3
5
0
2
1
B
－
2
0

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

H
Ⅰ
－
2

左
1
4
.2

3
.6

5
.0

0
.2
5

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
5
1
1
6
K
－
1

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

不
明

1
.0

6
.0

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

「
王
」
底
部
墨
書

3
5
2
地
点
不
明

須
恵
器

無
台
杯

不
明

2
.0

7
.0

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

「
侍
」
体
部
墨
書

3
5
3
2
2
F
－
2
5

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

不
明

ヘ
ラ
切
り

「
王
」
底
部
墨
書

3
5
4
1
4
J－
1
5

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

不
明

ヘ
ラ
切
り

「
津
」
墨
書

3
5
5
1
6
L
－
1

Ⅶ
須
恵
器

無
台
杯

不
明

7
.1

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

底
部
墨
書

3
5
6
1
4
K
－
2
2

Ⅶ
須
恵
器

無
台
杯

不
明

1
.0

6
.0

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

体
部
墨
書

3
5
7
2
0
K
－
2
2

Ⅷ
須
恵
器

無
台
杯

不
明

ヨ
コ
ナ
デ

「
十
」
体
部
墨
書

3
5
8
1
6
K
－
2

Ⅶ
須
恵
器

無
台
杯

不
明

ヨ
コ
ナ
デ

「
宇
」
体
部
墨
書

3
5
9
2
5
I－
1
3

Ⅷ
須
恵
器

折
縁
杯

G
1
2
.9

4
.0

5
.4

0
.3
1

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
6
0
2
1
F
－
1
5

Ⅷ
須
恵
器

折
縁
杯

G
1
3
.6

2
.8

0
.2
1

長
石
粒
多

ヨ
コ
ナ
デ

3
6
1
1
5
J－
9

Ⅷ
須
恵
器

有
台
杯

A
1
.5

1
0
.4

転
用
硯

3
6
2
2
3
I－
1
0

Ⅷ
須
恵
器

有
台
杯

B
Ⅱ
－
1

1
3
.0

4
.4

7
.9

0
.3
4

長
石
多
（
ざ
ら
ざ
ら
）

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
3
4
に
類
似
笹
神
？

3
6
3
2
6
I－
2
2

Ⅷ
須
恵
器

有
台
杯

C
Ⅰ
－
1

右
1
0
.8

4
.5

6
.1

0
.4
2

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
6
4
2
5
H
－
2
5

Ⅷ
須
恵
器

有
台
杯

C
Ⅰ
－
1

右
1
1
.1

4
.5

5
.2

0
.4
1

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
6
5
2
5
I－
1
2

Ⅷ
須
恵
器

有
台
杯

C
Ⅰ
－
1

3
.2

5
.5

不
良
石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
6
6
2
6
K
－
2
3

Ⅷ
須
恵
器

有
台
杯

C
Ⅰ
－
1

2
.8

4
.5

細
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
→
ナ
デ

内
面
漆
付
着

3
6
7
2
5
I－
2
5

Ⅷ
須
恵
器

有
台
杯

D
Ⅰ
－
1

右
9
.4

4
.7

4
.8

0
.5
0
良

石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
6
8
1
5
K
－
8

Ⅶ
須
恵
器

有
台
杯

D
Ⅰ
－
2

3
.7

7
.0

細
長
石

ヨ
コ
ナ
デ

3
6
9
2
4
J－
1
8

Ⅷ
須
恵
器

有
台
杯

D
Ⅰ
－
2

右
2
.8

4
.2

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ

3
7
0
1
5
K
－
5

Ⅷ
須
恵
器

有
台
杯

D
Ⅰ
－
3

左
1
3
.8

6
.9

7
.6

0
.5
0

長
石
少

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

転
用
硯

3
7
1
1
4
J－
2
5

Ⅷ
須
恵
器

有
台
杯

I
右

9
.4

6
.4

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
、
体
部
沈
線
2
条

3
7
2
1
4
K
－
1
7

Ⅶ
須
恵
器

有
台
杯

不
明

右
1
.7

9
.2

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り
→
ケ
ズ
リ

打
ち
欠
き
転
用
硯

3
7
3
1
4
K
－
7

Ⅶ
須
恵
器

杯
蓋

A
Ⅰ
－
2

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
墨
書

3
7
4
1
5
J－
2
4

Ⅷ
須
恵
器

杯
蓋

A
Ⅰ
－
3

1
4
.0

2
.5

0
.1
8

細
長
石
粒

ヨ
コ
ナ
デ

転
用
硯

3
7
5
2
2
I－
1
1

Ⅷ
須
恵
器

杯
蓋

A
Ⅰ
－
3

1
4
.5

1
.9

0
.1
3
普
通
石
英
、
長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

3
7
6
1
6
K
－
1
6

Ⅶ
須
恵
器

杯
蓋

A
Ⅰ
－
4

左
1
5
.6

2
.9

0
.1
9

長
石
粒

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

転
用
硯

3
7
7
1
4
K
－
2
0

Ⅷ
須
恵
器

杯
蓋

A
Ⅰ
－
4

左
1
5
.9

3
.2

0
.2
0

ヨ
コ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
切
り

内
面
茶
色
付
着
物

3
7
8
2
0
K
－
1
7

Ⅶ
須
恵
器

長
頸
瓶

A
Ⅰ

左
2
0
.0

1
3
.7

良
長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ

3
7
9
1
6
K
－
3

Ⅷ
須
恵
器

長
頸
瓶

A
Ⅳ

9
.7

細
長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
肩
自
然
釉

3
8
0
1
9
J－
1
5

Ⅷ
須
恵
器

小
瓶

A
左

6
.0

4
.0

ヨ
コ
ナ
デ

3
8
1
1
4
K
－
6

Ⅶ
須
恵
器

長
頸
瓶

不
明

右
9
.2

7
.0

ヨ
コ
ナ
デ

3
8
3
2
5
I－
2
3

須
恵
器

く
び
れ
鉢

A
右

3
6
.0

1
2
.8

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
カ
キ
目

3
9
6
1
4
K
－
5

Ⅷ
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
4

右
1
6
.8

5
.2

5
.5

0
.3
1

長
石

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

「
得
」
墨
書

3
8
2
1
7
J－
2
4

Ⅶ
須
恵
器

長
頸
瓶

不
明

1
1
.0

3
.0

ヨ
コ
ナ
デ

3
8
4
2
1
B
－
2
4

8
須
恵
器

広
口
壺

A
2

2
2
.4

5
.5

普
通
石
英
、
長
石

ヨ
コ
ナ
デ

3
8
5
2
1
B
－
2
0

Ⅷ
須
恵
器

狭
口
甕

A
1
2
.6

1
2
.0

細
か
い
長
石

内
外
面
格
子
タ
タ
キ
、
カ
キ
目

薄
手
作
り

3
8
6
1
9
K
－
2
2

Ⅶ
層
須
恵
器

長
胴
甕

A
2
1
.0

3
5
.1

ヨ
コ
ナ
デ
、
タ
タ
キ
（
格
子
、
同
心
円
）

3
8
7
2
3
I－
2
3

Ⅷ
須
恵
器

長
胴
短
頸
壺
A

左
8
.8

2
0
.5

長
石
多

ヨ
コ
ナ
デ
、
カ
キ
目

3
8
9
20
K－
3ホ
カ

Ⅷ
須
恵
器

横
瓶

A
タ
タ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
両
側
閉
塞

3
9
0
2
5
J－
1
8

Ⅷ
須
恵
器

横
瓶

A
ミ
ニ

1
.4

4
.0

両
側
閉
塞
、
ケ
ズ
リ

3
9
1
1
6
K
－
1
1

Ⅶ
土
師
器

椀
C
Ⅰ
a－
1

右
1
1
.9

4
.0

4
.6

0
.3
4
普
通
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

3
9
2
1
6
K
－
1
1

Ⅶ
土
師
器

椀
C
Ⅰ
a－
1

右
1
2
.0

4
.2

4
.6

0
.3
5

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

3
9
3
1
6
K
－
1
6

Ⅶ
土
師
器

椀
C
Ⅰ
a－
1

右
1
2
.0

4
.1

5
.2

0
.3
4

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

3
9
4
1
6
K
－
7

Ⅶ
土
師
器

椀
C
Ⅰ
a－
1

右
1
2
.6

3
.9

4
.8

0
.3
1

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

3
9
5
1
4
K
－
1
5

Ⅶ
土
師
器

椀
C
Ⅰ
a－
1

右
1
2
.6

3
.8

5
.4

0
.3
0
普
通
精
良

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

3
8
8
1
8
K
－
2
5

Ⅶ
須
恵
器

中
甕

A
Ⅲ

2
4
.0

8
.7

長
石
（
大
、
多
）、
石
英

外
：
平
行
タ
タ
キ
、
内
同
心
円
C
類
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N
o

出
土
地
点

遺
構

層
位

種
　
類

器
種

分
類

ロ
ク
ロ

回
転

口
径

現
器
高
底
径

器
高
／

口
径

焼
成

胎
　
土

調
　
　
整

備
　
考

3
9
7
1
8
K
－
1
4

Ⅶ
土
師
器

椀
C
Ⅱ
b
－
4

1
7
.7

5
.7

6
.4

0
.3
2

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

底
面
－
外
面
被
熱
に
よ
り
は
ぜ

る
。
内
面
お
こ
げ
？

3
9
8
1
9
K
－
5

Ⅶ
土
師
器

椀
C
Ⅱ
c－
4

1
6
.8

6
.4

6
.0

0
.3
8

雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

3
9
9
1
8
K
－
1
4

Ⅶ
土
師
器
（
内
黒
）

椀
D
Ⅰ
b
－
3

1
5
.3

5
.1

5
.7

0
.3
3

ヨ
コ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ
、
ケ
ズ
リ

底
部
墨
書

4
0
0
1
7
J－
6

7
土
師
器

椀
不
明

右
1
.1

5
.0

糸
切
り

七

4
0
1
1
7
J－
5

8
土
師
器

椀
不
明

右
0
.8

5
.5

精
良

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

「
七
」
底
部
墨
書
、
外
面
は
ぜ

る

4
0
2
Ⅱ
区
暗
渠

土
師
器

椀
不
明

2
.2

6
.0

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
糸
切
り
→
ケ
ズ
リ

刻
書
「
主
」、
内
面
黒
色
付
着

物

4
0
3
Ⅱ
区
暗
渠

土
師
器
（
内
黒
）

椀
不
明

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

4
0
4
1
6
K
－
7

Ⅶ
土
師
器

小
甕

A
Ⅰ
－
2

右
1
3
.3

1
4
.0

6
.6

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

内
外
面
ス
ス

4
0
5
1
7
J－
5

Ⅷ
土
師
器

小
甕

A
Ⅰ
－
3

1
4
.4

7
.7

長
石
粒
多

ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
部
オ
コ
ゲ
、
ス
ス

4
0
6
1
9
K
－
1
0

Ⅷ
土
師
器

小
甕

A
Ⅱ
－
3

1
4
.2

5
.0

雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

内
外
面
ス
ス
、
オ
コ
ゲ

4
0
7
1
9
K
－
1
5

Ⅶ
土
師
器

小
甕

A
Ⅲ
－
1

右
1
0
.0

7
.0

4
.3

混
入
砂
粒
ほ
と
ん
ど
な
し

ヨ
コ
ナ
デ
、
糸
切
り

4
0
8
1
7
J－
1
0

Ⅷ
土
師
器

小
甕

A
Ⅳ
－
2

1
3
.2

9
.5

混
入
砂
粒
ほ
と
ん
ど
な
し

ヨ
コ
ナ
デ

内
外
面
、
炭
化
物
、
ス
ス

4
0
9
2
1
B
－
2
4

Ⅷ
土
師
器

小
甕

A
Ⅴ
－
3

1
5
.5

4
.8

良
石
英
、
長
石
、
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ

4
1
0
1
4
K
－
5

Ⅷ
土
師
器

長
甕

A
Ⅰ
－
4

1
7
.8

6
.6

金
雲
母

ヨ
コ
ナ
デ
、
カ
キ
目

4
1
1
1
4
K
－
1
5

Ⅷ
土
師
器

長
甕

A
Ⅰ
－
4

1
8
.0

7
.2

良
石
英
、
雲
母
（
細
）

外
面
カ
キ
目
、
ヨ
コ
ナ
デ

4
1
2
1
7
J－
5

Ⅷ
土
師
器

長
甕

A
Ⅰ
－
5

右
2
3
.0

1
0
.0

良
石
英
（
大
多
）、
長
石
（
細
）、
赤
色
粒
子

外
面
カ
キ
目

内
面
オ
コ
ゲ

4
1
3
2
0
K
－
1
7

Ⅶ
土
師
器

長
甕

不
明

7
.2

長
石
少

タ
タ
キ

外
ス
ス

4
1
4
1
9
K
－
2
4

Ⅶ
土
師
器

鍋
A
Ⅰ
－
1

3
2
.9

1
0
.4

長
石
、
雲
母

カ
キ
目
、
ケ
ズ
リ
、
ヨ
コ
ナ
デ

4
1
5
1
8
L
－
4

Ⅶ
土
師
器

鍋
A
Ⅰ
－
2

3
8
.1

9
.5

長
石
粒
多

下
部
タ
タ
キ

4
1
6
2
6
J－
1
2

Ⅷ
土
製
品

土
管

1
2
.4

長
石
粒

ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

4
1
7
と
同
一
個
体

4
1
7
2
6
I－
1
1

Ⅷ
土
製
品

土
管

9
.4

長
石
粒

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

4
1
8
1
7
J－
2
2

Ⅷ
土
製
品

羽
口

4
2
8
1
8
J－
2
5

5
珠
洲

す
り
鉢

9

4
2
9
1
4
J－
5

8
珠
洲

す
り
鉢

4
3
0

4
区
珠
洲

す
り
鉢

4
3
1
2
6
J－
9

8
珠
洲

す
り
鉢

4
3
2
7
K
－
4

珠
洲

す
り
鉢

4
3
4

排
土
唐
津

皿
2

3
.8

胎
土
目

4
3
5
6
K
－
5

3
波
佐
見

皿
1
1
.8

3
.5

4
.2

見
込
釉
剥
ぎ

4
3
3
6
J－
2
3

Ⅱ
青
磁

椀
2
.0

4
.9

見
込
み
文
様
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No 品名・部位 出 土 地 点
法量（cm）

遺存状況 木取り 樹　種 備　　　　　考
実測図
展開
方向長さ 幅 厚さ 径

1 柱根 SB1A、P4 62.0 15.0 丸材 クリ 右
2 柱根 SB1A、P7 48.1 14.2 丸材 クリ 左
3 柱根 SB1A、P18 60.2 13.0 12.5 丸材 クリ 右
4 柱根 SB1A、P9 51.2 14.2 丸材 クリ 右
5 柱根 SB1A、P74 64.4 23.5 13.5 丸材 クリ
6 柱根 SB1A、P5 59.0 21.4 15.2 割材 クリ 右
7 柱根 SB1A、P2 54.1 17.9 丸材 クリ
8 柱根 SB1A、P6 36.3 12.6 10.0 丸材 クリ 左
9 柱根 SB1A、P14 45.7 15.0 20.5 割材 クリ 右
10 柱根 SB1B、P20 64.4 19.5 丸材 クリ 右
11 柱根 SB1B、P37 58.5 18.6 20.3 割材 クリ 右
12 柱根 SB1B、P75 74.1 12.8 丸材 クリ 左
13 柱根 SB2、P500 77.9 14.7 丸材 クリ 裏
14 柱根 SB2、P406 22.5 17.1 8.2 板目 ヤナギ属 左
15 柱根 SB3、P580 48.9 20.0 18.0 割材 クリ 左
16 柱根 SB3、P585 72.8 22.5 16.5 割材 クリ 右
17 柱根 SB3、P586 67.6 22.0 17.2 割材 クリ 左
18 柱根 SB3、P587 79.5 23.2 23.0 割材 クリ 左
19 柱根 SB3、P382 60.0 23.6 13.4 割材 クリ 左
20 柱根 SB3、P379 52.0 17.5 21.0 割材 クリ 左
21 柱根 SB4、P667 51.5 12.5 15.3 丸材 クリ 右
22 柱根 SB7、P748 57.0 17.0 丸材 ユズリハ属
23 柱根 SB8、P477 76.6 19.7 11.3 割材 ケヤキ
24 柱根 SB8、P476 55.2 20.0 16.3 割材 クリ 左
25 柱根 SB8、P479 60.5 19.2 13.0 割材 クリ 左
26 柱根 SB10、P299 62.2 13.5 丸材 サンショウ属 左
27 柱根 SB12、P367 63.0 12.4 丸材 トネリコ属 右
28 柱根 SB13、P527 60.5 17.3 丸材 クリ 左
29 柱根 SB13、P539 51.4 15.7 丸材 クリ 右
30 柱根 SB13、P537 54.5 15.6 丸材 クリ 左
31 柱根 SB13、P528 67.0 20.0 19.5 丸材 クリ 右
32 柱根 SB13、P545 63.9 15.5 丸材 クリ 右
33 柱根 SB13、P536 60.5 12.7 丸材 クリ 右
34 柱根 SB14、P811 131.0 18.0 割材 クリ 右
35 柱根 SB14、P640 105.5 19.8 割材 左
36 柱根 SB14、P638 111.0 22.0 16.3 割材 左
37 柱根 SB14、P636 102.4 19.3 16.7 割材 左
38 柱根 SB14、P637 108.0 22.2 19.0 割材 右
39 柱根 SB14、P639 50.2 18.0 割材 クリ 左
40 柱根 SB15、P1016 82.0 22.5 16.5 丸材 スギ 左
41 柱根 SB15、P1021 95.1 15.5 丸材 クリ 右
42 柱根 SB15、P1024 76.7 25.2 16.6 丸材 スギ 左
43 柱根 SB15、P1026 84.5 14.8 丸材 クリ
44 柱根 SB15、P1093 66.3 25.5 16.7 割材 クリ 左
45 柱根 SB16、P1027 62.1 27.5 13.4 割材 クリ 左
46 柱根 SB16、P1072 69.0 28.0 16.6 割材 クリ 右
47 柱根 SB16、P1087 76.5 22.7 9.8 割材 クリ 右
48 柱根 SB16、P1088 75.9 19.0 14.5 割材 スギ 右
49 杭 SA2－④ 47.6 3.6 丸材 クリ
50 杭 SA3－② 69.6 4.2 丸材 クリ
51 杭 SA4－① 31.0 4.4 丸材 モクレン属
52 杭 SA4－② 44.6 5.1 丸材 モクレン属
53 杭 SA5－1－① 74.5 9.5 丸材 トネリコ属 左
54 杭 SA5－1－⑨ 63.7 5.2 丸材 クリ
55 杭 SA6－① 96.8 7.6 5.6 丸材 クリ 右
56 杭 SA6－② 41.0 5.6 丸材 クスノキ科 右
57 杭 SA6－③ 42.6 6.7 6.5 割材 クリ 右
58 杭 SA6－⑤ 41.5 5.3 3.4 柾目 クリ
59 柱根 P237 32.0 11.1 8.2 丸材 クリ 左
60 杭 P242 53.5 11.0 5.0 板目 クリ 左
61 杭 P368 21.3 16.3 7.3 板目 クリ 右
62 柱根 P414 35.0 10.0 9.0 割材 クリ
63 柱根 P503 43.5 6.5 丸材 クリ
64 柱根 P583 42.5 9.3 丸材 クリ
65 柱根 P584 30.5 9.0 丸材 クリ
66 柱根 P610 33.5 8.0 丸材 クリ
67 杭 P642 34.0 6.5 丸材 クリ
68 柱根 P659 54.5 16.0 丸材 ヌルデ 右
69 柱根 P670、18J－3 29.5 8.5 丸材 アサダ
70 柱根 P717 44.5 9.5 丸材 クリ
71 柱根 P718 47.2 12.5 丸材 クリ 右
72 柱根 P719 50.4 14.2 丸材 ヌルデ 左

別表3 木製品観察表

73 柱根 P825 21.5 19.2 15.0 割材 クリ
74 曲物底板 P44、覆土 0.9 20.2 1/2欠 柾目 スギ 木釘痕。縁辺やや内側に削っている
75 杭先端、楔？ P226、1層 11.4 4.4 3.8 完形 板目 クリ 左
76 漆塗り椀 P228、2層 4.0 6.0 0.4 一部 ケヤキ 薄手漆塗りわん。漆のついた布付着
77 箸 P244、2層 22.3 0.5 ほぼ完形 板目 スギ
78 曲物底板 P271、2層、17J13 0.4 板目 スギ 木釘跡？
79 不明 P743、1層 11.3 5.4 0.5 片端欠 板目 スギ 左
80 不明 P746、1層 13.0 5.2 2.0 側面半分欠 板目 クリ 左
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No 品名・部位 出 土 地 点
法量（cm）

遺存状況 木取り 樹　種 備　　　　　考
実測図
展開
方向長さ 幅 厚さ 径

81 不明 SD41、①層、25I10 10.0 10.0 縦半分欠 丸材 ブナ属 上端もカットしている
82 曲物底板 SD41、1層、25I10 1.0 17.0 半分欠 柾目 スギ 木釘穴2ヶ所
83 不明 SD41①層25I5 8.6 6.0 1.4 右側欠 柾目 スギ 刃物による切断痕
84 不明 SD41①層25I5 9.6 8.8 3.3 クリ 用材の切れ端か？ 左
85 合子 SD207、15K11 高（3.0） 0.4 口　5.5 1/12存 ツゲ 内外面黒漆、被せ蓋式

86 曲物 SD221、15K7、1層 高　4.7 0.8 17.3 側板1/2欠 板目 スギ 2列前内3段後内2段綴じ、木釘跡4ヶ
所

87 箸 SD221、15K23 22.9 0.5～0.7 両端欠損 板目 スギ
88 不明 SD221、15K22 18.3 1.1 両端欠 板目 スギ 基部焼け焦げ
89 曲物底板 SD264、4層、17K9 0.6 3/4欠 柾目 スギ 木釘穴3ヶ所
90 槍形 SD264、18J14、2層 33.6 3.0 2.0 完形 板目 ウツギ属 槍先に近い。断面四角 右
91 丸木舟？ SD264、19J－2、2層 100.0 32.0 9.2 丸材 スギ
92 箸 SD265、19J18 21.0 1.1 完形 柾目 カヤ

93 削片 SD265、18K14、4層 8.8 1.1 1.0 両側欠損 板目 スギ 小刀によるV字状切り込み。反対側も
斜めぎり 右

94 箸 SD265、18K14、4層 26.3 0.6 上部欠損 スギ
95 箸 SD265、18K14、4層 11.0 0.3 両端欠損 スギ
96 箸 SD265、18K14、4層 9.7 0.8 0.6 片端欠損 スギ
97 箸 SD265、18K14、4層 11.8 0.4 両端欠損 スギ
98 箸 SD265、18K14、4層 24.0 0.6 完形 スギ
99 箸 SD265、18K14、4層 22.8 1.1 両端欠損 スギ 未製品
100 不明 SD265、18X10 22.3 1.9 1.3 先端欠 スギ 断面楕円形（丸4面体） 左
101 不明 SD265、19I20、6層 20.0 1.7 0.3 先端欠 板目 ヒノキ 薄い板状で先端細くなる 左
102 不明 SD265、17L3、Ⅶ層 22.1 1.0 1.0 両端欠 スギ 両端に穴あり 左
103 箸未製品 SD265、17L3、Ⅶ層 10.8 0.9 0.6 基部欠 スギ
104 箸未製品 SD265、17L3、Ⅶ層 11.0 0.7 0.5 完形 スギ
105 箸未製品 SD265、17L3、Ⅶ層 11.5 0.7 0.7 両端、2面欠 スギ
106 箸未製品 SD265、17L3、Ⅶ層 21.0 0.6 0.5 両端、1面欠 スギ
107 不明 SD265、18K9、4層 17.6 1.3 両端欠 スギ 4面体に近い

108 棒 SD265、18K9、4層 15.7 1.0 完形 スギ 4面体に近いが、角は丸い。先端おこ
げ

109 箸 SD265、18K10、9層 25.9 0.5 完形 スギ
110 不明 SD265、18K14、6層 21.0 2.2 1.2 側面欠 スギ 片面に抉りあり。片側切り落とし 左
111 不明 SD265、18J39、6層 12.7 1.8 1.0 両端欠 スギ 断面楕円形。一端は細くなる
112 浮子 SD265、18K10、4層 28.3 1.7 0.8 片端欠 板目 スギ 右
113 不明 SD265、18J12、3層 30.3 3.0 半円欠、片端欠 板目 スギ 左
114 不明 SD265、18K18、5層 24.3 1.2 片端欠 スギ 先端尖ると考えられる
115 不明 SD265、18K18、4層 31.3 1.4 完形 スギ 先端尖る。多面体
116 杭 SD265、18J9、9層 114.3 5.5 丸材 クリ
117 杭 SD265、18K5、9層 49.5 8.2 3.7 板目 クリ 左
118 杭 SD265、20J、6層 83.3 5.2 丸材 クリ 右
119 不明 SD265、17L3、Ⅶ層 5.8 3.4 0.5 細片 板目 スギ 円形板の部分と思われる 左
120 不明 SD265、17L3、Ⅶ層 10.4 3.2 0.7 細片 板目 スギ 円穴（形0.3）、片端斜切り 右
121 楔 SD265、18K10、9層 8.8 5.2 1.2 基部欠 板目 クリ 左
122 楔 SD265、18K10、9層 11.1 4.9 1.2 ほぼ完形 板目 クリ 左

123 不明 SD265、18K11、4層 17.7 3.8 2.2 ？ 板目 クリ 断面三角形、連続して穴なり。企画
性なし。先端おこげ 右

124 楔？ SD265、17L15、6層 30.2 8.5 3.7 柾目 クリ 左

125 不明 SD265、18K18、7層 9.0 5.4 1.8 ほぼ完形 板目 クリ 両面平行切り落とし、形は対称であ
る 左

126 不明 SD265、19J23、4層 20.0 2.5 2.7 完形 板目 アサダ 幅は一定、厚さは次第に太くなり、
はじ切り落とし 左

127 不明 SD265、17K22、7層 22.0 4.3 0.3 完形 板目 スギ 薄い板、両端は小穴あり。（径0.3）
両側面を薄く尖らせる

128 部材 SD265、18J24、3層 13.8 2.6 0.7 両側面、片端欠 板目 スギ 内外面漆（99・100と同一体） 左
129 部材 SD265、17L3 7.0 2.3 1.2 一部のみ スギ 黒漆塗り、箸の止め棒か？

130 コマ SD265、19J53、3層 4.5 4.0 ほぼ完形 丸材 ハンノキ属ハ
ンノキ亜属

131 不明 SD265、18K27、4層 11.0 0.5 完形 板目 スギ
132 不明 SD265、19I25、7層 7.6 2.3 0.3 完形？ 柾目 スギ
133 皿 SD265、18K11、4層 高　1.1 底（17.1）口（20.0）1/4存 トチノキ

134 皿 SD265、18K13、7層 高　2.4 底14.9 口18.5 1/2欠 ケヤキ 刳り抜き、口部分は広く、幅2.2cm
深さ1cm

135 皿 SD265、19J5、6層 高　2.4 底12.6 口17.3 1/3欠 ケヤキ
136 皿 SD265、18J19、7層 高　1.7 底11.0 口17.2 1/4欠 ケヤキ ロクロ引き、浅い皿
137 曲物底板 SD265、19J18 0.5 12.4 半分欠 柾目 スギ 摩耗著しい、底板穴（径1）3個甑？
138 曲物側板 SD265、18K14、4層 10.9 1.9 0.4 ？ 柾目 スギ ケビキあり
139 曲物底板 SD265、19J23、3層 0.7 17.4 3/5欠 柾目 スギ
140 曲物底板 SD265、19J5、6層 0.7 16.5 ほぼ完形 柾目 スギ 摩耗著しい。木釘穴
141 曲物側板 SD265、18K5、4層 18.5 5.4 0.6 残欠 柾目 スギ ケビキあり
142 曲物底板 SD265、18K9、4層 0.7 15.8 1/2欠 柾目 スギ 木釘痕4つ、おこげ

143 曲物蓋 SD265、18J9、7層 高　2.0 0.9 16.0 ほぼ完形 柾目 スギ 皮綴2ヶ所、側板の内側は薄くなる。
蓋上面に焼き印？木釘4ヶ所

144 曲物底板 SD265、18J9、7層 0.8 16.0 完形 柾目 スギ 木目に沿ったケズリ。木釘痕3ヶ所
145 曲物底板 SD265、4層、18K23 0.9 3/5欠 柾目 スギ 両面おこげの痕。木釘痕3ヶ所

146 曲物底板 SD265、6層、18J9 0.9 16.8 1/3欠 柾目 スギ 中央ややずれて小穴（径0.3）あり、
木釘痕2ヶ所

147 曲物底板 SD265、7層 0.4 4/5欠 柾目 スギ 摩耗、薄くなっている
148 鉢（甑？） SD265、6層、18K10 高（26.3） 口（30.0）7/8欠 割材 スギ くりぬきの鉢底部欠コシキ？

151
152 不明 SD313、16J－25、1層 25.8 9.5 5.2 割材 モクレン属

曲物底板 SD313、17K2、1層 0.8 2/3欠 柾目 スギ 木釘痕、おこげ様の黒い付着あり

149 曲物底板 SD267、7層、19J12 0.8 2/3欠 木釘痕2ヶ所
150 部材 SD268、2層 17.4 5.5 0.7 欠 板目 スギ 片面黒、片面赤漆 裏



木製品観察表

82

No 品名・部位 出 土 地 点
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実測図
展開方
向長さ 幅 厚さ 径

153 箸 SD365、19K25、3層 19.2 0.8 先端欠 カヤ
154 不明 SD365、20K11、2層 28.1 3.3 両端、片面欠 丸材 イヌガヤ 左
155 不明 SD386、19K4、1層 14.4 1.4 両端欠 丸材 アジサイ属
156 曲物底板 SD416、14K16、3層 0.7 大部分欠 柾目 スギ 側板結合部分は段になるタイプ 左
157 不明 SD416、1層、14K7 28.0 0.8 完形 スギ 多面体、一端に抉りあり。浮子？
158 不明 SD422、14K－15、1層 17.3 18.9 2.5 柾目 ケヤキ 左

159 不明 SD442、14K5 23.8 1.6 基部折断　 柾目 アサダ 先端部鉛筆状、基部は折断している。
多面体

160 杭 SD678、16J－10、1層 25.0 6.0 丸材 キハダ
161 不明 SD757、1層、14K22 18.5 3.7 1.8 端部欠 スギ 右
162 箸 SD808、7層、21B22 19.7 1.1 0.6 先端欠 スギ 箸製作途中未製品か？
163 箸 SD808、21D－20、7層 31.2 0.8 0.5 スギ 右
164 箸 SD1009、22J－23、4層 19.6 0.7 0.7 スギ
165 箸 SD1009、23I－17、3層 20.0 0.9 0.6 スギ 右
166 短冊形薄板 SD808、23G－1、4層 8.4 2.8 0.3 柾目 スギ
167 不明 SD808、21D5、7層 13.2 2.5 0.7 完形 柾目 スギ 左
168 曲物底板 SD808、21C12、10層 17.3 6.9 0.8 片端欠 柾目 ケヤキ 台形様の板材 右
169 鳥・馬形 SD808、21C12、7層 16.8 4.7 0.6 後半部欠 柾目 スギ
170 弓？ SD808、7層、21C18 19.0 2.1 1.5 端部のみ 割材 イヌガヤ 端部細くしている
171 皿 SD808、22E－12、Ⅵ区 1.5 25.0 横木柾目 ケヤキ
172 皿 SD808、22E－12 底17.5 高5.0 口22.4 横木柾目 ケヤキ 内面薄く漆
173 皿？ SD1009 1.1 6.9 ケヤキ ロクロ装着痕底部
174 皿 SD1009、23I－23、3層 底15.1 1.4 横木板目 モクレン属
175 皿 SD808、21D－20、7層 24.8 16.3 2.3 柾目 ケヤキ
176 曲物蓋 SD808、1層、22D24 高　2.7 0.7 18.1 側板1/3欠 柾目、板目 スギ 皮止め2ヶ所。木釘止め4ヶ所
177 曲物 SD1009、23I－22、6層 42.1 14.7 0.7 板目 スギ
178 板材 SD1009、23I－22、6層 113.3 14.5 4.6 柾目 トネリコ属 右
179 柱根 SD1009、23J－2、5層 68.2 8.7 9.3 割材 トネリコ属 左
180 部材 SD1009、23J－2、7層 182.8 22.5 7.1 板目 クリ
181 部材 SD808、22E－18、9層 174.0 24.9 5.8 板目 クリ
182 部材 SD1009、23I－23、7層 155.0 11.0 7.0 板目 クリ
183 不明 SD1009 217.0 16.7 12.5 割材 クリ
184 不明 SD808、21B－22、7層 96.6 5.7 丸材 クリ
185 不明 SD808、21C－23、7層 79.4 4.2 4.0 割材 クリ 左
186 不明 SD808、21D－9、2層 65.3 7.0 丸材 クリ 右
187 不明 SD808、10層 84.0 13.2 6.2 柾目 トチノキ 左
188 杭 SD808、21D－20、9層 87.8 8.3 4.3 柾目 カツラ
189 不明 SD1009、23I－17、3層 76.6 1.6 スギ
190 不明 SD851、21G4、2層 29.3 2.6 上端欠 丸材 ウコギ属 先端は2面尖り、基部多面体 左

191 部材 SD851、2層、22G－21 21.4 4.5 0.8 片側、片端欠 柾目 スギ 角が直角とならず。木釘穴あり。線
状痕多数あり

192 皿 SD1010、22E－4、3層 底18.9 高（1.5）口（21.5） 柾目 ケヤキ
193 箸 SD1073、21I－11、1層 47.4 1.2 柾目 スギ

194 曲物側板 SK241、1層 6.6 0.3 16.6 底なし、完形に近い 板目 スギ 皮止め2ヶ所。木釘4ヶ所。内面黒い
おこげ

195 不明 SK531、1層 22.4 8.4 3.0 板目 スギ
196 不明 SK531、1層 6.5 4.1 1.7 両側面欠 板目 スギ
197 不明 SK531、1層 9.0 1.5 1.0 基部欠 板目 スギ
198 不明 SX410、16J21 12.5 2.5 1.2 両側面、片端欠 板目 スギ 上端部に丸味、裏面におこげ

199 不明 暗渠、Ⅱ区 4.5 2.5 1.1 完形 柾目 スギ 先端部急角度で尖る。幅も先端でや
や細くなる

200 不明 暗渠、Ⅱ区 14.1 1.5 0.8 左側切損 柾目 スギ
201 箸 Ⅱ区、18J6 20.0 0.6 両端欠損 スギ
202 箸 19J－4、6層 27.6 0.6 0.4 片端欠 スギ
203 不明 20K－1、Ⅳ？ 14.4 1.4 1.3 両側、片端欠 板目 スギ 全面におこげ・すす

204 不明 排水溝、Ⅶ？ 12.0 1.1 1.1 両端欠 板目 マツ属複維管
束亜属 片端焼け跡

205 不明 排水溝、Ⅶ？ 19.1 3.3 両端欠 丸材 スギ 円柱状の柄？、上部に段あり
206 不明 19K4、排水 12.0 2.1 1.6 上部欠 モクレン属
207 把手 15J21、Ⅷ層 11.8 5.3 3.0 完形 板目 クリ ほぼ中央に3×1.8の四角穴

208 糸巻き 20K11、Ⅲ層 25.9 2.3 1.9 板目 スギ 両端5.7cmで細くなる。ほぞ穴に木
釘、穴は約1×1cm

209 木錘 20J22、Ⅲ層 20.0 3.5 側面1/3欠 丸材 クリ 左

210 木錘 11K16、Ⅷ層 15.8 4.5 ほぼ完形 丸材 ヤブツバキ 中央の抉り全周していない。自然面
を残す 右

211 不明 17K15、7層 15.5 2.0 0.8 片側欠 板目 スギ

212 不明 15K2、Ⅶ層 4.0 2.6 片側欠 丸材
コナラ属コナ
ラ亜属コナラ
節

213 不明 15K2、Ⅶ層 3.0 2.1 両端欠 板目 ブナ属 くいの先端部6面体
214 不明 19J11、Ⅵ層 29.4 2.9 1.2 先端部欠 板目 スギ 基部やや細くしている

215 不明 11J11、Ⅲ層 8.7 2.1 1.3 完形 柾目 スギ 厚みはあるが、頭部丸く、先端細い。
底面、黒いよごれ

216 不明 9J21、Ⅱ層 6.4 2.4 0.2 完 板目 スギ
217 不明 19K5、Ⅲ層 12.9 3.3 0.8 左側面欠 板目 スギ
218 不明 10J15、Ⅲ層 10.5 3.1 1.2 両側面、片端欠 板目 スギ 上部に径0.4の穿孔痕あり

223 不明 Ⅰ区排土 11.2 2.5 0.5 片端欠 柾目 スギ 木簡様板

219 不明 10J15、Ⅲ層 10.5 1.9 1.0 両側面、片端欠 板目 スギ 上部に径0.4の穿孔痕67と同一製品
又は同一個体

220 不明 12K－8、Ⅳ層 20.0 4.7 0.6 片側面欠 柾目 スギ 両端折断、穿孔痕3ヶ所

221 不明 Ⅰ区排土中 8.7 2.5 1.1 片側面、片端欠 柾目 スギ 上部穿孔痕2ヶ所。67、68と共通製
品か

222 不明 25J20、Ⅷ層 13.2 4.9 1.9 ？ 板目 ヤブツバキ 内面おこげ？中央に窪み
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No 品名・部位 出 土 地 点
法量（cm）

遺存状況 木取り 樹　種 備　　　　　考
実測図
展開
方向長さ 幅 厚さ 径

224 不明 Ⅰ区10L23、Ⅱ層 11.3 2.5 0.8 片側面欠 柾目 スギ 片側面に木釘痕と思われる穴が3つ、
組み合せ？

225 不明 Ⅱ区19K10、Ⅲ層 7.4 5.5 0.7 片側面欠 柾目 ケヤキ 線状痕、おこげ
226 不明 26J7、Ⅷ層 32.6 3.0 1.5 基部一部欠 板目 ウコギ属 断面三角形に近く先端尖る
227 不明 12J23、Ⅷ層 26.3 12.0 2.8 片端、側欠 柾目 スギ 中央両端に四角形の穴2個

228 不明 12J13、Ⅷ層 25.3 14.1 2.3 片端、側欠 柾目 スギ 中央両端に四角形の穴2個。80と同
一

229 不明 9J11、Ⅱ層 9.0 4.8 0.8 片側面欠 柾目 スギ 上部に小穴

230 不明 20J7、Ⅶ層 4.4 1.4 0.5 基部欠 柾目 スギ 先端を尖らせている。組合せ式の道
具

231 不明 19J25、3層 18.2 4.0 1.0 完形 柾目 スギ 左右対称に小穴あり

232 不明 20J24、Ⅷ層 50.8 4.5 1.5 両端欠 板目 スギ 中央に穴が5個あり、4つはほぼ等間
隔

233 不明 14K11、Ⅶ層 19.7 3.2 0.7 一部欠 板目 スギ 片側面が薄くなる。小穴が等間に4個
並ぶ

234 部材 7K1、Ⅱ層 12.7 3.5 0.6 四端欠 板目 スギ 内外面漆（黒、赤）
235 部材 7K1、Ⅱ層 13.2 2.0 0.6 三端欠 板目 内外面漆（黒、赤）、99、103と同一

236 部材 7J22、Ⅲ層 14.0 2.5 0.6 一部分 板目 片面漆の接着部分あり、内面黒、外
面赤漆

237 不明 14K11、Ⅳ層 9.8 3.4 0.8 完形 柾目 スギ 断面は片側が薄い。上端に抉り
238 不明 20K22、Ⅶ層 21.7 3.0 0.2 片端欠 柾目 スギ 端部山形で小穴あり
239 不明 20J－7、Ⅷ層 19.3 5.0 2.3 ほぼ完形 板目 アジサイ属
240 不明 23J－10、Ⅷ層 9.1 4.2 0.8 板目 スギ 両側にそって連続の小穴（紐綴じ？）
241 火きり臼 23I－12、2層 14.5 2.5 1.8 板目 スギ
242 火きり棒 19J25 21.4 1.4 片端欠切断 柾目 スギ 多面体丸棒、端部やや丸味
243 不明 23M－17 NO．1 6.2 2.0 1.7 板目 アサダ
244 不明 23M－17 NO．2 5.1 2.2 1.6 板目 アサダ

245 桶側板？ Ⅰ区12J25、Ⅷ層 9.6 6.0 1.2 板目 スギ 断面弧を描いており、桶の側板と考
えられる

246 皿 23K－5、5層 底（5.4）高（1.2）口（8.9） ブナ属 内面赤、外面黒漆近世？

247 皿 11K11、Ⅲ層 高（1.1） 底　5.7 口縁欠 柾目 ケヤキ 削出高台、内外面漆、底部なし。中
世？

248 皿未製品 26J7、Ⅷ層 高（2.0） ケヤキ 刳りもの

249 底板付き曲物 21B14、7層 0.7 12.9 側板1/2欠 柾目 スギ 皮止め2ヶ所。桜皮止めの部分のみ内
側縦ケビキ線あり

250 曲物底板 12J18、Ⅷ層 1.7 27.3 1/2強欠 柾目 スギ 木釘痕3ヶ所、表面摩耗「大有」の刻
書

251 曲物底板 20J7、Ⅶ層 0.6 2/3欠 柾目 スギ 摩耗著しい。木釘穴
252 曲物側板 18K－16 28.4 3.8 0.6 口縁部残存 板目 スギ 桜皮によるつなぎ。内側縦ケビキ線
253 曲物底板 25I23、Ⅷ層 0.7 5/6欠 柾目 スギ かなり摩耗
254 曲物底板 9J21、Ⅱ層 0.7 3/4欠 柾目 スギ
255
256 曲物底板 20K－7、Ⅷ層 0.6 16.7 1/2欠 板目 スギ 線状痕多数

底板？ Ⅰ区11J24、Ⅰ層 0.7 6.2 1/2欠 柾目 スギ 小形、縁辺内側にけずる

257 不明 Ⅷ層 78.2 9.7 2.0 柾目 クリ

遺構 箸
曲げ物

棒状 角材 板状 木簡、
斎串状 部材 柱根 杭 その他

（不明）鳥形 鉢 合子 漆椀 皿 楔 糸巻き 浮子 船 コマ 火きり臼 木錘 弓 槍形 合計

SD264 4 1 2 3 1 1 12

SD265 57 17 26 34 7 227 7 7 1 7 35 1 4 3 1 1 435

SD808 8 1 4 3 1 8 1 1 30 7 16 1 3 1 85

SD1009 2 1 1 1 2 1 2 2 12

包含層 19 7 17 30 6 249 13 5 3 5 89 3 1 1 2 450

合計 120 29 57 92 23 637 25 20 113 55 164 1 1 1 1 13 3 1 1 1 1 1 2 1 1 1364

その他の遺構 30 3 8 23 9 149 4 5 78 36 22 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 370

側板 底板



凡　　例

1 土器は、須恵器断面塗りつぶし、土師器白抜きとし

た。土師器黒色処理されたものは、スクリーントーン

で区別した。

2 木製品の実測図については、基本面のほか、必要に

応じて側面、裏面を実測した。柱根については、加工

痕の明瞭な面をとっているため、基本面に対して必ず

しも、90°、180°となっていない。（実測図の回転

方向は観察表に示した）

3 木製品の木目は、木取部位表示を目的としているた

め、年輪幅は、実際を示していない。

4 漆製品については、漆面をスクリーントーンで示し

た。黒は 、赤は である。

図　　　版
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図 版 2 遺構分割図（1）
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図 版 4 遺構断面図（1）
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図 版 6 遺構断面図（2）
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遺構断面図（3） 図 版 7
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図 版 8 遺構分割図（4）
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図 版 36 遺構出土木製品実測図（2）
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図 版 38 遺構出土木製品実測図（4）
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図 版 42 遺構出土木製品実測図（8）
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遺構出土木製品実測図（9） 図 版 43
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図 版 44 遺構出土木製品実測図（10）
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遺構出土木製品実測図（11） 図 版 45
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図 版 46 遺構出土木製品実測図（12）
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遺構出土木製品実測図（13） 図 版 47
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図 版 48 遺構層出土木製品実測図（14）
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包含層出土木製品実測図（1） 図 版 49
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図 版 50 包含層出土木製品実測図（2）
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包含層出土木製品・木簡実測図（3） 図 版 51

250

257

252

260

251

253

256

258

255

259

254

0 15cm250～256（1 : 3） 0 40cm257（1 : 10） 

0 3cm258～260（1 : 1） 

a

b

c

a

b

c



図 版 52

蔵ノ坪遺跡遠景　北東から

蔵ノ坪遺跡遠景　東から



図 版 53

SB2・7～9周辺

Ⅱ区全景



図 版 54

Ⅳ区全景

SD265周辺



図 版 55

SB15・SB16と畝状遺構

Ⅵ区全景



図 版 56

SB1 東から SB1A・1B柱穴（P18とP37）断面　南から

SB1A・1B柱穴（P74・P75）断面　東から SB1A柱穴（P5）断面　北から

SB1A柱穴（P2）断面　南から SB1B柱穴（P20）断面　西から

SD40断面　東から SD41遺物出土状況　東から

SD66 東から Ⅲ区出土ミニ横瓶　北東から



図 版 57

SB2 北西から SB2柱穴（P406） 南東から

SB2柱穴（P238）断面　北西から SB2 柱穴（P238） 北西から

SB2柱穴（P244）断面　東から SB2柱穴（P244）東から

SB2柱穴（P500）断面　東から SB2柱穴（P719）断面　北西から

SD221断面　北西から SD221断面　北西から



図 版 58

SK223断面　北から SK223出土状況　南東から

SK225断面　東から SK225土器出土状況　北東から

SB3・SB12周辺　北から SB3柱穴（P379）断面　東から

SB3柱穴（P382）断面　北から SB3柱穴（P585）断面　東から

SB3柱穴（P586） 西から SB3柱穴（P587） 東から



図 版 59

SB12柱穴（P367）断面　南から SB12柱穴（P552）断面　西から

SD365断面　東から SD365 西から

SD386 東から SD563（左）・SD564（右） 西から

SD563断面　東から SD564断面　東から

SB4柱穴（P667）断面　西から SB4柱穴（P670）断面　東から



図 版 60

SB5 南から SB5柱穴（P680） 西から

SB5柱穴（P652）断面　北から SD313断面　北から

SD313断面　北から SB6 北から

SB6柱穴（P339） SB7・8・9 北西から

SB7柱穴（P748）断面　東から SB8柱穴（P743右）とSA7柱穴（P743左）断面　東から



図 版 61

SB8柱穴（P208）断面　西から SB8柱穴（P430）断面　西から

SB8柱穴（P476）断面　東から SB8柱穴（P477）断面　東から

SB8柱穴（P479）断面　北西から SD416（右）・SD751（左）

SD416（右）・SD751（左）断面　北西から SD416（右）・SD751（左）断面　北西から

SD422  遺物出土状況　北から SD422断面　北西から



図 版 62

SB10柱穴（P299）断面　東から SB11柱穴（P503）断面　東から

SB11柱穴（P582）断面　東から SB11柱穴（P583）断面　南から

SB11柱穴（P584）断面　北から SB13 北西から

SB13柱穴（P527）断面　南から SB13柱穴（P528）断面　南から

SB13柱穴（P536）断面　北から SB13柱穴（P537）断面　北から



図 版 63

SB13柱穴（P538）断面　北から SB13柱穴（P539）断面　北から

SB13柱穴（P545）断面　北西から SB14 東から

SB14柱穴（P636）断面　南から SB14柱穴（P637）断面　東から

SB14柱穴（P638）断面　西から SB14柱穴（P639） 西から

SB14柱穴（P639） 西から SB14柱穴（P640）断面　東から



図 版 64

SB14柱穴（P811）断面　南から SB14柱穴（P816）断面　南から

SB14柱材 SB15・SB16 南から

SB15柱穴（P1016）断面　北西から SB15柱穴（P1021）断面　東から

SB15柱穴（P1024）断面　北から SB15柱穴（P1026）断面　西から

SB15柱穴（P1093）断面　南から SD1019断面　北から



図 版 65

SB16柱穴（P1022）断面　南から SB16柱穴（P1027）断面　西から

SB16柱穴（P1087)断面　東から SB16柱穴（P1088）断面　東から

SB16柱穴（P1090）断面　東から SD1060断面　北から

SD1073断面　北から SD808 西から

SD808断面　南東から SD808横瓶出土状況　東から



図 版 66

SD808 南から SD808断面　北西から

SD808断面　東から SD808 木製品出土状況　南から

SD808甕出土状況　北から SD808 木製品出土状況　北西から

SD808木製品出土状況　西から SD650断面　南から

SD801 南から SD650とSD801 北から



図 版 67

SD812 北から SD812断面　北から

畝状遺構 SD1059断面　北東から

SD808 北西から SD1044断面　北東から

SD1071 南から SD1071断面　南から

SD265 西から SD265習書木簡　南から



図 版 68

SD265曲物　東から SD265墨書土器　南から

SD265入子状態で出土した土器　東から 水没したSD265 北から

SD265内SA5 西から SD265内SA5の杭　東から

SR3側溝（SD335）断面　南西から SR3側溝（SD331）断面　南西から

SD366断面　南から SR1周辺　北西から



図 版 69

SR1断面　北西から SR1側溝（SD207）断面　北西から

SR1側溝（SD222）断面　北西から SR2 西から

SD470（右）とSD735（左）断面　西から SR2側溝（SD493）断面　西から

SD445断面　北から SD678断面　西から

SX410 南東から SD1001（右）とSD1002（左） 東から



図 版 70

SK241 南西から SK266 東から

SK267 東から SK530 北から

SX351 南から SX822 西から

SD808堰状遺構　東から Ⅰ区調査区　南西から

遺物出土状況　北から P369遺物出土状況　東から



図 版 71 土器・石器（1）
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土器・石器（2） 図 版 72
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図 版 73 土器・石器（3）
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土器・石器（4） 図 版 74
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図 版 75 土器・石器（5）
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土器・石器（6） 図 版 76
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図 版 77 土器・石器（7）
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土器・石器（8） 図 版 78
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図 版 79 土器・石器（9）
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土器・石器（10） 図 版 80
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図 版 81 木製品（1）
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木製品（2） 図 版 82
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図 版 83 木製品（3）
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木製品（4） 図 版 84
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図 版 85 木製品（5）
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木製品（6） 図 版 86
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図 版 87 木製品（7）
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木製品（8） 図 版 88
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